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ク イ ッ ク設置マニュアル
以下のク イ ッ ク設置マニュ アルは、 ご使用になる測定機器を迅速かつ簡単に設定する方法を記
載し ています。

! 注意 ! 
運転開始時または運転中に故障が発生し た場合は、 → 76 ページのチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト
ラブルシ ューテ ィ ングを行って く ださい。 以下の手順を実行する こ と によ り 、 適切な対策を取
る こ と ができ ます。

安全注意事項 → 7 ページ

▼

取付指示 → 13 ページ

▼

配線 → 26 ページ

▼

クイック操作ガイド → 35 ページ

▼

操作プログラム → 43 ページ

本測定機器の設定、 操作は、 現場指示計で行う こ と ができ る 他、 さ ま ざま なメ ーカの操作プロ グラ ムを使

用し て行う こ と も でき ま す。

▼

基本設定（機器パラメータ、自動機能） → 53 ページ

さ ま ざま なメ ーカの設定プロ グラ ムを使用し て、 機器固有のパラ メ ータ を設定し たり 、 FOUNDATION 

フ ィ ールド バス の自動機能を指定する こ と ができ ま す。

! 注意 ! 

本測定機器に現場指示計が装備さ れている 場合は、" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ク イ ッ ク セッ ト アッ プメ ニュ ーを使用する

と 、 機器固有のパラ メ ータ や機能を簡単に短時間で設定する こ と ができ ま す（たと えば、 UI の言語、 測定

変数、 単位）。 → 次のページを参照し てく ださ い。

▼

FOUNDATION フィールドバスインターフェイス → 47 ページ

FOUNDATION フ ィ ールド バス イ ンタ ーフ ェ イ ス の設定を行いま す。

▼

ハードウェア設定 → 45 ページ

ハード ウ ェ ア上書き 禁止機能の設定に関する 情報です。

▼

カスタム設定

複雑な測定作業では追加機能を設定する 必要があり ま す。 こ れは、 個別に選択、 設定し 、 適切なパラ メ ー

タ を設定する こ と によ ってプロ セス 条件に適合さ せる こ と ができ ま す。 選択肢は 2 つあり ま す：

• 設定プロ グラ ムを使用し てパラ メ ータ 設定する （FOUNDATION フ ィ ールド バス ）  → 47 ページ

• 現場指示計（オプショ ン） を使用し てパラ メ ータ 設定する  → 53 ページ

! 注意 ! 

すべての機能およ び機器パラ メ ータ についての詳細は、 別冊のマニュ アル機能説明書に記載さ れていま

す。

▼

データストレージ → 57 ページ

変換器の設定は、 内蔵の T-DAT データ 保存装置に保存でき ま す。

! 注意 ! 

T-DAT に保存さ れている 設定を送信すれば、 設定に要する 時間を短縮でき ま す。

• 同じ 測定ポイ ント の場合（同じ 設定）

• 機器 / 基板を交換する 場合
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ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プによる設定

! 注意 ! 
特に現場指示計がない機器の場合、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの実行に関する詳細は 
" 基本設定 " のセ ク シ ョ ンに記載されています。 → 53 ページ

a0004740-en

図 1 ： 基本設定を行う ためのク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ
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! 注意 ! 

• パラ メ ータ の問い合わせ時に X キーの組み合わせを押すと 、 画面は " ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ?"（1002） に戻

り ま す。 し かし 、 そこ ま で設定さ れたパラ メ ータ は保存さ れま す。

• ク イ ッ ク セッ ト アッ プで選択し たシス テム単位は、 現場指示計と 変換器ブロ ッ ク のパラ メ ータ にのみ有

効です。 FOUNDATION フ ィ ールド バス を介し て伝送さ れる プロ セス 変数（体積流量、 質量流量、 積算

計） は、 こ れら に影響を及ぼし ま せん。

① " ｼｭｯｶｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ " は選択済みの単位をすべて工場設定と し ま す。 

" ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ " は設定済みの単位を受け付けま す。

②  現在実行し ている ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟで設定さ れていない単位のみ各単位設定終了後に他の単位設定画面が

表示さ れま す。 質量、 体積、 基準体積の単位は、 流量単位から 導かれま す。

③  すべての単位が設定さ れる ま で " ﾊｲ " が表示さ れ続けま す。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る 単位がなく なったと き に表示さ れま す。

④ " 表示の自動設定 " では以下のよ う に設定さ れま す。 

[ ﾊｲ ] 1 行目の表示 = 質量流量

2 行目の表示 = 積算計 1

3 行目の表示 = 運転 / シス テムの状態

[ ｲｲｴ ] 現在設定さ れている 表示の割当てに従いま す。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている機器は、 液体および気体の質量流量を測定する こ と を目的 と し
ています。 また、 本機器では同時に流体の密度および温度を測定する こ と ができ ます。 これらの
測定値を用いて、 体積流量などの他の変数を算出する こ と ができ ます。 本機器では、 以下のよ う
な、 性質の異な る種々の流体を測定する こ と ができ ます。

例 ：
• チ ョ コ レー ト 、 コ ンデン ス ミ ルク、 液糖

• オイル、 脂肪

• 酸、 アルカ リ 、 ラ ッ カー、 塗料、 溶媒、 洗浄剤

• 薬剤、 触媒、 抑制剤

• ス ラ リ ー

• 気体、 液化ガスなど

本機器を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用し た場合、 安全に運転でき な く なる可能性があ
り ます。 それによ って生じ た損害については、 弊社は責任を負いません。

1.2 取付、 設定および操作

次のこ と に注意し て く ださい。
• 本機器の設置、 電気配線、 設定、 メ ンテナン スは、 施設責任者が認める訓練を受けた作業員

のみが行って く ださい。 作業員は、 事前に取扱説明書を熟知し理解し ている必要があ り ます。
• 機器の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認める訓練を受けた担当者だけが行って く ださ

い。 本取扱説明書の指示は必ず守って く ださい。
• 流体に接する部分も腐食に耐える適切な材質を選定する こ と は、 お客様の責任において行っ

て く ださい。 しかし、 弊社は情報の提供と ア ド バイ スは喜んでいた し ます。 ただし、 温度、
濃度、 またはプロセスの汚染度のわずかな変化でも腐食耐性が変化する可能性はあ り ます。
こ のため、 弊社は、 特定の用途における流体に接する部分の腐食耐性について責任を負わな
いもの と し ます。 流体に接する部分の適切な材質の選定については、 お客様の責任において
行って く ださい。

• 配管で溶接作業を行 う 場合、 測定機器によ る溶接機器の接地は行わないで く ださ い。

• 電気配線を行 う 作業員は、 機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く

ださい。 電源が絶縁されていない場合、 変換器は必ず接地し て く ださい。
• 機器の通電や修理にあたっては、 貴国の定めるすべての法規に従って く ださ い。

1.3 操作上の安全性

次のこ と に注意し て く ださい。
• 海外防爆環境で使用する防爆仕様の製品には、 本取扱説明書以外にも別冊の " 防爆補足説明

書 " （英文） が存在し ますのでお問い合せ く ださい。 この " 防爆補足説明書 " （英文） に記載
されている取付け指示および定格を厳守し て く ださい。  
こ の防爆補足説明書の表に記されている記号は、 認証と認証機関を示し ています 
（0 ヨーロ ッパ、 2 米国、 1 カナダ）。

• 本機器は、 EN 61010-1 、 IEC/EN 61326 の EMC 指令および NAMUR recommendation NE 21/43/

53 にし たが う 一般安全要件に準拠し ています。
• SIL 2 用途に使用する測定システムについては、 機能安全性に関する別冊のマニュ アルを遵守

し て く ださい。
• 本機器の外部表面温度は、 内部電子部品の電力消費によ り 、 10 ℃ ほど上昇する可能性があ り

ます。 高温のプロセス流体が本機器を通過する と、 表面温度はさ らに上昇し ます。 特にセンサ
の表面は、 プロセス温度に近い温度に達する可能性があ り ます。
プロセス温度が上昇する場合は、 安全予防措置を追加する必要があ り ます。

• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 お近 く の弊社営業

所のサービ スが、 本取扱説明書に関する最新の情報および更新情報を提供し ます。
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1.4 返却

# 危険 ! 
• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 た と えば、 その物質がみぞに浸

透し ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る よ う な場合、 機器
は返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （やけどなど） に起因する費用は、 機器の所持

者 / 操作員が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と 記号

機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に設計され、 テス ト されて安全に操作でき る状態で工
場から出荷されます。 機器は、 EN 61010-1 の " 測定、 制御、 実験処理用の電気機器のための保
護基準 " に準拠し ています。 ただし、 機器を不正に使用し た り 、 異な る用途に使用し た場合、 危
険にな る可能性があ り ます。
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示にご注意 く ださい。

# 危険 ! 
" 危険 " は正確に実行し ない と、 損傷あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性があ る行為、 あ
るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださ い。

" 警告 ! 
" 警告 " は正確に実行し ない と間違った操作、 あ るいは機器の破壊を起こす可能性のあ る行為、
あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださ い。

! 注意 ! 
" 注意 " は正確に実行し ない と操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し ない
反応を引き起こす可能性があ り ます。
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2 製品について

2.1 機器名称

本流量計の構成は以下の通 り です ：
• 変換器 ： プロマス 80 または 83

• センサ ： プロマス F、 M、 E、 A、 H、 I、 S、 P

本システムには、 2 種類のバージ ョ ンが用意されています。
• 一体型 ： センサ と変換器が機械的に一体になっています。

• 分離型 ： 変換器と センサは分離設置されます。

2.1.1 変換器の銘板

a0004707

図 2 ： " プロマス 83" 変換器の仕様銘板 （例）

1 オーダーコ ード / シリ アル番号：  個々の文字およ び数字の意味については、 仕様を参照。

2 電源 / 周波数

消費電力

3 FOUNDATION フ ィ ールド バス ：  

FOUNDATION フ ィ ールド バス  H1 イ ンタ ーフ ェ イ ス  

ITK 5.01：  

Fieldbus Foundation 認証済み ; 相互運用性試験キッ ト 、 改訂番号 5.01 

DEVICE ID：  

FOUNDATION フ ィ ールド バス のデバイ ス  ID

4 特注品の情報表示用ス ペース

5 周囲温度範囲

6 保護等級

Order Code:

Ser.No.:

TAG No.:

i

Pat. US 4,768,384

Pat. US 6,412,355 6,453,753
EP 618 680EP 262 573

5,648,616

4,801,897

Pat. EP 261 435

Pat. US 5,479,007

83F25-XXXXXXXXXXXX

12345678901

ABCDEFGHJKLMNPQRST

20-55VAC/16-62VDC

50-60Hz 15VA/W

IP67 / NEMA/Type 4X

F
E

K
0

7
1

3

-20°C (-4°F) < Tamb < +60°C (+140°F)

OUNDATIONF

R

FOUNDATION Fieldbus ITK 5.01

DEVICE ID 452B481051-12345678901

1

65

2

3

4

Promass 83

N12895
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2.1.2 センサの銘板

a0004688

図 3 ： " プロマス F" センサの仕様銘板 （例）

1  オーダーコ ード / シリ アル番号：  個々の文字およ び数字の意味については仕様を参照。

2  校正フ ァ ク タ と ゼロ 点

3  機器呼び口径 / 定格圧力

4  フ ラ ンジ呼び口径 / 定格圧力

5  計測チュ ーブの材質

6  最高流体温度

7  センサハウ ジングの定格圧力

8  密度測定誤差

9  追加情報（例）：

- 5P-CAL： 5 点校正

- 3.1： 3.1 材料証明書（接液部）

10 特注品の情報表示用ス ペース

11 周囲温度範囲

12 機器説明書を参照

13 保護等級

14 流れ方向

15 機器追加情報（認証など ） 用ス ペース

DN25 / 1"Size:

-20°C (-4°F) < Tamb < +60°C (+140°F)

Pat. US 5,796,011

i

NEMA/Type 4X

ABCDEFGHJKLMNPQRST
12345678901

2.5100 / -11

83F25-XXXXXXXXXXXX

DN25 DIN/EN PN100 pnom =PS= 100bar
1.4404 / 316L, 1.4539 / 904L
-50°C...+200°C / -58°F...+392°F

40bar / 600psi Container

5P-CAL, 3.1
+/- 0.001g/cc

K-factor:

TM:

Materials:

Density cal.:

Ser.No.:

TAG No.:

Order Code:

5,610,342

IP67

N12895

PROMASS F1

2

4

5

6

7

8

9
13

14

3

11

10

12

15
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2.1.3 接続の銘板

a0002083

図 4 ： プロ ラ イ ン変換器の仕様銘板 （例）

1 シリ アル番号

2 電流出力の設定

3 リ レ ー接点の設定

4 端子、 電源ケーブル：

端子番号 1： L1（AC）、 L+（DC）

端子番号 2： N（AC）、 L-（DC）

5 入出力信号 → 100 ページ ; 

可能な設定と 端子の割当

6 現在イ ンス ト ールさ れている デバイ ス ソ フ ト ウ ェ アのバージョ ン（言語グループ含む）

7 イ ンス ト ールさ れている 通信タ イ プ

8 現在の通信ソ フ ト ウ ェ アの情報

9 イ ンス ト ールさ れた日付

10 6...9 に関する 更新履歴

Communication:

Drivers:

Device SW:

ID XXXX (HEX)

XX.XX.XX

XXXXXXXXXX

Date: DD. MMM. YYYY

Ex–works / ab Werk / réglages usine

2
6
(+

)
/
2
7
(-

)

NC:
Observer manuel d'instruction

See operating manual
Betriebsanleitung beachten

26 = FF +

27 = FF – FOUNDATION Fieldbus

12345678912Ser.No.:

2
4
(+

)
/
2
5
(-

)

2
2
(+

)
/
2
3
(-

)

2
0
(+

)
/
2
1
(-

)

N / L-

PE

A:

NO:
P:

L1 / L+

1 2

319475-00XX

X

active
passive
normally open contact
normally closed contact

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6

7

8

9

10

Versorgung /

Tension d'alimentation

Supply /
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2.2 認証、 認定

機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に GEP （Good Engineering Practice） に従って設計され、
テス ト されて安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。 機器は、 EN 61010-1 の 「測定、
制御、 実験処理用の電気機器のための保護基準」 および IEC/EN 61326 の EMC 指令に準拠し て
います。
本取扱説明書に記載されている システム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し てお り ま
す。 弊社は、 CE マーク を機器に貼る こ と によ り 、 機器の適合を証明し ています。
測定システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

2.3 FOUNDATION フ ィ ールド バス機器の認証

本流量計は、 Fieldbus FOUNDATION によ って実施されたすべての試験に合格し、 認証、 登録さ
れています。 し たがって、 下記の各規格の要件をすべて満た し ています。

• FOUNDATION フ ィ ール ド バス規格によ る認証

• 本流量計は、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス H1 の仕様をすべて満た し ています。

• 相互運用性試験キ ッ ト （ITK）、 改訂番号 5.01 ： 本機器は、 他社製の認証装置と共に動作させ

る こ と もでき ます。
• Fieldbus Foundation によ る物理層適合試験

2.4 登録商標

カルレ ッ ツ ® および バイ ト ン ®

米国、 E.I. Du Pont de Nemours & Co., の登録商標です。

ト リ ク ラ ンプ ®

米国、 Ladish & Co., Inc., Kenosha の登録商標です。

ス ウ ェ ッ ジロ ッ ク ®

米国、 Swagelok & Co., Solon の登録商標です。

FOUNDATION™ Fieldbus
米国 Austin、 Fieldbus FOUNDATION の登録商標です。

HistoROM™、 S-DAT®、 T-DAT™、 F- チッ プ ®、 FieldCare®、 フ ィ ール ド チェ ッ ク ®、 
アプ リ ケータ ®

ス イ ス連邦、 Endress+Hauser Flowtec AG、 の登録商標も し く は、 登録商標申請中です。
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3 取付指示

3.1 納品内容確認、 運搬、 保管

3.1.1 納品内容確認

製品の入荷時、 以下の点を確認し て く ださい。
• 梱包と中身の損害有無を確認し て く ださい。

• 輸送貨物を確認し、 不足品がな く 、 発注し た通 り の商品が供給されている こ と を確認し て く

ださい。

3.1.2 運搬

機器の開梱および最終設置場所までの搬送については、 以下の指示に従って く ださい。
• 機器が納品された容器で機器を運搬し て く ださい。

• プロセス接続部分に固定されている カバーあ るいはキ ャ ッ プは、 運搬や保管の際、 密閉端面

に対する機械的な損傷や異物が計測チューブに侵入するのを防ぐためのものです。 そのため、
機器を設置する直前まで、 これらのカバーやキ ャ ッ プは取外さ ないで く ださ い。

• 呼び口径 40 A の機器は、 変換器あ るいは、 分離型センサの場合、 端子部ハウ ジングの部分を

持ち上げないで く ださい （→図 5）。 吊 り 帯びを 2 個所のプロセス接続部分に掛けて吊る よ う
にし て く ださい。 ハウジングに損傷を与える可能性のあ るチェーンは使用し ないで く ださ い。

• プロマス M/ 呼び口径 80A を吊る場合は、必ずフ ラ ンジの吊上げア イボル ト を使用し て く ださ

い。

# 危険 ! 
機器がず り 落ち る と人体に損傷を負わせる可能性があ り ます。 組立て られている機器の重心は、
吊 り 帯で吊られている点よ り 多少高い位置にあ り ます。
そのため、 いつでも機器がその軸を中心に予期し ない回転を起こ し た り 、 また、 ず り 落ちない
よ う に十分注意する必要があ り ます。

a0004294

図 5 ： 呼び口径 40...250A のセンサ運搬方法
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3.1.3 保管

次のこ と に注意し て く ださい。
• 機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださい。 弊社出荷時の

梱包が最適です。
• 保管許容温度は -40 ～ +80 ℃です （理想温度 +20 ℃）。

• 機器を設置する用意ができ る までプロセス接続部分に付いている保護カバーあ るいはキ ャ ッ

プは外さ ないで く ださい。
• 機器を保管し ている間、 表面温度が許容限界を越え る こ と がない様に直射日光にさ ら さ ない

様にし て く ださい。

3.2 設置状況

次のこ と に注意し て く ださい。
• サポー ト のよ う な特別な処置は不要です。 外力は、 機器の構造 （例 : センサハウジングなど）

によ り 吸収されます。
• 機器が配管振動の影響を受けないよ う に、 計測チューブの振動周波数は高 く 設定されていま

す。 
• キ ャ ビテーシ ョ ンが発生し ない限 り 、 流れの乱れを生成する障害物 （バルブ、 エルボ、

テ ィ ーなど） に特別な予防措置を取る必要はあ り ません。
• 質量の大き なセンサは必要に応じ て機械的な支持を し て く ださ い。

3.2.1 外形寸法図

センサおよび変換器の外形寸法および長さはすべて、 " 技術仕様書 " を参照し て く ださ い。 

3.2.2 取付位置

計測チューブ内の気泡は、 測定誤差の原因と なるため、 以下の取付は避けてください。

• 配管系の最も高い位置にセンサを取付けないで く ださ い。 気体が滞留する恐れがあ り ます。

• 垂直配管系において、 バルブなどを介さずに測定流体を直接配管よ り 系外に排出する こ と は、

避けて く ださい。

a0003605

図 6 ： 取付位置
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垂直配管系で使用する場合は､図 7 のよ う に設置し て く ださい。 センサ口径よ り 小さい断面の配
管絞 り （オ リ フ ィ ス） を設ける こ と によ り 測定中に計測チューブ内が空洞状態になる こ と を避
ける こ と ができ ます。

a0003597

図 7 ： 垂直配管での設置 （例－バッ チアプ リ ケーシ ョ ン用）

1 = 供給タ ンク 、 2 = センサ、 3 = し ぼり 機構、 オリ フ ィ ス（表を参照）、 4 = バルブ、 5 = バッ チタ ンク

使用圧力

キ ャ ビテーシ ョ ンは計測チューブの振動に影響を与え るので避けて く ださい。 水に類似し た特
性を持つ流体の場合、 特別な測定条件を必要と し ません。
揮発性流体 （炭化水素、 溶剤、 液化ガス） あ るいは吸引ラ イ ンでは、 その液体の蒸気圧よ り 使
用圧力が下がら ないよ う にご注意し て く ださい。 使用圧力を高 く する こ と は自然気化の発生を防
ぐ点から も重要にな り ます。 こ のよ う な現象は、 使用圧力を十分に高 く 維持する こ と によ り 、 回
避する こ と が可能です。

し たがって、 一般的に最も良い設置場所は以下のよ う にな り ます。
• ポンプの下流側 （部分的に真空状態になる こ と を避け られます）。

• 垂直管の最も低い部分

1

2

3

4

5

呼び口径

∅ 内径オリフィス / 
しぼり機構 

呼び口径

∅ 内径オリフィス / 
しぼり機構 

mm mm

1 1/24" 0.8 40 1 ½" 22

2 1/12" 1.5 40 FB 1 ½" 35

4 1/8" 3.0 50 2" 28

8 3/8" 6 50 FB 2" 54

15 1/2" 10 80 3" 50

15 FB 1/2" 15 100 4" 65

25 1" 14 150 6" 90

25 FB 1" 24 250 10" 150

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）
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3.2.3 取付方向

銘板に記載された矢印の方向と流れ方向 （配管を流れる流体の向き） が適合し ているか確認し
て く ださい。

取付方向 ： プロマス A

垂直取付 ：

測定流体が下から上に流れる垂直取付けを推奨し ます。 こ の取付けによ り 流れが停止し た と きに
は液体中に含まれる固形分は下方へ落ち、 気泡や油脂分のよ う な軽いものは計測チューブ上方
に浮き ます。 また、 計測チューブ内への固形分堆積を防止する目的で行 う 固形分の排出を容易に
行 う こ と ができ ます。

水平取付

変換器は配管の真上、 も し く は真下になる よ う に設置し て く ださい。 これは、 湾曲し た計測
チューブ （シングルチューブシステム） 内にガスや空気の滞留および固形分の堆積を防止する
ためです。
センサは、 サポー ト やブラ ケ ッ ト な しで、 配管に吊る し た状態での設置は避けて く ださい。 これ
は、 プロセス接続に必要以上の負荷をかけるのを防ぐためです。 変換器のベースプレー ト は、 柱
や壁に取付け られる よ う に設計されています。

a0003606

図 8 ： 垂直および水平取付 （プロマス A）

取付方向 ： プロマス F、 M、 E、 H、 I、 S、 P

銘板に記載された矢印の方向と流れ方向 （配管を流れる流体の向き） が適合し ているか確認し
て く ださい。

垂直取付 ：

測定流体が下から上に流れる垂直取付けを推奨し ます （図 V）。 こ の取付けによ り 流れが停止し
た と きには液体中に含まれる固形分は下方へ落ち、 気泡や油脂分のよ う な軽いものは計測
チューブ上方に浮き ます。 また、 計測チューブ内への固形分堆積を防止する目的で行 う 固形分の
排出を容易に行 う こ と ができ ます。

水平取付 （プロマス F, M, E） ：

プロマス F、 M、 E  の計測チューブは、 同じ水平面に配置する必要があ り ます。 変換器は配管の
真上、 も し く は真下になる よ う に設置し て く ださい （図 H1/H2）。 変換器のハウ ジングは、 パイ
プ と同じ水平面に配置し ないで く ださい。
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水平取付 （プロマス H、 I 、 S、 P） ：

プロマス H、 I、 S および P は、 水平取付の場合にはどのよ う な方向にも設置でき ます。

変換器の許容最大周囲温度 （-20 ～ +60 ℃、 オプシ ョ ン -40 ～ +60 ℃） を超えないために以下の
取付方法を推奨し ます。

① = 高温の流体 （> 200 ℃） の場合、 変換器を配管の真下にし た水平取付 （図 H2） も し く は、 垂
直取付 （図 V） を推奨し ます。

② = 低温および常温の流体の場合、 変換器を配管の真上にし た水平取付 （図 H1) も し く は、 垂直
取付 （図 V） を推奨し ます。
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図 V：
垂直方向

a0004572
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図 H1：
水平方向

変換器が配管の 

真上
a0004576

ÃÃ ÃÃ
✘

（TM = >200 ℃）

①

Ã
（TM = >200 ℃）

①

ÃÃ ÃÃ

図 H2：
水平方向

変換器が配管の 

真下
a0004580
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②
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ÃÃ
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ÃÃ
②

図 H3:
水平方向

変換器が横向き

a0007558

✘ ✘ ✘ ✘ ÃÃ ÃÃ

ÃÃ = 推奨取付

Ã = 条件付取付

✘ = 推奨し ま せん
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3.2.4 特別な設置注意事項

プロマス F、 E、 H、 S、 P

" 警告 ! 
プロマス F、 E、 H、 S、 P の計測チューブは弓形です。 し たがって、 水平取付の場合、 液体の特
性を考慮し た設置を行って く ださい。

a0004581

図 9 ： プロマス F、 E、 H、 S、 P 水平取付

1 固形分を含む液体には不向き です。 固形分が堆積する 恐れがあり ま す。

2 気体が発生する 恐れのある 液体には不向き です。 気体が滞留する 恐れがあり ま す。

プロマス I および P （偏心 ト リ ク ラ ンプ接続）

水平配管にセンサを取 り 付ける場合、 完全な排液性を確保するために、 偏心 ト リ ク ラ ンプが使
用でき ます。 特定方向に特定の勾配のあ る配管では、 重力を利用し て完全な排液性を実現し ま
す。 センサは、 水平位置において完全に排液でき る よ う  、 弓形チューブが側面を向 く よ う にし
て正しい位置に取 り 付ける必要があ り ます。 センサのマークは、 排液性を最適化するための正
確な取付位置を示し ています。

a0007396-ae

図 10 ： プロマス P ： 特定方向に特定の勾配のある配管の場合 ： 衛生ガイ ド ラ イ ンに準拠 

（21 mm/m または約 2%）。 重力を利用し て完全な排液性を実現。

1 矢印は流れ方向を示し ま す（配管内の流体の方向）。

2 ラ ベルは水平排液性を確保する ための取付方向を示し ま す。

3 プロ セス 接続の底面は、 罫書き 線で示さ れま す。 こ の線は、 偏心プロ セス 接続の最も 低い位置を 示し

ま す。

1 2

1
2

3
21 mm/m ~2%
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A0010011-ae

図 11 ： プロマス I ： 特定方向に特定の勾配のある配管の場合 ： 衛生ガイ ド ラ イ ンに準拠 

（21 mm/m または約 2%）。 重力を利用し て完全な排液性を実現。

1 矢印は流れ方向を示し ま す（配管内の流体の方向）。

2 ラ ベルは水平排液性を確保する ための取付方向を示し ま す。

3 プロ セス 接続の底面は、 罫書き 線で示さ れま す。 こ の線は、 偏心プロ セス 接続の最も 低い位置を 示し

ま す。

プロマス I および P （ハイジ ェ ニ ッ ク接続） （ク ラ ンプ と機器間のラ イニング付き取付
ク ラ ンプ）

動作性能を確保するためにセンサを支持する必要は、 いかなる場合も あ り ません。 センサを支
持する必要があ る場合は、 以下の推奨事項に従って く ださい。

A0007397

図 12 ： プロマス P、 取付ク ラ ンプで接続

EscEsc

E- +

1

2

3
21 mm/m ( 2%)�

A

B

C

呼び口径 8 15 25 40 50

A 298 402 542 750 1019

B 33 33 33 36.5 44.1

C 28 28 38 56 75
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A0010008

図 13 ： プロマス I、 取付ク ラ ンプで接続

3.2.5 ヒーテ ィ ング

あ る流体ではセンサを通し て熱が逃げる こ と を避けるために、 適正な手段を講じ る必要があ り
ます。 保温は電気的機器 （ ヒ ーテ ィ ングシー ト ）、 も し く は温水や蒸気によ る銅管やスチーム
ジ ャ ケ ッ ト などで行えます。

" 警告 ! 
• 電気によ る過熱の危険 ! 変換器の最大許容周囲温度を超過し ないよ う にご注意 く ださ い。 こ の

ため、 センサ と変換器の接続部および分離型の接続用ハウジングは、 断熱材で覆わないよ う
にし て く ださい。 また、 流体温度によ る推奨取付方向を参照し て く ださ い。 → 16 ページ

• 流体温度が 200 ℃ ～ 350 ℃の場合、 高温用の分離型を推奨し ます。

• 位相も し く はパルス制御によ り 電気外部加熱を行 う 場合、 発生する磁界 （例 ： 欧州規格の許

容値を超える値 （Sinus 30 A/m）） によ り 測定値が影響を受ける場合があ り ます。 そのよ う な場
合、 磁界の影響を避ける ためにセンサを金属物質で覆って く ださ い （プロマス M を除 く ）。
センサハウジングは鋼板や金属シー ト を使用し て覆 う こ と ができ ます。 以下の特性を参照 く だ
さい ：
- 比透磁率 µr ≥ 300
- 金属シー ト の厚み d ≧ 0.35 mm

• 許容温度範囲は、 116 ページを参照し て く ださい。

センサを ヒ ーテ ィ ングする スチームジャ ケ ッ ト も オプシ ョ ン と し て用意し ています。 詳細は弊社
にお問合わせ く ださい。

B

C

A

呼び口径 8 15 15FB 25 25FB 40 40FB 50 50FB 50FB 80 80

トリクランプ ½" 3/4" 1" 1" 1 ½" 1 ½" 2" 2" 2 ½" 3" 2 ½" 3"

A 373 409 539 539 668 668 780 780 1152 1152 1152 1152

B 20 20 30 30 28 28 35 35 57 57 57 57

C 40 40 44.5 44.5 60 60 80 80 90 90 90 90



プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス 取付指示

エン ド レスハウザー ジャパン 21

3.2.6 断熱

あ る種の液体ではセンサ部での熱損失を適切な方法で避ける必要があ り ます。 この断熱のため
に広範囲の物質が使用されています。

a0004614-ae

図 14 ： 高温用プロマス F を垂直取付けする場合、 断熱材の最大厚さは 60 mm 以内です。

高温用プロマス F を水平取付 （変換器は配管の真上） を行 う 場合、 配管およびセンサからの熱
伝達を避けるために断熱材の厚みは 10 mm 以上を推奨し ます。断熱材の最大厚さは 60 mm です。

3.2.7 上流側 / 下流側直管長

上流側 / 下流側直管長を設ける必要はあ り ません。 可能であれば、 バルブ、 テ ィ ー、 エルボなど
の障害物はすべて外し て く ださい。

3.2.8 振動の影響

機器が配管振動の影響を受けないよ う に、 計測チューブの振動周波数は高 く 設定されています。 
そのため、 特別な処置は必要あ り ません。

3.2.9 流量制限

流量制限については、 「技術仕様」 の章の " 測定レ ンジ " を参照し て く ださい。 → 100 ページ
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3.3 設置方法

3.3.1 変換器の回転

アル ミ フ ィ ールドハウジング

# 危険 ! 
Ex d/de, TIIS または FM/CSA Cl.I Div.I によ る防爆仕様の変換器の回転方法は、 こ こに記載され
ている方法と は異な り ます。 ハウジングの回転方法は、 巻末の " 防爆タ イプ変換器の回転方法 "
を参照し て く ださい。

1. 差込み止め具の 2 個の固定ネジを緩めます。

2. 変換器を最大限回し ます。

3. 変換器を慎重に最大限まで持ち上げます。

4. 変換器を必要な位置まで回し ます （左右いずれの方向にも、 最大 2 x 90°）。

5. 変換器を所定の位置まで下げ、 差込み止め具にかみ合わせます。

6. 差込み止め具の 2 個の固定ネジを再度締めなおし ます。

a0004302

図 15 ： 変換器の回転 （アル ミ フ ィ ールドハウジング）

ステンレスフ ィ ール ドハウジング

1. 2 個の固定ネジを緩めます。

2. 変換器を慎重に最大限まで持ち上げます。

3. 変換器を必要な位置まで回し ます （左右いずれの方向にも、 最大 2 x 90°）。

4. 変換器を所定の位置まで下げます。

5. 2 個の固定ネジを再度締めなおし ます。

a0004303

図 16 ： 変換器の回転 （ステンレスフ ィ ールドハウジング）
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3.3.2 ウォールマウン ト ハウジングの取付

ウ ォールマウ ン ト ハウジングの設置方法は、 以下の方法があ り ます。
• 壁への取付け

• 制御盤への取付け （取付セ ッ ト 、 ア ク セサ リ を参照） → 24 ページ

• 柱への取付け （取付セ ッ ト 、 ア ク セサ リ を参照） → 24 ページ

" 警告 ! 
• 上記取付位置で、 許容周囲温度は - 20 ～ +60 ℃ （オプシ ョ ン -40 ～ +60 ℃） です。 

本製品は日陰に設置し、 直射日光を避けて く ださい。
• ウ ォールマウ ン ト ハウジングは、 電線管接続口が下方を向 く よ う に設置し て く ださ い。

壁への直接取付

1. 図 17 （c） に示す位置に穴を開けて く ださい。

2. 端子部カバー （a） を取外し て く ださい。

3. 止めネジ （b） を穴 （c） を通し てハウジングに押込んで く ださい。
- 止めネジ （M6） ： 最大 Ø 6.5 mm
- ネジ頭 ： 最大 Ø 10.5 mm

4. 変換器を壁に固定し て く ださい。

5. 端子部カバー （a） をハウジングに固定し て く ださい。

a0001130-ae

図 17 ： 壁への直接取付
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制御盤への取付

1. 図に示すよ う にパネルの開口部を準備し ます。

2. ハウジングを制御盤内に前面から挿入し て く ださ い。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取付けて く ださ い。

4. ネジ ロ ッ ド をホルダに取付け、
ハウジングがパネルウ ォールに固定される までネジ ロ ッ ド を締付けます。 その後ナッ ト を
ネジ ロ ッ ド が緩まないよ う にネジ込み、 締付けて く ださ い。
特別なサポー ト は不要です。

a0001131-ae

図 18 ： 制御盤への取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

柱への取付

取付は、 図の指示に従って実行し ます。

" 警告 ! 
設置の際に加温された配管を使用し た場合は、 ハウ ジングの温度が
最大許容温度 +60 ℃を超えないよ う にし て く ださい。

a0001132-ae

図 19 ： 柱への取付 （ウォールマウン ト ハウジング）
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3.3.3 現場指示計の回転

1. 表示部カバーを変換器から外し ます。

2. 表示モジュール側面を押し、 表示モジュールをカバープレー ト から取外し ます。

3. 表示モジュールを必要な位置まで回し （左右いずれの方向も最大 4 × 45°）、 カバープ
レー ト に再度表示モジュールを取付けます。

4. 表示部のカバーを回し変換器に締込みます。

a0003236

図 20 ： 現場指示計の回転 （フ ィ ールドハウジング）

3.4 設置状況の確認

機器を配管に設置し た ら、 次の事項を確認し ます。

4 x 45°

機器状況と仕様 メ モ

機器が破損し ていないか（外観検査） ？ -

機器が、 プロ セス 温度と 圧力、 周囲温度、 温度範囲など を含め、 測定ポイ ント での

仕様に適応し ている か？

→ 7 ページ

設置 メ モ

センサの銘板にある 矢印が配管を流れる 流体の方向に適合し ている か？ -

測定ポイ ント の番号と それに対応する 銘板は正し いか（外観検査） ？ -

選択し た取付方向は、 センサタ イ プ、 流体温度と 流体特性（固形分、 気泡） を 

考慮し て適切か？

→ 14 ページ

プロセス環境 / プロセス条件 メ モ

機器が、 湿気ある いは直射日光から 保護さ れている か？ -
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4 配線

# 危険 ! 
海外防爆機器の配線に関し ては、 " 防爆補足説明書 " （英文） が存在し ますので、 お問い合せ く
ださい。

! 注意 ! 
本機器には、 内部電源ス イ ッチが備わっていません。 回路遮断器を本機器の電源ラ イ ンに設け
て く ださい。

4.1 FOUNDATION フ ィ ールド バスのケーブル仕様

4.1.1 ケーブルタ イプ

本流量計を FOUNDATION フ ィ ール ド バス H1 に接続するには、 2 芯ケーブルを推奨し ます。
IEC 61158-2 （MBP） プロ ト コルに準拠し て、 FOUNDATION フ ィ ール ド バスプロ ト コルには 4 
種類のケーブルタ イプ （A、 B、 C、 D） を使用する こ と ができ ます。 こ の う ちの 2 タ イプ （ケー
ブルタ イプ A と  B） だけがシール ド されています。

• 特に新規の設置には、 ケーブルタ イプ A または B を推奨し ます。 この 2 つのタ イプだけが、

電磁波の干渉から十分保護でき る ケーブルシール ド を備えているため、 最も信頼性の高い
データ転送が可能です。 ケーブルタ イプ B  は、 複数のフ ィ ール ド バス （保護等級は同じ） を 
1 本のケーブルで動作させる こ と ができ ます。 このケーブル内では、 フ ィ ール ド バス以外の回
路を使用する こ と はでき ません。

• これまでのデータから、 ケーブルタ イプ C と  D は、 干渉を断つこ と によ って通常は規格の要

件が満た されな く な り 、 シール ド性能が不十分にな るため、 使用に適さ ないこ と が実証され
ています。

フ ィ ール ド バスケーブルの電気的データは指定されていませんが、 その電気的データによ って、
ブ リ ッ ジ距離、 使用装置数、 電磁適合性など フ ィ ール ド バスの設計上重要な特性が決ま り ます。

下記に、 非防爆エ リ アに適し た各 メ ーカのフ ィ ール ド バスケーブル （タ イプ A） を挙げます ：
• Siemens 社 ： 6XV1 830-5BH10

• Belden 社 ： 3076F

• Kerpen 社 ： CeL-PE/OSCR/PVC/FRLA FB-02YS （ST） YFL

タ イ プ A タ イ プ B

ケーブルの構造 ツイ ス ト ペア、 シールド 付き 1 本ま たは複数のツ イ ス ト ペア、

完全シールド

芯線サイ ズ 0.8 mm2（AWG 18） 0.32 mm2（AWG 22）

ループ抵抗（DC） 44 Ω/km 112 Ω/km

イ ンピ ーダンス（31.25 kHz 時） 100 Ω ± 20% 100 Ω ± 30%

減衰量（39 kHz 時） 3 dB/km 5 dB/km

静電容量の非対称性 2 nF/km 2 nF/km

包絡線遅延歪み（7.9 ～ 39 kHz） 1.7 μs/km *

シールド 範囲 90% *

最大ケーブル長（支線 >1 m を含む） 1900 m 1200 m

* 指定なし
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4.1.2 最大ケーブル全長

ネ ッ ト ワーク の最大展開範囲は、 発火保護のタ イプ と ケーブル仕様によ って決ま り ます。 ケー
ブル全長は、 主ケーブルの長さ と、 すべての支線 （>1 m） の長さ を合わせた ものです。 次のこ
と に注意し て く ださい。

• ケーブルの最大許容全長は、 使用する ケーブルタ イプによ って決ま り ます （→ 26 ページ）。

• リ ピータ を使用する と、 ケーブルの最大許容全長は倍にな り ます。 リ ピータは、 ユーザ と マ

ス タの間に最大 3 個まで使用する こ と ができ ます。

4.1.3 最大支線長

分配器と フ ィ ール ド ユニ ッ ト の間のラ イ ンを支線と呼びます。 
非防爆用途では、 支線の最大長は支線 （>1 m） の数によ って決ま り ます ：

4.1.4 フ ィ ール ド機器の数

IEC 61158-2 （MBP） によ る と、 フ ィ ール ド バスセグ メ ン ト 毎に最大 32 台のフ ィ ール ド機器を接
続する こ と ができ ます。 ただし、 この数は、 特定の状況 （発火保護タ イプ、 バス電源オプシ ョ
ン、 フ ィ ール ド機器の消費電流） によ り 制限される場合があ り ます。
支線毎に、 最大 4 台のフ ィ ール ド機器を接続する こ と ができ ます。

4.1.5 シールド と接地

本フ ィ ール ド バスシステムの最適な電磁適合性は、 システム構成部品 （特に各ラ イ ン） がシー
ル ド され、 可能な限 り 最も完全な保護性能を発揮し ている場合に限 り 保証されます。 シール ド
保護範囲は 90% が理想的です。

シール ド は、 でき るだけ多 く の点で基準接地と接続する よ う にし て く ださい。 電気機器の設置
に関し ては、 国内の該当規制 / ガイ ド ラ イ ン も適用されます。

各接地点間の電位差が大きい場合は、 シール ド を 1 箇所のみ基準接地に直に接続し ます。 し た
がって、 電位平衡になっていないシステムでは、 フ ィ ール ド バスシステムのケーブルシール ド
は片側だけ接地し て く ださい （た と えば、 フ ィ ール ド バス電源ユニ ッ ト や安全バ リ アなどの位
置で接地する）。

" 警告 ! 
電位平衡でないシステムでケーブルシール ド を複数の箇所で接地する と、 バスケーブルやバス
シール ド に損傷を与え、 信号伝送に大き な影響を及ぼすネ ッ ト ワーク平衡電流が発生する可能
性があ り ます。

支線の数 1 ～ 12 13 ～ 14 15 ～ 18 19 ～ 24 25 ～ 32

支線ごと の最大長 120 m 90 m 60 m 30 m 1 m
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4.1.6 バスの終端

各フ ィ ール ド バスセグ メ ン ト の始点と終点は必ず、 バス終端器で終端処理する よ う にし て く だ
さい。 各種ジャ ン ク シ ョ ンボ ッ ク ス （非防爆） を使用する こ と によ って、 ス イ ッチでバスの終
端処理を行 う こ と ができ ます。 そ う でない場合は、 別個のバス終端器を設置する必要があ り ま
す。 この他に、 次のこ と に留意し て く ださい。
• 分岐バスセグ メ ン ト では、 セグ メ ン ト コネ ク タから も っ と も遠い機器がバスの終点にな り ま

す。
• フ ィ ール ド バス を リ ピータで拡張し た ら、 その拡張部分も両端で終端処理する必要があ り ま

す。

4.1.7 詳細情報

一般的な情報と接続に関する詳細な注意点については、 Fieldbus Foundation  のウ ェブサイ ト
（www.fieldbus.org） または機能説明書 "FOUNDATION フ ィ ール ド バスの概要 " （入手先 ： → 
www.endress.com から ダウ ン ロード） を参照し て く ださい。
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4.2 分離型の配線

4.2.1 センサ / 変換器の接続ケーブルの接続

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ るので、 機器の端子部カバーを開ける前に電源を切って く ださ い。 

電源に接続されている間は、 機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 
こ の予防措置を怠る と、 電子部品に修理不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ るので、 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し

て く ださい。
• 分離型の場合、 センサ と変換器が同じ シ リ アル番号の組み合わせであ る こ と を確認し て く だ

さい。 これに従わない と通信エラーが発生する可能性があ り ます。

1. ネジをゆるめて端子部カバー （d） を変換器またはセンサから取外し て く ださい。

2. センサ信号ケーブル （e） を適切な電線管接続口を通し て配線し て く ださい。

3. センサ と変換器を配線図に従って接続し て く ださい（→図21 またはカバー内配線図を参照）。

4. 端子部または変換器ハウジングを再び密封し ます。

a0003681

図 21 ： 分離型の配線

a ウ ォ ールマウ ント ハウ ジング：  非危険場所およ び ATEX II3G / Zone 2 → 別冊の防爆補足説明書を参照       

し てく ださ い。

b フ ィ ールド ハウ ジング：  ATEX II2G / Zone 1 /FM/CSA → 別冊の防爆補足説明書を参照し てく ださ い。

c 分離型（センサ）

d 端子部ま たは変換器ハウ ジングのカバー

e 接続ケーブル

端子番号 No.: 4/5 = 灰 ; 6/7 = 緑 ; 8 = 黄 ; 9/10 = ピ ンク ; 11/12 = 白 ; 41/42 = 茶

4 5 6 7 8 9 10 11 12 41 42

4 5 6 7 8 9 10 11 12 41 42

S1 S1 S2 S2 GND TM TM TT TT
+ + + +

+ + + +
S1 S1 S2 S2 GND TM TM TT TT

a b

c

d

d

d

e
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4.2.2 ケーブル仕様、 接続ケーブル

分離型の変換器と センサを接続する ケーブルの仕様は、 下記の通 り です。

• 一括シール ド かつ個別にシール ド された芯線を持つ 6 x 0.38 mm2 の塩化ビニール （PVC） ケー

ブル
• 導体抵抗 ： ≦ 50 Ω/km

• 導体容量 ： 芯線 / シール ド ： ≤ 420 pF/m

• ケーブル長 ： 最大 20 m

• 周囲温度 ： 最大 +105 ℃

! 注意 ! 
ケーブルは、 動かないよ う に確実に取 り 付ける必要があ り ます。

4.3 機器の配線

フ ィ ール ド機器は、次の 2 通 り の方法で FOUNDATION フ ィ ール ド バスに接続する こ と ができ ま
す。

• 従来のケーブルグ ラ ン ド を経由し た接続 → 4.3.1 章

• フ ィ ール ド バス コネ ク タ （オプシ ョ ン） を使用し た接続 → 4.3.2 章

4.3.1 変換器の接続

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ るので、 機器の端子部カバーを開け る前に電源を切って く ださい。 電源に接

続されている間は、 機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、
電子部品に修理不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ るので、 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し

て く ださい （絶縁済みの電源には不要）。
• 銘板の仕様と現場の電圧および周波数を確認し て く ださ い。 電気機器の設置に関し ては国内の

規則も適用されます。

手順 （→図 22） ：

1. ネジをゆるめて端子部カバー (a) を変換器およびセンサから取外し て く ださい。

2. 電源ケーブル (b) と フ ィ ール ド バスケーブル (d) を適切な電線管接続口を通し て配線し て く     
ださい。

!注意 ! 
本機器は、 オプシ ョ ンでフ ィ ール ド バス コネ ク タ を実装済みの状態で納入する こ と も でき
ます。 詳細については、 → 32 ページ を参照し て く ださい。

3. 各端子割 り 付け と関連配線図に従って配線を行って く ださ い。

"警告 ! 
- フ ィ ール ド バスケーブルが損傷する恐れがあ り ます !

フ ィ ール ド バスケーブルのシール ド と接地についての情報に従って く ださい → 27 ペー
ジ。

- フ ィ ール ド バスケーブルは、 従来のケーブルグ ラ ン ド を使用し てループ配線し ないで く
ださい。 後で測定機器を交換する場合に、 こ のバス通信を中断させる必要が生じ ます。

!注意 ! 
- フ ィ ール ド バス接続 （26/27） の端子には逆極性保護が付いています。 このため、 ラ イ ン

を取 り 違えて も、 フ ィ ール ド バス を介し て正しい信号伝送を行 う こ と ができ ます。
- ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

- ケーブルシール ド の被覆を取 り 除いた部分の、 アース端子 （e） までの長さが 5 mm を超
えないよ う にし て く ださい。

4. 端子部カバー (a) を変換器ハウジングに締め付けて く ださい。
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a0004723

図 22 ： 変換器の接続 ; ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

A 図 A（フ ィ ールド ハウ ジング）

B 図 B（ス テンレ ス フ ィ ールド ハウ ジング）

C 図 C（ウ ォ ールマウ ント ハウ ジング）

a 端子部カバー

b 電源ケーブル：  AC 20 ～ 260 V、 DC 20 ～ 64 V 

端子番号 1：  L1（AC）、 L+（DC） 

端子番号 2：  N（AC）、 L-（DC）

c 電源線用接地端子

d フ ィ ールド バス ケーブル：  

端子番号 26：  FF +（逆極性保護付き ） 

端子番号 27：  FF -（逆極性保護付き ）

e フ ィ ールド バス ケーブルのシールド アース  

端子以下に従ってく ださ い：

- フ ィ ールド バス ケーブルのシールド と 接地 → 27 ページ

- ケーブルシールド の被覆を取り 除いた部分の、 アース 端子ま での長さ が 5 mm を超えないよ う にし    

てく ださ い。

f サービス イ ンタ ーフ ェ イ ス  FXA 193（フ ィ ールド チェ ッ ク 、 FieldCare） 接続用サービス コ ネク タ

e

c

d

b

27

25

23

21

2
1
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24

22

20
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FF–
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4.3.2 フ ィ ールドバスコネク タ

FOUNDATION フ ィ ール ド バスの接続技術を使用する と、 T- ボ ッ ク スやジャ ン ク シ ョ ンボ ッ ク
スなど統一された機械的接続部で、 各測定機器をフ ィ ール ド バスに接続する こ と ができ ます。

この既製の分配モジュール と プラ グ コネ ク タ を使用し た接続技術を用いる と、 従来に比べて配
線作業がかな り 容易にな り ます。
• 通常運転中であれば、 フ ィ ール ド機器をいつでも取 り 外し、 交換、 追加する こ と ができ ます。

通信は中断されません。
• こ のため、 設置や保守がかな り 簡単にな り ます。

• 4 チャ ンネルまたは 8 チャ ンネルのジャ ン ク シ ョ ンボ ッ ク ス を使用し て新型のス ター型分配器

を構成する と、 既存のケーブル設備を利用し、 短時間で増設を行 う こ と ができ ます。
そのため、 本機器はフ ィ ール ド バス コネ ク タ を予め取付けた状態で納入する こ と ができ ます。
増設用のフ ィ ール ド バス コネ ク タは、 スペアパーツ と し て弊社へご注文 く ださい。 → 74 ページ

a0006390

図 23 ： FOUNDATION フ ィ ールドバス接続用コネク タ

A ウ ォ ールマウ ント ハウ ジング

B フ ィ ールド ハウ ジング

C コ ネク タ 用保護キャ ッ プ

D フ ィ ールド バス コ ネク タ

1 コ ネク タ 用保護キャ ッ プ

2 フ ィ ールド バス コ ネク タ （ピ ン割り 付け / カラ ーコ ード ）

2.1 茶色線：  FF +（端子 26）

2.2 青色線：  FF-（端子 27）

2.3 割当てなし

2.4 緑色 / 黄色：  アース（接続に関する 注意 → 27、 30 ページ）

技術データ 、 コ ネク タ ：  

- 保護等級 IP 67 
- 周囲温度範囲：  -40 ～ +150 ℃ 
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4.3.3 端子の割当て

! 注意 ! 
電気特性量については、 " 技術データ " のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

4.4 保護等級

機器は、 IP 67 に必要なすべての要求を満た し ています。

IP 67 を維持する ために、 現場設置または メ ンテナン スの後で必ず以下の事を確認し て く ださい。
• ハウジングの溝にはめ込むシールは、 清浄でかつ損傷し ていないこ と。 必要に応じ て、 シール

の乾燥、 洗浄または交換を行って く ださい。
• すべてのネジおよびカバーを し っか り 締めて く ださい。

• 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （→ 107 ページ参照）

• 電線管接続口を し っか り 固定し て く ださい （図 a →図 24 参照）。

• ケーブルは、 電線管接続口の前で下方に垂れる よ う に配線し て く ださ い （" ウ ォーター ト ラ ッ

プ "） （図 b →図 24 参照）。 この方法で、 電線管接続口に湿気が侵入する こ と を防げます。
• 金属環を電線管接続口から取外さ ないよ う にし て く ださ い。

• 使用し ない電線管接続口はすべて取外し、 代 り にプラ グを差込んで く ださ い。

a0001914

図 24 ： 設置指示、 電線管接続口

" 警告 ! 
センサハウジングのネジを緩めないで く ださい。 ネジを緩める と弊社によ り 保証されている保
護が適用されません。

端子番号（入力 / 出力）

仕様コード 20（+）/21（-） 22（+）/23（-） 24（+）/25（-） 26 = FF + 1)

27 = FF - 1)

83***-***********G - - -
FOUNDATION 

フ ィ ールド バス  Ex i

83***-***********K - - -
FOUNDATION  

フ ィ ールド バス

1) 逆極性保護内蔵

a b
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4.5 配線状況の確認

機器の電気接続が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 メモ

ケーブルある いは機器に損傷がないか（外観検査） ？ -

電気配線 メモ

電源電圧が銘板の仕様に適合し ている か？ AC 85 ～ 260 V（45 ～ 65 Hz）

AC 20 ～ 55 V（45 ～ 65 Hz）

DC 16 ～ 62 V

ケーブルの仕様は正し いか？ → 26 ページ

ケーブルには、 適切な余裕がある か？ -

ケーブルはタ イ プ別に正確に分けら れている か？ 

ケーブルに余分なたる みや交差がないか？

-

電源ケーブルおよ び信号ケーブルが正確に接続さ れている か？ 端子部分のカバー内側にある

配線図を参照

すべてのネジ端子がし っかり と 締めら れている か？ -

取付けら れたすべてのケーブルグラ ンド がし っかり と 固定さ れ正し く

シールさ れている か？

ケーブルにたる み（ウ ォ ータ ート ラ ッ プ） がある か ?

→ 33 ページ

すべてのハウ ジングカバーが取付けら れ、 し っかり と 締めら れている

か？

-

FOUNDATION フィールドバス H1 の電気接続 メモ

接続構成部品（T- ボッ ク ス 、 ジャ ンク ショ ンボッ ク ス 、 コ ネク タ など ）

はすべて正し く 接続さ れている か？

-

各フ ィ ールド バス セグメ ント は、 両端がバス 終端器で終端処理さ れてい

る か？

-

フ ィ ールド バス ケーブルの最大長は、 FOUNDATION フ ィ ールド バス 規格

を遵守し ている か？ 

→ 27 ページ

支線の最大長は、 FOUNDATION フ ィ ールド バス 規格を遵守し ている か？ → 27 ページ

フ ィ ールド バス ケーブルは完全にシールド さ れ（90%）、 正し く 接地さ れ

ている か？

→ 27 ページ
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5 操作

5.1 ク イ ッ ク 操作ガイ ド

本流量計には構成 / 設定用のオプシ ョ ンが多数あ り ます ：

1. 現場指示計（オプション）→ 36 ページ
現場指示計によ り 、 現場で重要なパラ メ ータ をすべて直接読み取る こ と ができ ます。 
また現場で機器固有のパラ メ ータの設定と試運転を行 う こ と もでき ます。

2. 操作プログラム→ 43 ページ
FOUNDATION フ ィ ール ド バス機能と機器固有のパラ メ ータは、 主にフ ィ ール ド バス イ ン
ターフ ェ イ ス を介し て設定し ます。 こ の目的のために、 専用の設定 / 操作プロ グ ラ ムを さ
まざまな メ ーカから入手する こ と ができ ます。

3. 各種ハードウェア設定のためのジャンパ  → 45 ページ
I/O 基板上のジャ ンパは、 以下の FOUNDATION フ ィ ール ド バス用ハード ウ ェ アパラ メ ー
タ を設定する手段と し て使用し ます ：
• 機能ブロ ッ ク （AI、 DO 機能ブロ ッ ク など） のシ ミ ュ レーシ ョ ンモード の有効 / 無効化

• ハー ド ウ ェ ア上書き禁止機能 のオン / オフ

a0006391

図 25 ： FOUNDATION フ ィ ールドバスの操作オプシ ョ ン

1 現場で機器を操作する ための現場指示計（オプショ ン）

2A FOUNDATION フ ィ ールド バス で操作する ための設定 / 操作プロ グラ ム（FF 機能、 機器パラ メ ータ ）

2B FXA193 サービス イ ンタ ーフ ェ イ ス を操作する ための設定 / 操作プロ グラ ム（たと えば FieldCare）

3 ハード ウ ェ ア設定用のジャ ンパ / 小形ス イ ッ チ（上書き 禁止、 シミ ュ レ ーショ ンモード ）

2A

3

1

Esc

E- +

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E- +

FXA193

2B
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5.2 現場指示計

5.2.1 表示部および操作スイ ッ チ

現場指示計によ り 、 現場で重要なパラ メ ータ をすべて直接読み取る こ と ができ ます。 また 
" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " あ るいは機能マ ト リ ク ス を使って機器の設定を行 う こ と もでき ます。
表示部は、 測定値や他のパラ メ ータ （流れ方向、 空検知、 バーグ ラ フなど） を表示する 4 行の
表示部で構成されています。 行の割当を他のパラ メ ータに変更する こ と もでき ます （→ " 機能説
明書 " 参照）。

a0001172

図 26 ： 表示部の操作方法

1 液晶ディ ス プレ イ

バッ ク ラ イ ト 付き  4 行液晶ディ ス プレ イ は、測定値、テキス ト 、エラ ーメ ッ セージおよ び注意メ ッ セー  

ジを表示し ま す。 通常測定時の画面をホーム画面と 言いま す。

表示

2 タ ッ チコ ント ロ ール光学センサ

3 O/ S キー

- ホーム画面 → 積算計の値およ び入力 / 出力の現在値へ直接アク セス

- 数値の入力、 パラ メ ータ の選択

- 機能マト リ ク ス 内の異なる ブロ ッ ク 、 グループおよ び機能グループの選択

X キーを同時に押すと 、 以下の機能が起動し ま す。

- 機能マト リ ク ス から 順次抜けでま す。 → ホーム画面

- X キーを 3 秒以上押し 続けま す。 →  直接ホーム画面に戻り ま す。 

- データ 入力のキャ ンセル

4 F キー

- ホーム画面から 機能マト リ ク ス に入り ま す。

- 入力し た数値ま たは変更し た設定を保存し ま す。
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v
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5.2.2 表示 （運転モー ド）

表示部は、 3 行で構成されています。 各行に測定値や、 その他の測定変数 （流れ方向、 バーグ ラ
フなど） が表示されます。 行の割当を他のパラ メ ータに変更する こ と もでき ます （→ " 機能説明
書 " 参照）。

交互表示モード ：
各行に最大 2 個の異なる測定変数を割 り 当てる こ と ができ ます。 こ こ で割 り 当て られた 2 個の測
定変数は、 10 秒毎に交互に表示されます。

エラー メ ッ セージ ：
システム / プロセスエラーを表示し ます。 → 42 ページ

a0001173

図 27 ： 通常運転モー ドの標準的な表示 （ホーム画面）

1 1 行目の表示：  主要な測定値を表示し ま す。

2 2 行目の表示：  測定変数、 ス テータ ス 変数を追加で表示し ま す。

3 3 行目の表示：  測定変数、 ス テータ ス 変数に関する 追加情報、 たと えばバーグラ フ を表示し ま す。

4 " 情報アイ コ ン " フ ィ ールド ：  測定値に関する 追加情報を表すアイ コ ンがこ の領域に表示さ れま す。 

5 " 測定値 " フ ィ ールド ：  現在の測定値がこ の領域に表示さ れま す。

6 " 測定単位 " フ ィ ールド ：  現在の測定値に対し て設定さ れた測定単位およ び時間が、こ の領域に表示さ  

れま す。 

! 注意 ! 
ホーム画面で O/S キーを使えば、 下記の情報を含む リ ス ト を呼び出すこ と ができ ます。

• 積算計の値 （オーバーフ ロー含む）

• タ グ番号 (PD-TAG)

O/S →  リ ス ト に個々の値を表示し ます。
X （Esc キー） → ホーム画面に戻 り ます。

1

4 5 6

2

3
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x

xy

y
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5.2.3 アイ コ ン

左側のフ ィ ール ド に表示される ア イ コ ンは、 測定変数、 機器の状態およびエラー メ ッ セージの
読取および認識を容易にし ます。

アイコン 意味 アイコン 意味

S シス テムエラ ー P プロ セス エラ ー

$ アラ ームメ ッ セージ

（測定は中断さ れる ）

! 注意メ ッ セージ

（メ ッ セージがあっても 測定は継

続さ れる ）

Σ 1...n 積算計 1...n AI 1...n アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  1...n、

出力値 OUT

PID PID 機能ブロ ッ ク ：

現場指示計の行の割り 当てに応じ て、 以下に示さ れている  PID 機能ブロ ッ ク 値が出力さ

れま す：

- 出力値（= 操作変数）

- 入力値（= 制御変数）

- CAS_IN 値（= 外部設定点）

以下のメ ッ セージは、 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク の出力値の状態と 、 PID 機能ブロ ッ ク に割り 当てら れた

値を示し ま す。

OK ス テータ ス  = GOOD（良好）（有効） UNC ス テータ ス  = UNCERTAIN（不明）

（ある 程度ま で有効）

BAD ス テータ ス  = BAD（不良）（無効） 例：

a0006255

a0001182

測定モード ：

正 / 負両方向 a0001183

測定モード ：

正方向

a0001184

カウ ント モード 、 積算計：

+/- パルス アジャ ス ト （正方向およ

び逆方向の流量測定）
a0001185

カウ ント モード 、 積算計：

正方向の流量

a0001186

カウ ント モード 、 積算計：

逆方向の流量

a0001188

体積流量

a0001189

固形分体積流量

a0001193

固形分体積流量 %

a0001190

固形分基準体積流量

a0001191

搬送液体積流量

a0001194

固形分体積流量 %

a0001192

搬送液基準体積流量
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a0001195

質量流量

a0001196

固形分質量流量

a0001197

固形分質量流量 %

a0001198

搬送液質量流量

a0001199

搬送液質量流量 %

a0001200

流体密度

a0001208

基準密度

a0001207

流体温度

アイコン 意味 アイコン 意味
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5.3 機能マト リ ク スの簡易操作説明

! 注意 ! 
• 41 ページの一般情報を参照し て く ださい。 

• 機能説明 ： → " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

1. ホーム画面  →  F  →  機能マ ト リ ク スに入 り ます。

2. O /  S → ブロ ッ ク を選択し ます （た と えば、 ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ） → F

3. O /  S → グループを選択し ます （た と えば、 ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ） → F

4. O /  S → 機能グループを選択し ます （た と えば、 ｾｯﾃｲ） → F

5. 機能を選択し ます （た と えば、 ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾉﾀﾝｲ）
パラ メ ータの変更も し く は数値を入力し ます。
O /  S  →  選択または入力 ： コード、 パラ メ ータ、 数値
F → 入力データ を保存し ます。

6. 機能マ ト リ ク ス を終了し ます。
- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続けて く ださい。 → ホーム画面
- Esc キー （X） を繰返し押し て く ださい。 → 繰返すこ と によ り  ホーム画面に戻 り ます。

a0001210

図 28 ： 機能の選択およびパラ メ ータの設定 （機能マ ト リ クス）
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5.3.1 一般情報

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューには設定を容易にするため初期値が入力されています。 これに
対し て、 複雑な測定では、 必要に応じ て設定し、 プロセス固有の設定を行 う ための追加機能が
必要と な り ます。 し たがって、 機能マ ト リ ク スには、 多数の追加機能が含まれますが、 簡潔化を
図るため、 これら を多数の メ ニューレベル （ブロ ッ ク、 グループ、 および機能グループ） に分
類し ています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• 前述の説明に従って、 機能を選択し ます → 40 ページ。

• 機能マ ト リ ク スのそれぞれのセルは、 デ ィ スプレ イ上の数字または文字コード によ り 識別さ

れます。
• 特定の機能はオフにする こ と ができ ます。 あ る機能をオフにし た場合は、 関連する他の機能分

類の機能も表示されな く な り ます。
• あ る機能では入力データの確認が行われます。 OS を押し て"ﾊｲ"を選択し、再度確認のため F 

を押し て く ださい。 これで、 新たな設定が保存、 あ るいはその機能がス ター ト し ます。
• 5 分間キー操作が行われない場合は、 自動的にホーム画面に戻 り ます。

• ホーム画面に自動的に戻った後、 60 秒間キー操作を行なわない と、 プロ グ ラ ミ ングは自動的

にロ ッ ク されます。

" 警告 ! 
機能マ ト リ ク ス を含め、 すべての機能の詳細は、 本取扱説明書 と は別冊 と なっている " 機能説
明書 " に記載されています。

! 注意 ! 
• 機器はデータの入力中でも測定を続行し ます。 つま り 、 現在の測定値は、 信号出力または

フ ィ ール ド バス通信によ り 、 通常の形で出力されます。
• 電源異常 （停電時） が発生し て も、 事前に設定し た内容は EEPROM に安全に保存されます。

5.3.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スへのア ク セス を ロ ッ クする こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス を ロ ッ クする と、 
不注意によ る機器の機能、 数値または設定値の変更が不可能にな り ます。 数値コード （初期設定
値 = 83） を入力し ない と、 設定を変更でき ません。
ユーザーで選択し た コード番号を使用すれば、 資格の無い人がデータにア ク セスする可能性を
排除でき ます （→  " 機器機能説明書 " を参照し て く ださい）。

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク された状態で、 あ る機能で OS キーを押す と、 表示部にコード入力画

面が自動的に表示されます。
• ユーザーコード に "0" を入力する と、 プロ グ ラ ミ ングが常に可能な状態にな り ます。

• ユーザーコード を紛失し た場合は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださ い。

" 警告 ! 
• センサ特性を決定する特定のパラ メ ータ を変更する と、 機器の多 く の機能、 特に測定精度に

影響を及ぼし ます。 通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 こ
れらのパラ メ ータは、 弊社サービ スのみが認識し ている特別な コード で保護されています。  
弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

• FOUNDATION フ ィ ール ド バスでは、 プロ グ ラ ミ ングは変換器ブロ ッ ク で単独で有効化されま

す。



操作 プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス

42 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.3.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

ホーム画面に自動的に戻った後、 60 秒間キー操作を行なわない と、 プロ グ ラ ミ ングモード は自
動的にロ ッ ク されます。
" ア ク セス コード " 機能で （ユーザーコード以外の） 任意の数字を入力する こ と によ り 、 プロ グ
ラ ミ ングを ロ ッ クする こ と も でき ます。

5.4 エラ ーメ ッ セージ 

5.4.1 エラーの種類

設定あ るいは測定中に発生し たエラーは、 すぐに表示されます。 2 つあ るいはそれ以上のシステ
ム またはプロセスエラーが発生し た場合、 最優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に表示
されます。

エラーには以下の 2 種類があ り ます。
• システムエラー ： このグループには、 た と えば、 通信エラー、 ハード ウ ェアエラーなど、 す

べてのシステム上のエラーが含まれます。 → 81 ページを参照
• プロセスエラー ： こ のグループには、 た と えば、 ス ラ グ流状態など、 すべてのアプ リ ケー

シ ョ ン上のエラーが含まれます。 → 88 ページを参照

a0001211

図 29 ： エラー メ ッ セージの表示 （例）

1 エラ ータ イ プ： P = プロ セス エラ ー、 S = シス テムエラ ー

2 エラ ーメ ッ セージタ イ プ： $ = アラ ームメ ッ セージ、 ! = 注意メ ッ セージ

3 エラ ー名称

4 エラ ー番号

5 最新のエラ ー発生継続時間（時間、 分およ び秒）

5.4.2 エラー メ ッ セージの種類

システムエラーおよびプロセスエラーは、 アラームメッセージあ るいは注意メッセージ と し て
定義する こ と によ り 重み付けでき ます。 → 80 ページ
しかし、 モジュールの欠陥など、 重大なシステムエラーは、 常に機器によ り 、 " ア ラーム メ ッ
セージ " と し て識別および分類されます。

注意 メ ッ セージ （!）
• こ のエラーは、 機器の入力あ るいは出力には一切影響を及ぼし ません。

• 表示形態→感嘆符 （!）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）

• FOUNDATION フ ィ ール ド バスに関する表示 → 注意 メ ッ セージは、 出力値 OUT （AI ブロ ッ

ク） のステータ ス "UNCERTAIN （不明） " によ って、 後続の機能ブロ ッ ク または上位のプロ
セス制御システムに転送されます。

ア ラーム メ ッ セージ （$）
• こ のエラーは、 入力あ るいは出力に直接影響を及ぼし ます。

• 表示形態→稲光 （$）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。

• FOUNDATION フ ィ ール ド バスに関する表示 → ア ラーム メ ッ セージは、 出力値 OUT （AI ブ

ロ ッ ク） のステータ ス "BAD （不良） " によ って、 後続の機能ブロ ッ ク または上位のプロセス
制御システムに転送されます。 

1

2 4 5 3

+24.502
XXXXXXXXXX
#000 00:00:05

P

+24.502



プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス 操作

エン ド レスハウザー ジャパン 43

5.5 操作プログラ ム

5.5.1 FieldCare 

FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社製 FDT ベースのプラ ン ト アセ ッ ト マネージ メ ン ト ツールで
す。 本ツールを使用し て、 ループ内にあ る イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド機器の設定および自己
診断が可能です。 ステータ ス情報を利用する こ と によ り 、 簡単かつ効果的に機器のステータ ス
や状態を監視し ます。 プロ ラ イ ンシ リ ーズ流量計への接続は、 FXA 193 など専用イ ン ターフ ェ イ
ス を介し て行われます。

5.5.2 FOUNDATION フ ィ ールドバス設定プログラムによる操作

設定を行 う には、 専用の設定 / 操作プロ グ ラ ムを さ まざまな メ ーカから入手する こ と ができ ま
す。 こ う いったプロ グ ラ ムは、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス機能にも、 機器固有のパラ メ ータ
すべての設定にも使用する こ と ができ ます。 定義済みの機能ブロ ッ ク を使用する こ と によ って、
ネ ッ ト ワーク / フ ィ ール ド バス装置データすべてに、 統一された形でア ク セスする こ と が可能
にな り ます。

46 ページでは、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス機能 と、 機器固有のパラ メ ータの設定手順につ
いて、 順を追って説明し ます。
FOUNDATION フ ィ ール ド バスに関する一般的な情報については、 機能説明書 "FOUNDATION 
フ ィ ール ド バスの概要 " （BA013S） （入手先 ： → www.endress.com → Download） を参照し て く だ
さい。

システムフ ァ イル

設定と ネ ッ ト ワーク構成には、 以下のフ ァ イルが必要にな り ます ：
• 設定  →  デバイ ス記述フ ァ イル （ *.sym, *.ffo）

• ネ ッ ト ワーク構成  →  CFF （Common File Format） フ ァ イル （ *.cff）

上記フ ァ イルの入手方法 ：
• イ ン ターネ ッ ト  →  www.endress.com （無料） から入手

• 注文番号 （No. 56003896） を提示し てエン ド レ スハウザー社から入手

• フ ィ ール ド バス協会 →  www.fieldbus.org から入手

! 注意 ! 
フ ィ ール ド機器をホス ト システムに リ ン クするには、 必ず正しいシステムフ ァ イルを使用する
よ う にし て く ださい。 以下の機能 / パラ メ ータから、 適切なバージ ョ ン情報を呼び出すこ と がで
き ます。

現場指示計 ：
• ホーム画面 → ｷﾎﾝｷﾉｳ → FOUND. FIELDBUS → ｼﾞｮｳﾎｳ → ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ （6243）

• ホーム画面 → ｷﾎﾝｷﾉｳ → FOUND. FIELDBUS → ｼﾞｮｳﾎｳ → DD ﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ （6244）

FOUNDATION フ ィ ール ド バス イ ン ターフ ェ イ ス
• 資源ブロ ッ ク → パラ メ ータ DEV_REV

• 資源ブロ ッ ク → パラ メ ータ DD_REV

例 （現場指示計） ：
デバイ ス リ ビジ ョ ン （6243） 機能の表示 → 04
DD リ ビジ ョ ン （6244） 機能の表示 → 01
必要なデバイ ス記述フ ァ イル （DD） → 0401.sym / 0401.ffo
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5.5.3 操作プログラム用 DD フ ァ イル 

以下のセ ク シ ョ ンでは、 該当する操作プロ グ ラ ムに対応する DD フ ァ イルを説明し、 最新の DD 
フ ァ イルの入手先を示し ます。

FOUNDATION フ ィ ール ド バスによ る操作 ：

! 注意 ! 
フ ィ ール ド チェ ッ クは、 現場で流量計をテス ト するためのテス タ / シ ミ ュ レータです。
"FieldCare" ソ フ ト ウ ェアパッ ケージ と共に使用すれば、 テス ト 結果をデータベースに取込み印
刷、 あ るいは正式な証明書への使用が可能です。 詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださ
い。

有効なソフトウェア 3.00.XX → 機能 " ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾌﾄｳｪｱ " (8100)

デバイスデータ FOUNDATION 
フィールドバス
ｾｲｿﾞｳｼｬ ID：

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID：

11hex（ENDRESS+HAUSER）

1051hex

→ 機能 " ｾｲｿﾞｳｼｬ ID"（6040）

→ 機能 " ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID"（6041）

FOUNDATION フィールドバス
バージョンデータ デバイ ス 改訂番号 4/ DD 改訂番号 1

ソフトウェアリリース： 10.2009

操作プログラム： 入手方法：

デバイ ス 記述（DD） と 機能定義

フ ァ イ ル（CFF）

• www.endress.com → Download

• www.fieldbus.org

• CD-ROM（エンド レ ス ハウ ザー社注文番号：  56003896）

FF ホストシステムの 
デバイスドライバ：

入手方法：

ABB 社（FieldController 800） www.abb.com

Allen Bradley 社（Control Logix） FF 標準デバイ ス ド ラ イ バを参照

Emerson 社（Delta V） www.easydeltav.com

エンド レ ス ハウ ザー社

（ControlCare）

FF 標準デバイ ス ド ラ イ バを参照

Honeywell 社（Experion PKS） www.honeywell.com

SMAR 社（System 302） FF 標準デバイ ス ド ラ イ バを参照

横河（CENTUM CS 3000） www.yokogawa.com

追加の FF 操作プログラム用の 
デバイスドライバ：

更新の入手元： 

ハンド ヘルド コ ミ ュ ニケータ ー 

375

www.fieldcommunicator.com

! 注意 ! 

こ のデバイ ス ド ラ イ バは、 ハンド ヘルド コ ミ ュ ニケータ ー 375 の更新

機能で追加 / 更新する こ と ができ ま す。

テスタ / シミュレータ： DD ファイルの入手方法：

フ ィ ールド チェ ッ ク • FieldCare で Fieldflash モジュ ールの流量計 FXA 193/ 291 DTM を 

使用し て更新
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5.6 FOUNDATION フ ィ ールド バスのハード ウェ ア設定

5.6.1 ハー ド ウ ェ ア上書き禁止機能のオン / オフ

入出力基板上のジ ャ ンパによ り 、 ハード ウ ェア上書き禁止機能のオン / オフができ ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。 

2. 入出力基板を取 り 外し て く ださい。 → 92 ページ

3. ジ ャ ンパを使用し て、 ハード ウ ェア上書き禁止機能と シュ ミ レーシ ョ ンモード を適切に設
定し ます （図参照）。

4. 入出力基板の取付けは、 上記と逆の手順で行って く ださい。

A0004731

図 30 ： ハー ド ウ ェ ア設定 （入出力基板）

1 上書き 禁止（有効 / 無効） 用のジャ ンパ：

1.1 上書き 禁止無効（初期設定） = FF イ ンタ ーフ ェ イ ス によ る 機器機能への書込みアク セス が可能

1.2 上書き 禁止有効 = FF イ ンタ ーフ ェ イ ス によ る 機器機能への書込みアク セス は不可

2 シミ ュ レ ーショ ンモード 用のジャ ンパ：

2.1 シミ ュ レ ーショ ンモード 有効（初期設定） = アナロ グ入力機能ブロ ッ ク と ディ ス ク リ ート 出力機能ブ 

ロ ッ ク のシミ ュ レ ーショ ンが可能

2.2 シミ ュ レ ーショ ンモード 無効 = アナロ グ入力機能ブロ ッ ク と ディ ス ク リ ート 出力機能ブロ ッ ク のシ  

ミ ュ レ ーショ ンは不可

LED （発光ダイ オード ）：

- 連続点灯  →  準備完了（アク ティ ブな FF 通信なし ）

- 消灯  →  作動不可

- 遅い点滅  → 準備完了（FF 通信がアク ティ ブ）

- 速い点滅  →  デバイ ス エラ ーあり （エラ ーメ ッ セージタ イ プ " アラ ームメ ッ セージ "） → 76 ページ

LED

2.1

2.2

1.1

1.2
2

1
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6 設定

6.1 機能確認

測定を開始する前に、 最終チェ ッ ク を行って く ださい。
• " 設置状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 25 ページ

• " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 34 ページ

6.2 機器への電源供給

機能確認が正常に完了し た ら、 電源を供給し ます。 機器が作動し自己診断を行います。 こ の処理
手順が進むと、 次の様な メ ッ セージが順番に表示部に表示されます。

通常測定モード では、 ス ター ト ア ッ プが完了する とすぐに測定を開始し ます。
各種の測定値やステータ スパラ メ ータが表示部に表示されます。 この画面をホーム画面 と言い
ます。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因を示すエラー メ ッ セージが表示されます。

 プロマス 83

 スタートアップ
 シンコウチュウ

ス タ ート アッ プメ ッ セージ

▼

 プロマス 83

 デバイスソフトウェア
 V XX.XX.XX

現行のソ フ ト ウ ェ アバージョ ン 

▼

 FOUND. FIELDBUS

▼

 システム OK

→ オペレーション

通常の測定モード の開始

▼
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6.3 FOUNDATION フ ィ ールド バスによる設定

次のこ と に注意し て く ださい。
• 設定と ネ ッ ト ワーク構成に必要なフ ァ イルは、 43 ページに記載し た方法で入手する こ と がで

き ます。
• ホス ト すなわち構成システム内の FOUNDATION フ ィ ール ド バスでは、 本機器をデバイ ス ID

（DEVICE_ID） で識別し ます。 DEVICE_ID は、 製造者 ID、 デバイ ス タ イプ、 およびデバイ スシ
リ アルナンバーの組み合わせです。 これは一意で、 重複する こ と ができ ません。 
 
 プロマス 83 の DEVICE_ID は以下のよ う な構成です ：

設定

以下の説明に従えば、 順を追った本測定機器の設定と、 FOUNDATION フ ィ ール ド バスの必要な
すべての構成を行 う こ と ができ ます。

1. 本測定機器をオンにし ます。

2. 型式銘板上の DEVICE_ID を書き留めておいて く ださい （→ 9 ページ）。

3. 設定プロ グ ラ ムを開き ます。

4. デバイ ス記述フ ァ イルまたは CFF フ ァ イルをホス ト システム または設定プロ グ ラ ムにロー
ド し ます。 必ず正しいシステムフ ァ イルを使用し て く ださい。 → 43 ページの例を参照し て
く ださい。 
本測定機器を初めて接続する と、 以下のよ う に表示されます ：

- EH_PROMASS_83_ xxxxxxxxxxx ( タ グ番号 PD-TAG)
- 452B481051- xxxxxxxxxxx （Device_ID）
- ブロ ッ ク構造 ：

 452B48  1051-XXXXXXXXXXX

  デバイ ス シリ アルナンバー（11 桁）

 デバイ ス タ イ プ（プロ マス  83）

 エンド レ ス ハウ ザー社

表示テキスト（xxx… = シリアル番号） 基本インデックス 内容

RESOURCE_ xxxxxxxxxxx 400 資源ブロ ッ ク

TRANSDUCER_FLOW_xxxxxxxxxxx 1400 " 流量 " 変換器ブロ ッ ク

TRANSDUCER_DIAG_xxxxxxxxxxx 1600 " 診断 " 変換器ブロ ッ ク

TRANSDUCER_DISP_xxxxxxxxxxx 1800 " 表示 " 変換器ブロ ッ ク

TRANSDUCER_TOT_xxxxxxxxxxx 1900 " 積算計 " 変換器ブロ ッ ク

TRANSDUCER_CDENS_xxxxxxxxxxx 2000 " 計算密度 " 変換器ブロ ッ ク

TRANSDUCER_VISC_xxxxxxxxxxx 2100 " 粘度 " 変換器ブロ ッ ク

TRANSDUCER_ADVD_xxxxxxxxxxx 2200 " 診断機能 " 変換器ブロ ッ ク

ANALOG_INPUT_1_ xxxxxxxxxxx 500 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  1

ANALOG_INPUT_2_ xxxxxxxxxxx 550 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  2

ANALOG_INPUT_3_ xxxxxxxxxxx 600 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  3

ANALOG_INPUT_4_ xxxxxxxxxxx 650 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  4

ANALOG_INPUT_5_ xxxxxxxxxxx 700 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  5

ANALOG_INPUT_6_ xxxxxxxxxxx 750 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  6

ANALOG_INPUT_7_ xxxxxxxxxxx 800 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  7

ANALOG_INPUT_8_ xxxxxxxxxxx 850 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  8

DISCRETE_OUTPUT_ xxxxxxxxxxx 900 ディ ス ク リ ート 出力機能ブロ ッ ク （DO）
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! 注意 ! 
本測定機器はバスア ド レ ス "250" で納入されます。 つま り フ ィ ール ド機器のア ド レ ス再設定用
の 248 ～ 251 の予約されたア ド レ ス範囲です。 つま り 、 LAS （ リ ン ク ア ク テ ィ ブス ケジューラ）
によ り 、 初期化段階で本機器に空きバスア ド レ スが自動的に割当て られます。

5. 書き留めておいた DEVICE_ID を使用し てフ ィ ール ド機器を特定し、 必要なフ ィ ール ド機器
タ グ番号 （PD_TAG） を割 り 当てます。
初期設定 : EH_PROMASS_83_xxxxxxxxxxx

" 資源ブロック " の設定（基本インデックス 400）

6. 資源ブロ ッ ク を開き ます。

7. 納入時は、 FOUNDATION フ ィ ール ド バスですべての書き込みパラ メ ータにア ク セスでき
る よ う に、 ハード ウ ェア上書き禁止が無効になっています。 パラ メ ータ WRITE_LOCK で、
こ のステータ ス をチェ ッ ク し て く ださい ：
- 上書き禁止機能有効 = LOCKED
- 上書き禁止機能無効 = NOT LOCKED

必要に応じ て、 上書き禁止機能を無効にし ます。 → 45 ページ

8. 適切なブロ ッ ク名を入力し ます （オプシ ョ ン）。
初期設定 ： RESOURCE_ xxxxxxxxxxx

9. パラ メ ータ グループ MODE_BLK （パラ メ ータ TARGET） の動作モード を AUTO に設定し ま
す。

" 変換器ブロック " の設定

各変換器ブロ ッ ク には、 機器固有の機能から指示を受ける さ まざまなパラ メ ータ グループが含
まれています ：

以下の説明では、 " 流量 " 変換器ブロ ッ ク の例を示し ます （基本イ ンデッ ク ス ： 1400）。

10. 適切なブロ ッ ク名を入力し ます （オプシ ョ ン）。
初期設定 ： TRANSDUCER_FLOW_xxxxxxxxxxx

11. こ の " 流量 " 変換器ブロ ッ ク を開き ます。

PID_ xxxxxxxxxxx 1000 PID 機能ブロ ッ ク （PID）

ARITHMETIC_xxxxxxxxxxx 1100 算術機能ブロ ッ ク （ARTH）

INPUT_SELECTOR_xxxxxxxxxxx 1150 入力セレ ク タ 機能ブロ ッ ク （ISEL）

SIGNAL_CHARACT_xxxxxxxxxxx 1200 信号キャ ラ ク タ ラ イ ザ機能ブロ ッ ク （CHAR）

INTEGRATOR_xxxxxxxxxxx 1250 積算機能ブロ ッ ク （INTG）

表示テキスト（xxx… = シリアル番号） 基本インデックス 内容

変換器ブロック 基本インデックス 内容

" 流量 " 変換器ブロ ッ ク 1400 流量測定

" 診断 " 変換器ブロ ッ ク 1600 診断機能

" 表示 " 変換器ブロ ッ ク 1800 現場表示機能

" 積算計 " 変換器ブロ ッ ク 1900 積算計 1 ～ 3

" 計算密度 " 変換器ブロ ッ ク 2000 密度機能

" 粘度 " 変換器ブロ ッ ク 2100 粘度測定

" 診断機能 " 変換器ブロ ッ ク 2200 拡張自己診断機能
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12. こ こ で、 該当する機器固有のパラ メ ータ を設定し ます ：

! 注意 ! 

- 機器固有のパラ メ ータへの変更は、 パラ メ ータ " ア ク セス - コード （Access - Code） " に
有効なア ク セス コー ド を入力後にはじめて行え る こ と にご注意 く ださい。

- " 流量 " 変換器ブロ ッ ク の単位の選択は、 出力値 OUT （AI ブロ ッ ク） には影響を及ぼし
ません。 FOUNDATION フ ィ ール ド バス イ ン ターフ ェ イ ス を介し て転送されるプロセス変
数の単位は、 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク で XD_SCALE および OUT_SCALE パラ メ ータ グ
ループによ り 別個に指定する必要があ り ます。

13. " 流量 " 変換器ブロ ッ ク と " 積算計 " 変換器ブロ ッ ク を、 MODE_BLK パラ メ ータ グループ
（TARGET パラ メ ータ） で AUTO （自動） に設定し ます。 これ以降は、 確実に下流の AI 機
能ブロ ッ ク でプロセス変数が正し く 処理される よ う にな り ます。

" アナログ入力機能ブロック " の設定

本測定機器には 7 つのアナロ グ入力機能ブロ ッ クがあ り 、 それぞれにさ まざまなプロセス変数
を割 り 当て る こ と ができ ます。 以下の説明では、 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク 1 （基本イ ンデッ ク
ス ： 500） の例を示し ます。

14. 適切なアナロ グ入力機能ブロ ッ ク名を入力し ます （オプシ ョ ン）。
初期設定 ： ANALOG_INPUT_1xxxxxxxxxxx

15. アナロ グ入力機能ブロ ッ ク 1 を開き ます。

16. パラ メ ータ グループ MODE_BLK （パラ メ ータ TARGET） の運転モード を OOS、 すなわちブ
ロ ッ ク使用不可（Out Of Service） に設定し ます。

17. パラ メ ータ CHANNEL を使用し て、 ブロ ッ ク アルゴ リ ズムの入力値と し て使用するプロセ
ス変数を選択し ます （ス ケー リ ング / リ ミ ッ ト 値監視機能）。 以下の設定が可能です ：

プロセス変数 チャンネルパラメータ

質量流量 1

体積流量 2

基準体積流量 3

密度 4

基準密度 5

温度 6

積算計 1 7

積算計 2 8

積算計 3 9

" 濃度測定 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、

以下のプロ セス 変数を使用する こ と ができ ま す。

固形分質量流量 40

固形分 % 質量 41

固形分体積流量 42

固形分 %  体積 43

固形分基準体積流量 44

搬送流体質量流量 45

搬送流体 % 質量 46

搬送流体体積流量 47

搬送流体 % 体積 48

搬送流体基準体積流量 49

% BLACK LIQUOR 41



設定 プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス

50 エン ド レスハウザー ジ ャパン

18. パラ メ ータ グループ XD_SCALE では、 該当するプロセス変数の単位と ブロ ッ ク入力範囲
（流量測定範囲） を選択し ます （以下の例を参照）。

"  警告 ! 
選択し た単位が、 選択し たプロセス変数の測定変数に適し ている こ と を確認し て く ださい。
そ う でない場合は、 パラ メ ータ BLOCK_ERROR によ り エラー メ ッ セージ "Block 
Configuration Error （ブロ ッ ク設定エラー） " が表示され、 こ のブロ ッ ク の運転モード を 
AUTO （自動） に設定する こ と ができ ません。

19. L_TYPE パラ メ ータでは、 入力変数 （直接、 間接、 間接平方根） の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
モード を選択し ます。 → マニュ アル " 機能説明書 " を参照。

"  警告 ! 
リ ニア ラ イゼーシ ョ ン タ イプ "Direct （直接） " では、 パラ メ ータ グループ OUT_SCALE の
設定をパラ メ ータ グループ XD_SCALE の設定と合致させる必要があ り ます。 合致し ていな
い場合、 こ のブロ ッ ク の運転モード を AUTO （自動） に設定する こ と ができ ません。 この
よ う な不正な設定では、 パラ メ ータ BLOCK_ERROR によ り "Block Configuration Error （ブ
ロ ッ ク設定エラー） " メ ッ セージが表示されます。

BAUME

50

API

PLATO

BALLING

BRIX

Flexible

" 粘度 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、 

以下のプロ セス 変数を使用する こ と ができ ま す。

静粘度 90

動粘度 91

温度補償動的粘度 92

温度補償動粘度 93

" 診断機能 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、

以下のプロ セス 変数を使用する こ と ができ ま す。

質量流量の偏差 70

密度の偏差 71

基準密度の偏差 72

温度の偏差 73

チュ ーブダンピ ング偏差 74

ピ ッ ク アッ プコ イ ル偏差 75

振動周波数ばら つき の偏差 76

チュ ーブダンピ ングばら つき の偏差 77

プロセス変数 チャンネルパラメータ
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例 ：
- センサの測定範囲は、 0 ～ 30 kg/h です。
- プロセス制御システムの出力範囲も 0 ～ 30 kg/h にし て く ださい。
以下の設定を行って く ださい ：
- アナロ グ入力機能ブロ ッ ク / パラ メ ータ CHANNEL （入力値の選択）、 

選択 ： 1 → Mass flow （質量流量）
- パラ メ ータ L_TYPE → Direct
- パラ メ ータ グループ XD_SCALE

XD_SCALE 0% = 0
XD_SCALE 100% = 30
XD_SCALE UNIT = kg/h

- パラ メ ータ グループ OUT_SCALE
OUT_SCALE 0% = 0
OUT_SCALE 100% = 30
OUT_SCALE UNIT = kg/h

20. 以下のパラ メ ータ を使用し て、 ア ラーム メ ッ セージ と警告 メ ッ セージの リ ミ ッ ト 値を定義
し ます ：
- HI_HI_LIM  → ア ラーム上限値
- HI_LIM  →  警告上限値
- LO_LIM  →  警告下限値
- LO_LO_LIM  →  ア ラーム下限値
入力する リ ミ ッ ト 値は、 パラ メ ータ グループ OUT_SCALE で指定し た値の範囲内にする必
要があ り ます。

21. 実際の リ ミ ッ ト 値の他に、 いわゆる " ア ラーム優先度 " （パラ メ ータ HI_HI_PRI、 HI_PRI、
LO_PR、 LO_LO_PRI） を使用し て、 リ ミ ッ ト 値を超過し た場合に行 う ア ク シ ョ ン も指定する
必要があ り ます → マニュ アル " 機能説明書 " を参照。 フ ィ ール ド バスホス ト システムへの
報告は、 ア ラーム優先度が 2 よ り 高い場合に限って行われます。

22. 機能ブロ ッ ク のシステム設定 / 接続 ： アナロ グ入力機能 
ブロ ッ ク の運転モード を AUTO （自動） に設定し、 システムの運用に本フ ィ ール ド機器を
組み込むには、 最終 " 全システム設定 " を必ず行 う 必要があ り ます。 これを行 う には、 設
定ソ フ ト ウ ェ アを使用し て機能ブロ ッ ク を必要な制御ス ト ラ テジに接続し てから （一般に
グ ラ フ ィ ッ ク を使用）、 個々のプロセス制御フ ァ ン ク シ ョ ンのシーケン ス を指定し ます。

23. ア ク テ ィ ブな LAS を指定し た後、 本フ ィ ール ド機器にデータ と パラ メ ータ をすべてダウ ン
ロード し ます。

24. パラ メ ータ グループ MODE_BLK （パラ メ ータ TARGET） の動作モード を AUTO に設定し ま
す。 ただし、 これは以下の 2 つの条件が満た されている場合に限 り 可能です ：
- 機能ブロ ッ クが互いに正し く 接続されている。
- 資源ブロ ッ クの運転モード が AUTO になっている。

" アナログ出力機能ブロック " の設定（基本インデックス 2300）

本測定機器には 1 つのアナロ グ出力機能ブロ ッ クがあ り 、 それぞれにさ まざまなプロセス変数
を割 り 当て る こ と ができ ます。

以下の例では、 密度 （" システム値 - 固定密度 " パラ メ ータ） を密度計測機器 （例えば、 ガンマ
パイ ロ ッ ト  M） のアナロ グ出力機能ブロ ッ ク から読み取る方法について説明し ます。
最初に、アナロ グ出力機能ブロ ッ ク と " 流量 " 変換器ブロ ッ ク の " システム値 - 固定密度 " パラ
メ ータの接続が必要です。 CHANNEL パラ メ ータに値 "4" （密度） を 割 り 当てて く ださい。

25. 適切なアナロ グ出力機能ブロ ッ ク名を入力し ます （オプシ ョ ン）。 初期設定 : 
ANALOG_OUTPUT_xxxxxxxxxxx

26. アナロ グ出力機能ブロ ッ ク を開き ます。

27. パラ メ ータ グループ MODE_BLK （パラ メ ータ TARGET） の運転モード を OOS、 すなわちブ
ロ ッ ク使用不可（Out Of Service） に設定し ます。



設定 プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス

52 エン ド レスハウザー ジ ャパン

28. パラ メ ータ CHANNEL を使用し て、 変換器ブロ ッ ク アルゴ リ ズムの入力値と し て使用する 
" 密度 " を選択し ます （スケー リ ング機能）。 以下の設定が可能です ：

29. パラ メ ータ グループ PV_SCALE では、 該当するプロセス変数の単位と ブロ ッ ク入力範囲
（密度測定範囲） を選択し ます （以下の例を参照）。

". 警告 ! 
選択し た単位が、 選択し たプロセス変数の測定変数に適し ている こ と を確認し て く ださい。
そ う でない場合は、 パラ メ ータ BLOCK_ERROR によ り エラー メ ッ セージ "Block 
Configuration Error （ブロ ッ ク設定エラー） " が表示され、 こ のブロ ッ ク の運転モード を 
AUTO （自動） に設定する こ と ができ ません。

例 ：
- 密度の測定範囲は、 0 ～ 30 kg/l です。
- プロセス制御システムの出力範囲も 0 ～ 30 kg/l にし て く ださい。
- 以下の設定を行って く ださい ： 

- アナロ グ出力機能ブロ ッ ク / パラ メ ータ CHANNEL （出力値の選択）、 
選択 4 = 密度 

- パラ メ ータ SHED_OPTIONS → 例えば、 Normal Shed Normal Return （通常照射、 
通常反射） 

- パラ メ ータ グループ PV_SCALE 
   - PV_SCALE 0% = 0 
   - PV_SCALE 100% = 30 
   - PV_SCALE UNIT = kg/l 
- パラ メ ータ グループ OUT_SCALE 
   - OUT_SCALE 0% = 0 
   - OUT_SCALE 100% = 30 
   - OUT_SCALE UNIT = kg/l 

30. パラ メ ータ グループ MODE_BLK （パラ メ ータ TARGET） の動作モード を AUTO に設定し ま
す。

31. 機能ブロ ッ ク のシステム設定 / 接続 ： アナロ グ出力機能 
ブロ ッ ク の運転モード を AUTO （自動） に設定し、 システムの運用に本機器を組み込むに
は、 最終 " 全システム設定 " を必ず行 う 必要があ り ます。 これを行 う には、 設定ソ フ ト
ウ ェ アを使用し て機能ブロ ッ ク を必要な制御ス ト ラ テジに接続し てから （一般にグ ラ
フ ィ ッ ク を使用）、 個々のプロセス制御フ ァ ン ク シ ョ ンのシーケン ス を指定し ます。

プロセス変数 チャンネルパラメータ

ﾐﾂﾄﾞ 4
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6.4 ク イ ッ ク セッ ト アッ プによる設定（ 現場指示計）

現場指示計があ る機器の場合、 機器の標準的な設定は " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ
ニューを使用する こ と によ り 、 簡単に素早 く 設定する こ と ができ ます （→図 31、 →図 32）。
現場指示計のない測定機器の場合、 各パラ メ ータおよび機能は、 操作プロ グ ラ ムで設定する必
要があ り ます。

6.4.1 " 基本設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ 

a0004740-en

図 31 ： " 基本設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ （現場指示計付きのみ）
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! 注意 ! 
• パラ メ ータの問い合わせ時に X キーの組み合わせを押す と、 画面は " ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ?"

（1002） に戻 り ます。 しかし、 そ こ まで設定されたパラ メ ータは保存されます。
• ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで選択し たシステム単位は、 現場指示計と変換器ブロ ッ ク のパラ メ ー

タにのみ有効です。 FOUNDATION フ ィ ール ド バス を介し て伝送されるプロセス変数は、 これ
らに影響を及ぼし ません。

① " ｼｭｯｶｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ " は選択済みの単位をすべて工場設定と し ま す。 

" ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ " は以前の設定単位を受け付けま す。

② 現在実行し ている ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟで設定さ れていない単位のみ各単位設定終了後に他の単位設定画面が

表示さ れま す。 質量、 体積、 基準体積の単位は、 流量単位から 導かれま す。

③ すべての単位が設定さ れる ま で " ﾊｲ " が表示さ れ続けま す。 

" ｲｲｴ " は、 利用でき る 単位がなく なったと き に表示さ れま す。

④ " 表示の自動設定 " では以下のよ う に設定さ れま す。 

[ ﾊｲ ] 1 行目の表示 = 質量流量

2 行目の表示 = 積算計 1

3 行目の表示 = 運転 / シス テムの状態

[ ｲｲｴ ] 現在設定さ れている 表示の割当てに従いま す。
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6.4.2 " 気体測定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

測定機器は、 液体の流量計測に適し ているだけではあ り ません。 コ リ オ リ の原理に基づき質量を
直接測定するため、 気体の流量を計測する こ と も でき ます。 こ のため、 設定プロ グ ラ ム または現
場指示計で、 対応する機器の機能を設定する こ と ができ ます。

! 注意 ! 
• "気体測定" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、"基本設定" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを行って

く ださい。
• 気体測定モード では、 質量および基準体積流量のみ計測および出力を行 う こ と ができ ます。  

密度および体積を直接測定する こ と はでき ません。
• 気体測定の流量範囲および測定精度は、 液体測定時の精度と は異な り ます。

" 気体測定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プの実施

" 気体測定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューによ り 、 気体の測定運転を行 う ために設定の必要が
あ る機器機能を、 全体的に系統だてて設定する こ と ができ ます。

" 気体測定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 機能マ ト リ ク スで、 以下の 2 つの別々の機能か
ら呼び出すこ と ができ ます ：
• ｷﾀｲｹｲｿｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ （1004） 機能 →図 32 または

• ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ （1002） 機能 →図 31

F06-83xxxxxx-19-xx-xx-en-002

図 32 ： " 気体測定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

推奨設定値は、 次のページを参照し てく ださ い。
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推奨設定値： 

! 注意 ! 
気体の圧力が低圧でも機器が流量を測定でき る よ う に、 " 気体測定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実
行する と自動的に " ｶﾗｹﾝﾁ （6420） " 機能をオフにし ます。

気体の基準体積流量測定 ：

質量流量 （単位 kg/h など） ではな く 、 基準体積流量 （単位 Nm3/h など） を表示 / 出力する場合
は、 以下のよ う に行います。

1. 機能マ ト リ ク スで " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択し ます 
（→ 53 ページ）。

2. " ﾌﾟﾚｾｯﾃｨﾝｸﾞ " で " ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷﾘｭﾘｮｳ " 単位を選択し、その機能を以下のよ う に設定し ます：

3. " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを終了し、 ホーム画面に戻 り ます。

" 気体測定 " クイックセットアップ

ホーム画面  �̈ F  �̈ プロ セス 変数（A）

測定変数  �̈ O �̈ ク イ ッ ク セッ ト アッ プ（B）

ク イ ッ ク セッ ト アッ プ → N → ｷﾀｲｹｲｿｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ（1004）

機能番号 機能名称 選択／入力（ S または O ）
（次の機能へ進む：F を押す ）

1004 ｷﾀｲｹｲｿｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ [ ﾊｲ ]

確認のために F を押し た後に、 ク イ ッ ク セッ ト アッ プメ ニュ ー

がそれに続く すべての機能を順次呼び出し ま す。

▼

6400 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ 気体の流量を計測する 場合は、 質量流量が少ないため、 ロ ーフ

ロ ーカッ ト オフ を使用し ないこ と を推奨し ま す。

設定： ｵﾌ

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ "LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " 機能が " ｵﾌ " に設定さ れていない場合は、以

下が適用さ れま す。

設定： 0.0000 [ 単位 ]

ユーザー入力： 気体測定の流量が少ないため、 ス イ ッ チオンの値

（= ロ ーフ ロ ーカッ ト オフ ） も それに応じ て小さ な値でなければ

なり ま せん。

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉ ｱﾀｲ "LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " 機能が " ｵﾌ " に設定さ れていない場合は、以

下が適用さ れま す。

初期値：  50%

ユーザー入力： ス イ ッ チオンの値を基準と し てヒ ス テリ シス を % 

でス イ ッ チオフ の値に入力し てく ださ い。

▼

ホーム画面に戻る 。

→ Esc キー X を 3 秒以上押し 続けてく ださ い。

→ Esc キー X  を繰り 返し 押し てく ださ い。 機能マト リ ク ス から 順次抜け出し ま す。

機能番号 機能名称 選択する設定（P）（F で次の機能へ進む）

0404 ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷ FL ﾀﾝｲ 適切な単位を選択し ま す。

6460 ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷ ｴﾝｻﾞﾝ ｺﾃｲ ｷｼﾞｭﾝ ﾐﾂﾄﾞ

0421 ｺﾃｲ ｷｼﾞｭﾝ ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ 適切な単位を選択し ま す。

6461 ｺﾃｲ ｷｼﾞｭﾝ ﾐﾂﾄﾞ 気体固有の基準密度（すなわち、 基準温度と 基準圧力に基づく 密度）

を入力し ま す。

空気の例：

基準密度 = 1.2928 kg/Nm3（0 ℃、 1.013 bar 時）
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6.4.3  データバッ クア ッ プ / 転送

"T-DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ " 機能を使って、機器のすべての設定およびパラ メ ータ を T-DAT （外部 メ モ
リ ） と EEPROM （内部 メ モ リ ） 間でや り 取 り 可能です。 

本機能は次のよ う な場合、 有効です。
• バッ ク ア ッ プの作成 ： 現在の設定データがすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーされます。

• 変換器の交換 ： 現在の設定データ をすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーし、 新しい変換器の

EEPROM にコ ピーし たデータ を転送し ます。
• 設定データの複製 ： 現在の設定データ をすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーし、 同じ測定条

件の機器にコ ピーし たデータ を転送し ます。

! 注意 ! 
T-DAT の差込み、 引抜きに関し ては、 → 92 ページを参照し て く ださい。

a0001221-en

図 33 ： T-DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ機能によるデータバッ クア ッ プ / 転送

オプシ ョ ン
ﾖﾐｺﾐ ： T-DAT から EEPROM に設定データ を転送し ます。

! 注意 ! 
• EEPROM に保存されている設定データおよびパラ メ ータは上書き されます。

• こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT に有効なデータが含まれている場合に限って使用する こ と ができ

ます。
• こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが EEPROM と同じかそれよ り 新しい場

合に限って実行する こ と ができ ます。 それよ り 古いバージ ョ ンの場合、 再起動後にエラー
メ ッ セージ "TRANSM.SW-DAT" が表示され、 " ﾖﾐｺﾐ " 機能は使用でき な く な り ます。

ﾎｿﾞﾝ ： 
EEPROM から T-DAT へデータ を転送し ます。

FEsc
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XXX.XXX.XX

F F

FF FF
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6.5 機器設定

6.5.1 濃度測定

測定機器は、 3 つの主要変数を同時に測定し ます。
• 質量流量

• 流体密度

• 流体温度

これらの測定変数は、 体積流量、 基準密度 （基準温度における密度） および基準体積流量など、
他のプロセス変数を計算するために使用されます。

オプシ ョ ンの " 濃度測定 " ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージ （F- チッ プ、 ア ク セサ リ ） は、 多 く の追加
密度機能を提供し ます。 これによ り 特別な計算方法を利用でき ます。 特に特殊な密度計算に有
効です。 → 74 ページ
• 固形分を含む体積および質量流量 % （搬送液および固形分）

• 特殊な密度単位への変換 （ブ リ ッ ク ス、 ボー メ 、 API など）

固定計算式による濃度測定

" ﾐﾂﾄﾞ ｷﾉｳ （7000） " 機能によ り 、 多 く の密度を選択する こ と ができ ます。 これらの機能では濃度
計算のために固定された計算式を使用し ます。

密度機能 注記

%-MASS

%-VOLUME

こ の機能を使用する こ と によ り 、 搬送流体と 固形分の質量 % およ び、 体積 % を計算す

る こ と ができ ま す。 基本式（温度補償なし ）：

F06-83x-000

F06-83x-001

D1 = 搬送流体の密度（搬送流体 , 例： 水）

D2 = 固形分の密度（搬送資材 , 例： 石灰紛ある いは測定する 第 2 液化物）

ρ = 全密度の測定

BRIX 水溶性の蔗糖含有量で、 たと えば果物ジュ ース 、 その他の砂糖を含んでいる 溶液を扱

う 食品業界で使用さ れる 密度単位です。

機器は砂糖産業において特に使用さ れる ブリ ッ ク ス 単位表（ICUMSA） を元に計算し

ていま す。

BAUME こ の密度単位は、 主に酸性の溶液（たと えば塩化鉄溶液） のために使用さ れま す。

水よ り 重いか軽いかによ って、 2 つのボーメ ス ケールがあり ま す。

- BAUME > 1 kg/l： 水よ り 比重の高い溶液

- BAUME < 1 kg/l： 水よ り 比重の低い溶液

BALLING

PLATO

醸造所内で液体の比重の計算に一般的に使用さ れま す。 1 BALLING（Plato） は、 1kg 

の砂糖が 99 kg の水に解し ている と き の密度値と 同じ です。 つま り 、 1Balling（Plato）

は、 液体質量の 1% になり ま す。

%-BLACK LIQUOR 製紙産業において黒液のために使用さ れる 濃度単位です。 計算式は、 質量 % と 同じ で

す。

API API（= 米国石油協会）

こ の単位は北米で液化し た石油製品の密度単位と し て使用さ れま す。

Masse [%] = ·100%
·(D2 – D1)�

D2 · (� – D1)

(� – D1)

(D2 – D1)
·100%Volumen =[%]
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a0004598-en

図 34 ： 密度機能の選択と構成
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Brix 等級（蔗糖水溶液密度、kg/m3）

°BRIX 10 ℃ 20 ℃ 30 ℃ 40 ℃ 50 ℃ 60 ℃ 70 ℃ 80 ℃

0 999.70 998.20 995.64 992.21 988.03 983.19 977.76 971.78

5 1019.56 1017.79 1015.03 1011.44 1007.14 1002.20 996.70 989.65

10 1040.15 1038.10 1035.13 1031.38 1026.96 1021.93 1016.34 1010.23

15 1061.48 1059.15 1055.97 1052.08 1047.51 1042.39 1036.72 1030.55

20 1083.58 1080.97 1077.58 1073.50 1068.83 1063.60 1057.85 1051.63

25 1106.47 1103.59 1099.98 1095.74 1090.94 1085.61 1079.78 1073.50

30 1130.19 1127.03 1123.20 1118.80 1113.86 1108.44 1102.54 1096.21

35 1154.76 1151.33 1147.58 1142.71 1137.65 1132.13 1126.16 1119.79

40 1180.22 1176.51 1172.25 1167.52 1162.33 1156.71 1150.68 1144.27

45 1206.58 1202.61 1198.15 1193.25 1187.94 1182.23 1176.14 1169.70
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係数設定型計算式による濃度測定

アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 固定計算式によ る濃度測定 （% 質量、 ブ リ ッ ク スなど） では不可
能な場合があ り ます。 し たがって、 ユーザご と あ るいは用途ご と に濃度計算が必要な場合は、
" ﾐﾂﾄﾞｷﾉｳ （7000） " 機能で " ｶﾍﾝ " を選択し て く ださい。

次の計算機能が、 " ﾓｰﾄﾞ （7021） " で選択でき ます。
• ｼﾂﾘｮｳ % 3 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ

• ﾀｲｾｷ % 3 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ

• ｼﾂﾘｮｳ % 2 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ

• ﾀｲｾｷ % 2 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ

計算式 " ｼﾂﾘｮｳ % 3 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ " または " ﾀｲｾｷ % 3 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ "

この計算式を使用する場合、 関連する 3 つの変数、 つま り 濃度、 密度、 温度 （3 次元） は既知で
あ る （表などによ り ） 必要があ り ます。 濃度は測定された基準によ り 次の式を使って計算されま
す （係数 A0、 A1 などは、 ユーザーによ り 決定されます）。

F06-83x-002

K 濃度

r  現在の測定密度

A0  機能 "A0（7032） " から の値

A1  機能 "A1（7033） " から の値

A2  機能 "A2（7034） " から の値

A3  機能 "A3（7035） " から の値

A4  機能 "A4（7036） " から の値

B1  機能 "B1（7037） " から の値

B2  機能 "B2（7038） " から の値

B3  機能 "B3（7039） " から の値
T  現在の測定温度値（℃）

50 1233.87 1229.64 1224.98 1219.93 1214.50 1208.70 1202.56 1196.11

55 1262.11 1257.64 1252.79 1247.59 1242.05 1236.18 1229.98 1223.53

60 1291.31 1286.61 1281.59 1276.25 1270.61 1264.67 1258.45 1251.88

65 1321.46 1316.56 1311.38 1305.93 1300.21 1294.21 1287.96 1281.52

70 1352.55 1347.49 1342.18 1336.63 1330.84 1324.80 1318.55 1312.13

75 1384.58 1379.38 1373.88 1368.36 1362.52 1356.46 1350.21 1343.83

80 1417.50 1412.20 1406.70 1401.10 1395.20 1389.20 1383.00 1376.60

85 1451.30 1445.90 1440.80 1434.80 1429.00 1422.90 1416.80 1410.50

参考文献 ： A. & L. Emmerich, Technical University of Brunswick ； officially recommended by ICUMSA, 20th session 1990

Brix 等級（蔗糖水溶液密度、kg/m3）

°BRIX 10 ℃ 20 ℃ 30 ℃ 40 ℃ 50 ℃ 60 ℃ 70 ℃ 80 ℃

K = A0 + A1 · + A2 · +A3 · + A4 · +B1 · T + B2 · T + B3 · T� �
2 3 4 2 3

� �
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例 ：

以下の表は参考資料などからの濃度テーブルです。

! 注意 ! 
本機器で使用する濃度計算式の係数は、 密度単位 ： kg/l、 温度単位 ： ℃、 濃度単位は、 小数点形
式 （50% ではな く 0.5） です。 係数 B1、 B2 および B3 はマ ト リ ク ス番号 7037、 7038 および 7039 
に Ｂ1 × 10−3、 Ｂ2 × 10 −6 または Ｂ3 × 10-9 の形式で値を入力する必要があ り ます。

単位変更 ：
密度 （ρ） ： 870 kg/m3 → 0.870 kg/l
温度 （T） ： 20 ℃

上記テーブルから係数を算出 ：
A0 = −2.6057
A1 = 11.642
A2 = −8.8571
A3 = 0
A4 = 0

B1 = −2.7747 ・ 10−3

B2 = −7.3469 ・ 10−6

B3 = 0

計算 ：

F06-83x-002

=  -2.6057 + 11.642 ・ 0.870 +（-8.8571） ・ 0.870 2 + 0 ・ 0.870 3 + 0 ・ 0.870 4 +（-2.7747） ・ 10 -3 ・ 20 

 +（-7.3469） ・ 10 -6 ・ 20 2 + 0 ・ 20 3

=  0.7604

= 76.04%

温度 10 ℃ 15 ℃ 20 ℃ 25 ℃ 30 ℃

密度

825 kg/m3 93.6% 92.5% 91.2% 90.0% 88.7%

840 kg/m3 89.3% 88.0% 86.6% 85.2% 83.8%

855 kg/m3 84.4% 83.0% 81.5% 80.0% 78.5%

870 kg/m3 79.1% 77.6% 76.1% 74.5% 72.9%

885 kg/m3 73.4% 71.8% 70.2% 68.6% 66.9%

900 kg/m3 67.3% 65.7% 64.0% 62.3% 60.5%

915 kg/m3 60.8% 59.1% 57.3% 55.5% 53.7%

K = A0 + A1 · + A2 · +A3 · + A4 · +B1 · T + B2 · T + B3 · T� �
2 3 4 2 3

� �
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計算式 " ｼﾂﾘｮｳ % 2 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ " または " ﾀｲｾｷ % 2 ｼﾞｹﾞﾝﾎｾｲ "

この計算式を使用する場合、 関連する 2 つの変数、 濃度および基準密度 （2 次元） が既知であ る
（表などによ り ） 必要があ り ます。 濃度は測定された基準によ り 次の式を使って計算されます
（係数 A0、 A1 などは、 ユーザーによ り 決定されます）。

F06-83x-003

K  濃度

rref  現在の基準密度

A0  機能 "A0（7032） " から の値

A1  機能 "A1（7033） " から の値

A2  機能 "A2（7034） " から の値

A3  機能 "A3（7035） " から の値
A4  機能 "A4（7036） " から の値

! 注意 ! 
本機器は、 現在測定されている密度と温度によ って基準密度を決定し ます。 基準温度
（" ｷｼﾞｭﾝｵﾝﾄﾞ " 機能） および熱膨張係数 （" ﾈﾂﾎﾞｳﾁｮｳｹｲｽｳ " 機能） を入力する必要があ り ます。
密度測定のために重要なパラ メ ータは、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューでも設定す
る こ と ができ ます。

K = A0 + A1 · + A2 · +A3 · + A4 ·�ref

2 3 4
� � �ref ref ref
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6.5.2 拡張自己診断機能

機器の変化、 た と えば、 計測チューブの付着、 あ るいは腐食や磨耗は、 オプシ ョ ンの " 拡張診
断機能 " ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージ （F- チ ッ プ、 ア ク セサ リ  → 74 ページ） によ って早期に発見
する こ と ができ ます。 通常計測チューブの付着、 腐食、 摩耗などは、 測定誤差を発生させ、 最
終的にシステムエラーを誘発する可能性があ り ます。
拡張診断機能によ り 運転中に多 く のプロセスおよび機器のパラ メ ータ （例 ： 質量流量、 密度 /
基準密度､温度､計測チューブダンピングなど） を記録する こ と ができ ます。
これらの測定値の ト レン ド を分析する こ と によ り 、 " 基準状態 " からの機器の偏差を早期発見
し、 是正する こ と ができ ます。

ト レン ド 分析のための基準値

監視するパラ メ ータの基準値は、 ト レン ド分析のために事前に記録されていなければな り ませ
ん。 これらの基準値は、 再現性のあ る定常状態下で決定されます。 基準値は、 工場での校正時に
初期値と し て記録され、 機器に保存されます。
基準値は、 ユーザー特有のプロセス条件下 （例 ： 測定中も し く はあ るプロセス段階） を基準 と
し て設定する こ と も でき ます （洗浄サイ クルなど）。
基準値は、 " ﾕｰｻﾞｰ ｷｼﾞｭﾝ ｼﾞｮｳﾀｲ " 機能 （7401） によ り 、 機器に記録および保存する こ と ができ
ます。

" 警告 ! 
基準値がない場合は、 プロセス / 機器パラ メ ータの ト レ ン ド分析を実施する こ と はでき ません ! 
基準値は、 一定で変化のないプロセス条件下でのみ決定する こ と ができ ます。

データ確認方法

プロセスおよび機器のパラ メ ータは、 2 つの方法によ り 記録する こ と ができ ます。 → " ﾃﾞｰﾀ 
ｼｭﾄｸﾓｰﾄﾞ " 機能 （7410）
• 選択項目 " ﾃｲｷﾃｷ " ： 機器は、 定期的にデータ を取得し ます。 " ﾃﾞｰﾀ ｼｭﾄｸ ｼﾞｶﾝ " 機能 （7411）

によ り 適切な イ ン ターバル時間を入力し て く ださい。
• 選択項目 " ﾀﾝﾊﾟﾂﾃｷ " ： マニュ アル操作で、 自由な時に選択でき ます。

データ を記録する と きは、 常にプロセス条件が基準値を確定し たプロセス条件 と等しいこ と を
確認し て く ださい。 これによ り 基準値と の偏差が明白にな り ます。

! 注意 ! 
機器内に、 最新の測定値 10 個が、 時間順に保存されます。
データの " 履歴 " は、 機能によ り 呼び出すこ と ができ ます。

自己診断パラメータ 保存データ（パラメータ毎）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

ﾐﾂﾄﾞ

ｷｼﾞｭﾝ ﾐﾂﾄﾞ

ｵﾝﾄﾞ

ﾁｭｰﾌﾞﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙ

ｼﾝﾄﾞｳｼｭｳﾊｽｳﾍﾝﾄﾞｳ

ﾁｭｰﾌﾞﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾍﾝﾄﾞｳ

基準値 → " ｷｼﾞｭﾝﾁ " 機能

最小の値 → "MIN. ﾉ ｱﾀｲ " 機能

最大の値 → "MAX. ﾉ ｱﾀｲ " 機能

最新の測定値 10 個のリ ス ト → " ﾘﾚｷ " 機能

測定値 / 基準値の偏差 → " ｼﾞｯｻｲﾉﾍﾝｻ " 機能

詳細は、 " 機能説明書 " を参照し てく ださ い。
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警告メ ッ セージの発生

必要に応じ て、 診断機能に関係するすべてのプロセス / 機器パラ メ ータに リ ミ ッ ト 値を割 り 当
て る こ と ができ ます。 こ の リ ミ ッ ト 値を超えた場合、 警告 メ ッ セージが発せされます。  
→ " ｹｲｺｸ ﾓｰﾄﾞ " 機能 （7403）
リ ミ ッ ト 値は、 計測システムに基準値からの絶対値 （+/-）、 偏差と し て入力し ます。 
→ " ｹｲｺｸ ﾚﾍﾞﾙ " 機能 （74...）
偏差が発生し機器またはフ ィ ール ド バスに記録される と、 エラー出力する こ と も でき ます。

データの解釈

機器によ り 記録されたデータの解除は、 対象のアプ リ ケーシ ョ ンに大き く 依存し ます。 これは、
ユーザーが、 ユーザー自身によ り 決められるプロセス条件 と プロセスの偏差に対し て深い知識
を持つ必要があ る こ と を意味し ます。
た と えば、 リ ミ ッ ト 機能を使用する場合には、 許容される最小、 最大偏差を知る こ と が特に重
要です。 さ も ない と、 警告 メ ッ セージが、 " 通常運転状態 " において不慮に発せられる危険があ
り ます。

基準状態から外れる理由は、 多々あ り ます。 次の表は、 6 つの診断パラ メ ータについて記述し て
います。

自己診断パラメータ 偏差の発生する理由

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ 基準状態から の偏差はゼロ 点シフ ト の可能性を示し ていま す。

ﾐﾂﾄﾞ たと えば計測チュ ーブの腐食、 摩耗によ り 、 計測チュ ーブが変化し た場合に基準状

態から の偏差が発生し ま す。

ｷｼﾞｭﾝ ﾐﾂﾄﾞ 基準密度は、 密度測定値と 同様に解釈する こ と ができ ま す。 流体温度を完全に一定

に保てない場合、 密度値に代わって基準密度（= 一定温度における 密度、 例： 20 ℃）

よ り 類推する こ と ができ ま す。

基準密度の計算のために要求さ れる パラ メ ータ が正し く 設定さ れている こ と を確認

し てく ださ い（機能 " 基準温度 "、 " 熱膨張係数 "）。

ｵﾝﾄﾞ こ の診断パラ メ ータ を使用し て、 PT 1000 温度センサの機能をチェ ッ ク する こ と が

でき ま す。

ﾁｭｰﾌﾞﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ たと えば、 計測チュ ーブの不純物の堆積、 腐食、 摩耗によ り 、 計測チュ ーブに変化

が生じ た場合に基準状態から の偏差が発生し ま す。

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙ こ の診断パラ メ ータ を使用し て、 センサの信号が対称かど う かを判断でき ま す。

ｼﾝﾄﾞｳｼｭｳﾊｽｳﾍﾝﾄﾞｳ 振動周波数変動に偏差がある 場合、 流体への気泡混入を示唆し ていま す。

ﾁｭｰﾌﾞﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾍﾝﾄﾞｳ チュ ーブダンピ ング変動に偏差がある 場合、 流体への気泡混入を示唆し ていま す。
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6.6 調整

6.6.1 ゼロ点調整

すべてのプロマスは、 最新の技術で校正されています。 この校正によ り 校正されたゼロ点は銘
板に記載されています。  
校正は、 基準条件下で行われています。 → 108 ページ 
ゼロ点調整は一般に、 プロマスには必要ありません。

ゼロ点調整は、 特殊なアプ リ ケーシ ョ ンの場合について、 実行する必要があ り ます。
• 微小流量で、 最高の測定精度を要求する場合

• 極端なプロセス条件または動作条件 （た と えば、 非常に高いプロセス温度または非常に粘度

の高い液体など）

ゼロ点調整時の注意

ゼロ点調整を行 う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。
• ゼロ点調整は、 気体あ るいは固体を含まない液体でのみ実行する こ と ができ ます。

• ゼロ点調整は、 計測チューブを流体で完全に満た し、 流量ゼロ （v = 0 m/s） の状況下で実行し

ます。 例 ： センサの上流側や下流側の遮断バルブあ るいは既存のバルブやゲー ト を使用し て実
行する こ と ができ ます
- 通常運転時 →バルブ 1 および 2 が開
- ポンプ圧力を利用し たゼロ点調整 → バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力を使用し ないゼロ点調整 → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

a0003601

図 35 ： ゼロ点調整と遮断バルブ

" 警告 ! 
• 測定の困難な流体の場合 （例 -  固体あ るいは気体を含む場合）、 ゼロ点調整を繰返し行って

も、 安定し たゼロ点を取得する こ と が困難な場合があ り ます。 こ のよ う な場合は、 弊社サー
ビ スにご連絡 く ださい。

• 以下の機能を使用し て、 現在有効なゼロ点を確認する こ と ができ ます ：

- 現場指示計 ： ホーム画面 → F → R → ｷﾎﾝｷﾉｳ → ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ
- FOUNDATION フ ィ ール ド バス イ ン ターフ ェ イ ス / 設定プロ グ ラ ム ： 変換器ブロ ッ ク →  

" センサーデータ - ゼロ点 （Sensor Data - Zeropoint） " パラ メ ータ

! 注意 ! 
ゼロ点調整は、 以下の手段で実行する こ と ができ ます ：
• FOUNDATION フ ィ ール ド バス設定プロ グ ラ ムによ る変換器ブロ ッ ク

• デ ィ ス ク リ ー ト 出力機能ブロ ッ ク

• 現場指示計 （オプシ ョ ン）

1

2
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設定プログラムによるゼロ点調整の実行

1. 運転条件が安定する まで、 待機し ます。

2. 流れを停止し ます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 使用圧力が正しいかを確認し ます。

5. 設定プロ グ ラ ムを開いてから、 資源ブロ ッ ク を開き ます。
6. WRITE_LOCK パラ メ ータ を使用し てハード ウ ェ ア上書き禁止が無効になっているかど う か

チェ ッ ク し ます ：
- 上書き禁止機能有効 = LOCKED
- 上書き禁止機能無効 = NOT LOCKED
必要に応じ て、 上書き禁止機能を無効にし ます。 → 45 ページ

7. 変換器ブロ ッ ク を開き ます。
8. プロ グ ラ ミ ングモード を有効にし ます ：

- " ア ク セス コード （Access  Code） " パラ メ ータに有効化コード を入力し ます 
（初期値 = 83）。

- これで、 " ア ク セス - ステータ ス " パラ メ ータが " ロ ッ ク解除されたユーザ " を示し ま
す。

9. ゼロ点調整を開始し ます。
- " ゼロ点調整 （Zero Point Adjustment） " パラ メ ータで、 " 開始 （START） " を選択し ます。
- この設定を本フ ィ ール ド機器に送信する こ と によ って、 調整手順を開始し ます。 

計測チューブ内の秒速が 0.1 m/s を超え る と、 エラー メ ッ セージ #731 （調整不能） が、 
" 診断 - 現在の状態 （Diag. - Act.Sys.Condition） " パラ メ ータに表示されます。

10. 設定プロ グ ラ ムを閉じ ます。

現場指示計によるゼロ点調整の実行

1. 運転条件が安定する まで、 待機し ます。

2. 流れを停止し ます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 使用圧力が正しいかを確認し ます。

5. 現場指示計上で、 機能マ ト リ ク スの " ゼロ点調整 " 機能を選択し て く ださい。
基本機能 （G） → プロセスパラ メ ータ （GIA） → 調整 （648） → ゼロ点調整 （6480）

6. 機能マ ト リ ク スがロ ッ ク された状態であ る場合は、 O または S キーを押す と、 自動的にア
ク セス コード を入力する画面が表示されます。 ア ク セス コード （初期設定 = 83） を入力し
て く ださい。

7. O または S を用いて、 " ス ター ト " を選択し、 確認のために F を押し て く ださい。 次の画
面で " ﾊｲ " を選択し、再度確認のため F を押し て く ださい。ゼロ点調整がス ター ト し ます。
- ゼロ点調整が始ま る と、 " ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲｼﾝｺｳﾁｭｳ " と い う メ ッ セージが表示部に  

30 ～ 60 秒間表示されます。
- 計測チューブ内の秒速が 0.1 m/s を超え る と、 エラー メ ッ セージ #731 （調整不能） が表

示部に表示されます。
- ゼロ点調整が完了する と、 " ゼロ点調整 " 機能が再び表示されます。

8. ホーム画面に戻 り ます。
- Esc キー （X ） を 3 秒以上押し続けて く ださい。
- Esc キー （X ） を繰 り 返し押し て く ださい。
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6.6.2 密度調整

密度に依存する算出値のために最適な測定精度を必要とする場合、 密度調整を実行する こ と を
推奨し ます。

1 点密度調整 （1 種類の流体）
以下の場合、 密度調整を行って く ださい。
• 測定密度がラ ボによ る分析値と大き く 差異があ る と き

• 流体の特性が、 工場で設定された測定範囲から外れる と き、 または、 測定機器の校正に使用

する標準的な使用条件
• 一定の条件下において高い精度の密度測定を要求される と き

例 ： リ ンゴジュースのブ リ ッ ク ス密度測定

2 点密度調整 （2 種類の流体）
この密度調整は、 計測チューブに物理的な変化があった場合に必要 と されます （例 ： 堆積、 摩
耗、 腐食などによ る）。 こ のよ う な場合、 計測チューブの共振周波数に影響を及ぼし、 工場で設
定された校正データ と の互換性がな く な り ます。 2 点密度調整は、 これらの機械的変化を考慮
し、 新しい調整済み校正データ を計算し ます。

FF 設定プログラムによる 1 点または 2 点密度調整の実行 ：

" 警告 ! 
• 密度調整は、 た と えば、 流体密度に関する詳細な情報を得ている場合にのみ実行する こ と が

でき ます。
• 目標密度値は、 機器が測定する測定値に対し て偏差 10 ％以内であ る必要があ り ます。

• 目標密度に誤差があ る と、 計算されるすべての算出密度および体積測定に影響を及ぼし ます。

• 密度調整は、 工場出荷時の密度校正値あ るいは弊社サービ スが設定し た校正値を変更する こ

と にな り ます。
• 2 点密度調整は、 互いの目標密度が、 最低 0.2 kg/l 以上異なる場合のみ可能です。 そ う でない

場合は、 エラー メ ッ セージ #731 （調整不能） が、 " 診断 - 現在の状態 （Diag. - Act. Sys. 
Condition） " パラ メ ータに表示されます。

• 以下で説明する機能については、 " 機能説明書 " に詳し く 記載されています。

1. センサを流体で満た し ます。 計測チューブが流体で完全に満た され、 その流体に気泡がな
いこ と を確認し て く ださい。

2. 流体と計測チューブの間の温度差が等し く なる まで待機し ます。 待機する時間は、 流体と
温度レベルによ り 異な り ます。

3. 設定プロ グ ラ ムを開いてから、 資源ブロ ッ ク を開き ます。

4. WRITE_LOCK パラ メ ータ を使用し てハード ウ ェ ア上書き禁止が無効になっているかど う か
チェ ッ ク し ます ：
- 上書き禁止機能有効 = LOCKED
- 上書き禁止機能無効 = NOT LOCKED
必要に応じ て、 上書き禁止機能を無効にし ます。 → 45 ページ

5. 変換器ブロ ッ ク を開き ます。

6. プロ グ ラ ミ ングモード を有効にし ます ：
- " ア ク セス コード （Access  Code） " パラ メ ータに有効化コード を入力し ます 

（初期値 = 83）。
- これで、 " ア ク セス - ステータ ス " パラ メ ータが " ロ ッ ク解除されたユーザ " を示し ま

す。

7. " 調整 - 密度調整モード （Adj. - Dens.Adj.Mode） " パラ メ ータで、 "1 点 （1-Point） " 設定
（1 点密度調整） か "2 点 （2-Point） " （2 点密度調整） を選択し、 その設定を本機器に送信
し ます。

8. " 調整 - 密度設定値 1 （Adj. - Dens.Set.Value 1） " パラ メ ータで、 目標密度値 （DENSITY 
VALUE） を入力し ます （入力範囲 = 現在密度値 ± 10%）。 この値を本機器に送信し ます。
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9. " 調整 - 流体測定値 1 （Adj. - Meas.Fluid 1） " パラ メ ータで、 " 開始 （START） " を選択し、
こ の設定を本機器に送信し ます。 本機器は、 流体 （密度値は既知） の現在の密度を 10 秒間
測定し ます。

10. 2 点密度調整のみ ： " 調整 - 密度設定値 2 （Adj. - Dens.Set.Value 2） " パラ メ ータで、 2 番目
の流体の必要な目標密度値を入力し ます （入力範囲 = 現在密度値 ± 10%）。 この値を本機器
に送信し ます。

11. 2 点密度調整のみ ： " 調整 - 密度設定値 2 （Adj. - Meas.Fluid 2） " パラ メ ータで、 " 開始
（START） " を選択し、 こ の設定を本機器に送信し ます。 本機器は、 2 番目の流体 （密度値
は既知） の現在の密度を 10 秒間測定し ます。

12. " 調整 - 密度調整 （Adj. - Dens.Adjustment） " パラ メ ータで、 " 開始 （START） " を選択し ま
す。 
こ の設定を本機器に送信する こ と によ って、 密度調整手順を開始し ます。 本機器は、 流体
の密度の測定値と目標値を比較し、 新しい密度係数を計算し ます。

13. 密度調整が正し く 行われなかった場合は、 " 密度調整 - 工場設定値の復元 （Density 
Adjustment - Restore Original） " パラ メ ータ を選択し て、 工場出荷時の密度係数に戻すこ と
ができ ます。

14. 設定プロ グ ラ ムを閉じ ます。

現場指示計による 1 点または 2 点密度調整の実行

" 警告 ! 
• 現場での密度調整は、 た と えば、 流体密度に関する詳細な情報を得ている場合にのみ実行す

る こ と ができ ます。
• 目標密度値は、 機器が測定する測定値に対し て偏差 10 ％以内であ る必要があ り ます。

• 目標密度に誤差があ る と、 計算されるすべての算出密度および体積測定に影響を及ぼし ます。

• 2 点密度調整は、 互いの目標密度が、 最低 0.2 kg/l 以上異なる場合のみ可能です。 そ う でない

場合は、 エラー メ ッ セージ #731 （調整不能） がデ ィ スプレ イに表示されます。
• 密度調整は、 工場出荷時の密度校正値あ るいは弊社サービ スが設定し た校正値を変更する こ

と にな り ます。
• 以下で説明する機能については、 " 機能説明書 " に詳し く 記載されています。

1. センサを流体で満た し ます。 計測チューブが流体で完全に満た され、 その流体に気泡がな
いこ と を確認し て く ださい。

2. 流体と計測チューブの間の温度差が等し く なる まで待機し ます。 待機する時間は、 流体と
温度レベルによ り 異な り ます。

3. 現場指示計を使用し て、 機能マ ト リ ク スで " 密度調整 " 機能を選択し、 以下の手順に従っ
て密度調整を行って く ださい。
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機能番号 機能名称 選択／入力（ S または O ）
（次の機能へ進む：F を押す ）

6482 ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ P  を使用し 、 1 点調整ま たは 2 点調整を選択し ま す。

! 注意 ! 

機能マト リ ク ス がロ ッ ク 状態である 場合は、 P を押すと 、 自動

的にアク セス コ ード を入力する 画面が表示さ れま す。 アク セス

コ ード を入力し てく ださ い。

6483 ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲﾁ 1 P を使用し て、 最初の流体の目標密度を入力し 、 F を押し てこ

の値を保存し てく ださ い（入力レ ンジ = 密度の測定値± 10%）

▼

6484 ﾘｭｳﾀｲﾐﾂﾄﾞ ｿｸﾃｲ 1 P を使用し て、 " ｽﾀｰﾄ " を選択し 、 確認のために F を押し てく

ださ い。

表示部に " ﾘｭｳﾀｲﾐﾂﾄﾞ ｿｸﾃｲ ｼﾝｺｳﾁｭｳ " と いう メ ッ セージが 

約 10 秒間表示さ れま す。

こ の間に、 プロ マス は、 最初の流体（密度値は既知である ） の

現在の密度を測定し ま す。

▼

2 点密度調整時のみ：

6485 ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲﾁ 2 P を使用し て、 2 番目の流体の目標密度を入力し 、 F を押し て

こ の値を保存し てく ださ い（入力レ ンジ = 密度の測定値± 

10%）。

6486 ﾘｭｳﾀｲﾐﾂﾄﾞ ｿｸﾃｲ 2 P を使用し て、 " ｽﾀｰﾄ " を選択し 、 確認のために F を押し てく

ださ い。

表示部に " ﾘｭｳﾀｲﾐﾂﾄﾞ ｿｸﾃｲ ｼﾝｺｳﾁｭｳ " と いう メ ッ セージが 

約 10 秒間表示さ れま す。

こ の間に、 プロ マス は、 2 番目の流体（密度値は既知である ）

の現在の密度を測定し ま す。

▼

6487 ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ P を押し て、 " ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し 、 F を押し てく ださ い。

プロ マス は、 密度の測定値と 目標値を比較し 、 新し い密度係数

を計算し ま す。

6488 ｼｮｷﾁ ﾆ ﾓﾄﾞﾙ 密度調整が正し く 行われなかった場合は、 " ｼｮｷﾁ ﾆ ﾓﾄﾞﾙ " 機能

を選択し 、 工場出荷時の密度係数に戻すこ と ができ ま す。

▼

ホーム画面に戻り ま す。

→ Esc キー（X ） を 3 秒以上押し 続けてく ださ い。

→ Esc キー（X  ） を繰り 返し 押し てく ださ い。 → 機能マト リ ク ス から 順次抜け出し ま す。
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6.7 気体測定

本測定機器は、 液体の流量計測に適し ているだけではあ り ません。 コ リ オ リ の原理に基づき質
量を直接測定するため、 気体の流量を計測する こ と も でき ます。 

! 注意 ! 
• 気体測定モード では、 質量および基準体積流量のみ計測および出力を行 う こ と ができ ます。  

密度および体積を直接測定する こ と はでき ません。
• 気体測定の流量範囲および測定精度は、 液体測定時の精度と は異な り ます。

FF 設定プログラムによる気体測定の機能設定 ：

1. 設定プロ グ ラ ムを開いてから、 資源ブロ ッ ク を開き ます。

2. WRITE_LOCK パラ メ ータ を使用し てハード ウ ェ ア上書き禁止が無効になっているかど う か
チェ ッ ク し ます ：
- 上書き禁止機能有効 = LOCKED
- 上書き禁止機能無効 = NOT LOCKED

必要に応じ て、 上書き禁止機能を無効にし ます。 → 45 ページ

3. 変換器ブロ ッ ク を開き ます。

4. プロ グ ラ ミ ングモード を有効にし ます ：
- " ア ク セス コード （Access  Code） " パラ メ ータに有効化コード を入力し ます 

（初期値 = 83）。
- これで、 " ア ク セス - ステータ ス " パラ メ ータが " ロ ッ ク解除されたユーザ " を示し ま

す。

5. 気体の圧力が低圧でも機器が流量を測定でき る よ う に、 パイプの空検知機能を無効にする
必要があ り ます。 
し たがって、 "EPD - パイプの空検知 （EPD - Empty Pipe Detection） " パラ メ ータ をオフに
設定し ます。

6. 気体の流量を計測する場合は、 質量流量が少ないため、 ローフ ローカ ッ ト オフを使用し な
いこ と を推奨し ます。 
し たがって、 " ローフ ローカ ッ ト オフ - 割 り 当て （Low Flow Cut Off - Assign） " パラ メ ータ
をオフに設定し ます。

7. " ローフ ローカ ッ ト オフ - 割 り 当て （Low Flow Cut Off - Assign） " パラ メ ータがオフに設定
されていた場合は、 以下のパラ メ ータ を次のよ う に設定し ます ：
- " ローフ ローカ ッ ト オフ - オン設定値 （Low Flow Cut Off - On-Value） " パラ メ ータ ： 気体

測定の流量が少ないため、 ス イ ッチオンの値 （= ローフ ローカ ッ ト オフ） も それに応じ
て小さ な値でなければな り ません。 
推奨設定 ： 0.0000 [ 単位 ]

- " ローフ ローカ ッ ト オフ - オフ設定値 （Low Flow Cut Off -Off-Value） " パラ メ ータ ： ス
イ ッチオンの値を基準と し て ヒ ステ リ シス を % でス イ ッチオフの値に入力し て く ださい。

初期値 ： 50%

気体の基準体積流量測定 ：
質量流量 （単位 kg/h など） ではな く 、 基準体積流量 （Nm3/h など） を測定し、 出力と し て使用
する場合、 特定のパラ メ ータ を設定する必要があ り ます。 手順は以下の とお り です ：

8. " システム単位 - キジュ ン タ イセキ FL タ ン イ （System Unit - Corr.Volume Flow） " パラ メ ー
タで、 基準体積流量の単位を選択し ます。

9. " システム単位 - 基準密度 （System Unit - Ref. Density） " パラ メ ータで、 基準密度の単位を
選択し ます。

10. " キジュ ンパラ メ ータ - キジュ ン タ イセキエンザン （Ref.Param. - Corr. Vol.Calculation） " 
パラ メ ータ を " コテ イ キジュ ン ミ ツ ド （Fixed Ref.Density） " に設定し ます。

11. " キジュ ンパラ メ ータ - コ テ イ キジュ ン ミ ツ ド （Reference Param. - Fixed Reference Density）
" パラ メ ータに、 気体固有の基準密度 （= 基準温度 と基準圧力での密度） の値を入力し ま
す。 
空気の例 ： 基準密度 = 1.2928 kg/Nm3 （0 ℃、 1.013 bar 時）

!  注意 ! 
基準体積流量は、 他の機能ブロ ッ クや上位のプロセス制御システムに、 プロセス変数と し
て転送する こ と もでき ます。 アナロ グ入力機能ブロ ッ ク で必要な設定にも注意し て く ださ
い （マニュ アル " 機能説明書 " を参照）。

12. 設定プロ グ ラ ムを閉じ ます。
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現場指示計による気体測定の機能設定

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " キ タ イ ケ イ ソ ク " を参照 → 55 ページ

6.8 破裂板

破裂板が内蔵されたセンサハウジングがオプシ ョ ンで用意されています。

# 危険 ! 
• 破裂板の機能や作動が機器の妨げにな ら ないよ う 注意し て く ださ い。 ハウジング内の破裂過

圧は、 表示ラベルに示されています。 破裂板が破裂し た場合、 損傷が発生し ないよ う 適切な
予防措置を講じ、 また人命に対する危険性を考慮し て く ださ い。
破裂板 ： 破裂圧力 10 ～ 15 bar

• 破裂板が使用された場合、 ハウジングにはもはや保護容器機能がないこ と にご注意 く ださ い。

• 接続を開放し た り 、 破裂板を取 り 外し た り し ないで く ださ い。

" 警告 ! 
• 破裂板をオプシ ョ ンのスチームジ ャ ケ ッ ト と組み合わせて使用する こ と はでき ません 

（プロマス A を除 く ）。
• 既存の接続ノ ズルは、 洗浄機能や圧力モニタ リ ング機能には対応し ません。

! 注意 ! 
• 設定を行 う 前に、 破裂板の輸送保護を外し て く ださい。

• 表示ラベルにご注意 く ださい。

6.9 パージ / 圧力モニタ リ ング接続

センサハウジングは内部の電子部品および機構部を保護し、 乾性窒素が充填されています。 更に
プロマス E を除き、 センサハウジングの仕様圧力まで保護容器と し て利用する こ と も でき ます。

# 危険 ! 
プロセス圧力がセンサハウ ジング仕様圧力よ り 大きい場合、 センサハウ ジングを保護容器 と し
て利用する こ と はでき ません。 腐食性流体などの測定によ り 計測チューブに問題が発生する可能
性があ る場合、 圧力モニタ リ ング接続のあ るセンサハウ ジング （オプシ ョ ン） を使用する こ と を
推奨し ます。 計測チューブが故障し た場合、 センサハウ ジング内に溜ま った流体はこの接続を
経由し て容器外に排出する こ と ができ ます。 これは同時に、 ハウジングに異常を も た らす機械的
な過負荷の危険性を軽減し、 危険度の増加を察知する こ と ができ ます。 こ の接続は、 ガスパージ
（ガス検知） のために使用する こ と も でき ます。

パージ / 圧力モニタ リ ング接続を装備し たセンサの取 り 扱いに関し ては、 下記の指示を守って
く ださい ：
• センサハウジングに乾性不活性ガス を充填する と き以外は、 パージ / 圧力モニ タ リ ング接続を

開けないよ う にし て く ださい。
• パージは必ず、 低圧で行って く ださい。 最大圧力 ： 5 bar
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6.10 データ 記憶装置（ HistoROM）、 F- チッ プ

エン ド レ スハウザー社では、 HistoROM と い う 言葉を、 プロセスおよび測定機器のデータの保存
先と な る様々なタ イプのデータ ス ト レージモジュールを指す言葉 と し て使用し ています。 こ のモ
ジ ュールの取付け と取外し を行 う こ と で、 機器設定を他の測定機器上に複製し、 1 つの実例のみ
を引用する こ と ができ ます。

6.10.1 HistoROM/S-DAT （センサ -DAT）

S-DAT は、 交換可能なデータ記憶機器であ り 、 センサに関連するすべてのパラ メ ータ、 つま り
口径、 シ リ アル番号、 校正フ ァ ク タ、 ゼロ点がこ こに保存されます。

6.10.2 HistoROM/T-DAT （変換器 -DAT）

T-DAT は、 変換器に関するすべてのパラ メ ータおよび設定値を保存し ている交換可能なデータ
記憶装置です。
パラ メ ータ設定を EEPROM から T-DAT への保存、 あ るいはその逆の操作は、 ユーザーが行 う
必要があ り ます （= マニュ アル操作によ るバッ ク ア ッ プ機能）。 関連機能 （T-DAT 保存 / 読み込
み） とデータ管理の正確な手順については、 57 ページを参照し て く ださい。

6.10.3 F- チ ッ プ （フ ァ ン クシ ョ ンチ ッ プ）

F- チッ プは、 変換器の機能およびアプ リ ケーシ ョ ンを拡張する追加ソ フ ト ウ ェアを含むマイ ク
ロプロセ ッ サチッ プです。
購入後にア ッ プグレード し たい場合でも、 F- チッ プをア ク セサ リ と し て注文でき、 I/O 基板に
差込装着する こ と によ り 簡単にご利用いただけます。 ス ター ト ア ッ プ後、 ただちに当該ソ フ ト
ウ ェアは利用可能と な り ます。
ア ク セサ リ  → 74 ページ
入出力ボードへの差込み → 91 ページ

" 警告 ! 
割 り 当てを明確にするため、 F- チッ プ は差込装着後、 変換器のシ リ アル番号によ り コード化さ
れます。 よ って、 一度他の測定装置に使用された F- チ ッ プは他の機器に再使用する こ と はでき
ません。
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7 メ ンテナンス
プロマス 83 は、 特別な保守を必要 と し ません。

7.1 外部洗浄

機器の外部を洗浄する場合は、 必ずハウジング と シールの表面に傷をつけない洗浄剤を使用し
て く ださい。

7.2 ピグ洗浄（ プロマス H、 I、 S、 P）

洗浄にピグを使用する場合は、 計測チューブおよびプロセス接続の内径を必ず考慮し て く ださ
い。 技術仕様書を参照し て く ださい。 → 132 ページ

7.3 シールの交換

通常の状態では、 プロマス A およびプロマス M センサの接液する シールは、 交換する必要があ
り ません。 腐食性流体でシール材質に適合し ない場合および衛生上必要な場合のみシールの交換
が必要と な り ます。

! 注意 ! 
• CIP/SIP 洗浄の場合の交換周期は、 流体特性および洗浄の頻度によ り 異な り ます。

• 交換シール （ア ク セサ リ ）
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8 ア クセサリ
弊社は各種ア ク セサ リ をご用意し てお り ます。 オーダーコード に関する詳細は弊社サービ スにお
問い合せ く ださい。

8.1 機器固有のアク セサリ

8.2 測定原理固有のアク セサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

プロ マス  83 変換器 

FOUNDATION  

フ ィ ールド バス

交換用ある いは在庫用変換器。 オーダーコ ード を

使用し て以下の仕様を決定し ま す。

- 防爆認証

- 保護等級 / バージョ ン

- ケーブルグラ ンド

- 表示部 / 電源 / 校正

- ソ フ ト ウ ェ ア

- 出力 / 入力

83XXX - XXXXX * * * * * *

プロ マス  83 

FOUNDATION  

フ ィ ールド バス 用ソ フ ト

ウ ェ アパッ ケージ

F- チッ プ の追加ソ フ ト ウ ェ アは、 個別に注文でき

ま す。

- 診断機能

- 濃度測定機能

- 粘度

DK8SO - *

アクセサリ 内容 オーダーコード

変換器取付セッ ト 分離型用変換器の取付セッ ト 。 以下の取付けが可

能です。

- 壁取付

- 柱取付

- 制御盤取付

アルミ ニウ ムフ ィ ールド ハウ ジングの取付セッ ト

配管取付けに最適（3/4" ～ 3"）

DK8WM - *

プロ マス  A センサ用  

柱取付セッ ト

プロ マス  A センサ用の柱取付セッ ト DK8AS - * *

プロ マス  A センサ用  

アダプタ

プロ マス  A センサ用アダプタ セッ ト の構成は 

下記の通り です：

- 2 個のプロ セス 接続

- シール

DK8MS - * * * * * *

センサ用シールセッ ト プロ マス  M およ びプロ マス  A のシールの 

定期交換用

1 セッ ト は 2 個のシールで構成さ れま す。

DKS - * * *
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8.3 サービス関連のアク セサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

アプリ ケータ 流量計の選択およ びサイ ジング用ソ フ ト ウ ェ ア 

アプリ ケータ は、 イ ンタ ーネッ ト から ダウ ンロ ー

ド する 、 ある いは、 CD-ROM を注文し て PC にイ

ンス ト ールする こ と ができ ま す。

詳細は、 弊社のサービ ス にお問い合せく ださ い。

DXA80 - *

フ ィ ールド チェ ッ ク 現場で流量計をテス ト する ためのテス タ / シミ ュ

レ ータ 。

"FieldCare" ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージと 共に使用す

れば、 テス ト 結果をデータ ベース に取込み印刷、

ある いは正式な証明書への使用が可能です。

詳細は、 弊社のサービ ス にお問い合せく ださ い。

50098801

Fieldcare FieldCare は、 エンド レ ス ハウ ザー社製 FDT ベー

ス のプラ ント アセッ ト マネジメ ント ツールです。 

本ツールを使用し て、 ループ内にある イ ンテリ

ジェ ント フ ィ ールド 機器の設定およ びデータ 管理

が可能です。 ス テータ ス 情報を利用する こ と によ

り 、 簡単かつ効果的に機器のス テータ ス や状態を

監視し ま す。

詳細は、 弊社のサービス に 

お問い合わせく ださ い

www.endress.com

FXA193 FXA193 は、設定のために機器を FieldCare 経由で 

PC に接続する サービ ス イ ンタ ーフ ェ イ ス です。

FXA193 - *

メ モグラ フ  M グラ

フ ィ ッ ク ディ ス プレ

イ レ コ ーダ

メ モグラ フ  M グラ フ ィ ッ ク ディ ス プレ イ レ コ ーダ

には、 関連プロ セス 変数についての情報がすべて

表示さ れま す。 こ れによ り 、 測定値の正確な記

録、 リ ミ ッ ト 値の監視、 測定地点の解析を行いま

す。 データ は、 256 MB の内部メ モリ に保存さ れ、

DSD カード や USB ス ティ ッ ク にも 保存さ れま す。

ReadWin® 2000 PC ソ フ ト ウ ェ アが標準パッ ケージ

と し て含ま れていま す。 こ のソ フ ト ウ ェ アは、 取

り 込んだデータ の設定 / 表示 / アーカイ ブに使用

し ま す。

RSG40-************
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラ ブルシュ ーティ ングについて

ス ター ト ア ッ プ後または操作中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト
ラブルシ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 以下の手順を実行する こ と によ り 、 適切な対策を
取る こ と ができ ます。

" 警告 ! 
重大な故障の場合は、 弊社に返却し て く ださい。 流量計を弊社に返却する前に、 重要な処理手順
を行って く ださい。 → 8 ページ
必ず " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、 それを流量計に同封し て く ださい。 "
安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

表示部のチェック

何も 表示さ れず、 FF ホ

ス ト シス テムへの接続

も ない。

1. 電源確認 → 端子 1、 2

2. 電源用ヒ ュ ーズの確認 → 96 ページ

AC 85 ～ 260 V： 0.8 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

AC 20 ～ 55 V およ び DC 16 ～ 62 V： 2 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

3. 電子部品欠陥 → ス ペアパーツ 注文 → 91 ページ

何も 表示さ れないが、

FF ホス ト シス テムへの

接続は確立さ れている 。

1. 表示モジュ ールのリ ボンケーブルコ ネク タ ーが、 アンプ基板に正し く 挿入

さ れている かの確認 → 91 ページ

2. 表示モジュ ールの欠陥 → ス ペアパーツ注文 → 91 ページ

3. 電子部品欠陥 → ス ペアパーツ注文 → 91 ページ

表示部の言語が不明な

言語。

電源をオフ にし ま す。 本測定機器の O/S キーを押し たま ま 電源をオンにし てく

ださ い。 テキス ト が、 最大のコ ント ラ ス ト でかつ、 英語で表示さ れま す。

測定値は表示さ れる が、

FF ホス ト シス テムと の

接続を確立する こ と が

でき ない。

電子部品欠陥 → ス ペアパーツ 注文 → 91 ページ

▼

表示部上のエラーメッセージ

設定ある いは測定動作中に発生する エラ ーは、 すぐ に表示さ れま す。 エラ ーメ ッ セージには各種のアイ コ

ンがあり 、 こ れら のアイ コ ンの意味は、 次の通り です（例）：

- エラ ータ イ プ：  S = シス テムエラ ー、 P = プロ セス エラ ー

- エラ ーメ ッ セージタ イ プ： $ = アラ ームメ ッ セージ、 ! = 注意メ ッ セージ

- ěĵĖļĶċđ ĚļČđĞĐ = エラ ーの内容、 例： 流体が均質でない

- 03：00：05  = エラ ー発生の継続時間（時間、 分およ び秒）

- # 702 = エラ ー番号

" 警告 ! 

詳細は、 42 ページを参照し てく ださ い。

シス テムエラ ー（機器エラ ー） が発生 → 81 ページ

プロ セス エラ ー（アプリ ケーショ ンエラ ー） が発生 → 88 ページ

▼

フィールドバスホストシステムへの接続エラー

フ ィ ールド バス ホス ト シス テムと 本測定機器と の間で接続を行う こ と ができ ない。

次の点をチェ ッ ク し てく ださ い。

電源電圧

変換器

供給電圧をチェ ッ ク し てく ださ い。 →  端子 1/2 

 

 

 

 

 

（次ページに続く ）
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機器のヒ ュ ーズ

（続き ）

電源用ヒ ュ ーズの確認 → 96 ページ

AC 85 ～ 260 V： 0.8 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

AC 20 ～ 55 V およ び DC 16 ～ 62 V： 2 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

フ ィ ールド バス の接続 データ ケーブルをチェ ッ ク し てく ださ い：

端子 26 = FF +

端子 27 = FF −

フ ィ ールド バス  

コ ネク タ

（オプショ ン） 

• ピ ン割り 付け / 配線をチェ ッ ク し てく ださ い。 → 32 ページ

• コ ネク タ / フ ィ ールド バス ポート 間の接続をチェ ッ ク し てく ださ い。

連結リ ングは正し く 締め付けら れている かチェ ッ ク し てく ださ い。

フ ィ ールド バス の電圧 最低バス 電圧 DC 9 V が端子 26/27 に出力さ れている かチェ ッ ク し てく ださ い。

許容範囲：  DC 9 ～ 32 V

ネッ ト ワ ーク の構造 フ ィ ールド バス の許容長さ と 支線数をチェ ッ ク し てく ださ い。 → 27 ページ

基本電流 最低 12 mA の基本電流がある かチェ ッ ク し てく ださ い。

バス アド レ ス バス アド レ ス をチェ ッ ク し てく ださ い（重複し て割り 付けていないか確認する ）

バス の終端 FOUNDATION フ ィ ールド バス  H1 ネッ ト ワ ーク を正し く 終端処理し ている か

チェ ッ ク し てく ださ い。

各バス セグメ ント は必ず、 バス 終端器で両端（始点と 終点） を終端さ せる 必要

があり ま す。 適切に終端さ せていないと 、 データ 転送に干渉が生じ ま す。

消費電流、 許容供給電

流

バス セグメ ント の消費電流をチェ ッ ク し てく ださ い：

バス セグメ ント の消費電流（= すべてのフ ィ ールド バス 装置の基本電流の合計）

は、 フ ィ ールド バス 電源供給の最大許容電流を超えてはなり ま せん。

デバイ ス 記述（DD） 製造メ ーカー固有のパラ メ ータ へアク セス でき ない場合は、 DD をイ ンス ト ール

し てく ださ い。

! 注意 ! 

フ ィ ールド 機器をホス ト シス テムにリ ンク する ために、 必ず正し いシス テム

フ ァ イ ルを使用する よ う にし てく ださ い。 以下の機能 / パラ メ ータ から 、 適切

なバージョ ン情報を呼び出すこ と ができ ま す。

現場指示計：

• ホーム画面 → ｷﾎﾝｷﾉｳ → FOUND. FIELDBUS → ｼﾞｮｳﾎｳ → ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ

（6243）

• ホーム画面 → ｷﾎﾝｷﾉｳ → FOUND. FIELDBUS → ｼﾞｮｳﾎｳ → DD ﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ（6244）

FF 設定プロ グラ ム：

• 資源ブロ ッ ク  → パラ メ ータ  DEV_REV

• 資源ブロ ッ ク  → パラ メ ータ  DD_REV

例（現場指示計）：

デバイ ス 改訂番号（6243） 機能の表示 → 04

DD 改訂番号（6244） 機能の表示 → 01

必要なデバイ ス 記述フ ァ イ ル（DD） → 0401.sym / 0401.ffo

▼

機能ブロックの設定に関する問題

変換器ブロ ッ ク ：

運転モード を AUTO

（自動） に設定する こ と

ができ ない。

資源ブロ ッ ク の運転モード が AUTO（自動） モード になっている かチェ ッ ク し

てく ださ い。 →  パラ メ ータ グループ MODE_BLK / パラ メ ータ  TARGET。

（次ページに続く ）
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アナロ グ入力フ ァ ンク

ショ ンブロ ッ ク ： 運転

モード を AUTO（自動）

に設定する こ と ができ

ない。

（続き ）

こ れには、 複数の理由がある 可能性があり ま す。 以下を順にチェ ッ ク し てく だ

さ い。

1. アナロ グ入力フ ァ ンク ショ ンブロ ッ ク の運転モード が AUTO（自動） モード

になっている かチェ ッ ク し てく ださ い。 → パラ メ ータ グループ MODE_BLK 

/ パラ メ ータ  TARGET。 

モード が AUTO（自動） モード ではなく 、 AUTO（自動） モード にする こ と

ができ ない場合は、 ま ず、 以下をチェ ッ ク し てく ださ い。

2. CHANNEL パラ メ ータ （プロ セス 変数の選択） がアナロ グ入力機能ブロ ッ ク

で設定さ れている こ と を確認し てく ださ い → 91 ページ。 選択 "CHANNEL 

= 0"（未初期化） は無効です。

3. XD_SCALE パラ メ ータ グループ（入力範囲、 単位） がアナロ グ入力機能ブ

ロ ッ ク で設定さ れている こ と を確認し てく ださ い。 → 91 ページ（設定例あ

り ）。

" 警告 ! 

選択し た単位が、 CHANNEL パラ メ ータ で選択し たプロ セス 変数に適し てい

る こ と を確認する 。 適し ていない場合は、 パラ メ ータ  BLOCK_ERROR にエ

ラ ーメ ッ セージ "Block Configuration Error（ブロ ッ ク 設定エラ ー） " が表示

さ れま す。 こ の状態では、 ブロ ッ ク の運転モード を AUTO（自動） に設定

する こ と はでき ま せん。

アナロ グ入力フ ァ ンク

ショ ンブロ ッ ク ： 運転

モード を AUTO（自動）

に設定する こ と ができ

ない。

4. L_TYPE パラ メ ータ （リ ニアラ イ ゼーショ ンのタ イ プ） がアナロ グ入力機能

ブロ ッ ク で設定さ れている こ と を確認し てく ださ い。 → 91 ページ

" 警告 ! 

リ ニアラ イ ゼーショ ンタ イ プが "Direct（直接） " の場合、 パラ メ ータ グルー

プ OUT_SCALE のス ケーリ ングが、 パラ メ ータ グループ XD_SCALE のも の

と 一致し ている こ と を確認し てく ださ い。 設定が不適切な場合、 パラ メ ー

タ  BLOCK_ERROR に、 エラ ーメ ッ セージ "Block Configuration Error（ブロ ッ

ク 設定エラ ー） " が表示さ れま す。 こ の状態では、 ブロ ッ ク の運転モード を 

AUTO（自動） に設定する こ と はでき ま せん。 設定例 → 91 ページ

5. 資源ブロ ッ ク の運転モード が AUTO（自動） モード になっている かチェ ッ

ク し てく ださ い。 →  パラ メ ータ グループ MODE_BLK / パラ メ ータ  

TARGET。

6. 機能ブロ ッ ク が正し く 相互接続さ れている こ と 、 ま たシス テム設定が

フ ィ ールド バス ス テーショ ンへ送信さ れている こ と を確認し てく ださ い。

→ 91 ページ

アナロ グ入力機能ブ

ロ ッ ク ：  運転モード は 

AUTO（自動） に設定さ

れている が AI 出力値 

OUT のス テータ ス が、

BAD（不良） ま たは 

UNCERTAIN（不明） で

ある 。

1. こ の変換器ブロ ッ ク の運転モード が AUTO（自動） に設定さ れている こ と

をチェ ッ ク し てく ださ い。 →  MODE_BLK パラ メ ータ グループ / TARGET パ

ラ メ ータ

各種 CHANNEL パラ メ ータ （→ 103 ページ） を使用する こ と によ って、 こ

の変換器ブロ ッ ク は自動運転モード に設定さ れま す。

2. エラ ーが、 " 診断 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ンデッ ク ス ：  1600） で保留中で

ある かチェ ッ ク し てく ださ い。 →  " 診断 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ンデッ

ク ス ：  1600） →  
" 診断 - 現在の状態（Diag. - Act.Sys.Condition） " パラ メ ータ

エラ ーメ ッ セージ → 80 ページ

パラ メ ータ が変更でき

ない、 ま たはパラ メ ー

タ への書き 込みアク セ

ス 手段がない。

1. 値ま たは設定の表示専用のパラ メ ータ は変更でき ま せん！

2. ハード ウ ェ ア上書き 禁止機能が有効になっている  →  上書き 禁止機能を無効

にし ま す。 → 91 ページ

! 注意 ! 

資源ブロ ッ ク のパラ メ ータ  WRITE_LOCK を使用し て、 ハード ウ ェ ア上書き

禁止機能が有効か無効かチェ ッ ク する こ と ができ ま す：  LOCKED = 上書き

禁止機能有効（有効） UNLOCKED = 上書き 禁止機能なし （無効）

3. こ のブロ ッ ク の運転モード では変更する こ と ができ ない。 OOS（運転休止

中） でも  MAN（手動） モード でも 変更でき る のは、 特定のパラ メ ータ だけ

です。 

→ ブロ ッ ク の運転モード を適切なモード に設定し ま す → MODE_BLK パラ

メ ータ グループ。

4. 入力が、 そのパラ メ ータ に指定さ れた入力範囲外にある 。

→  適切な値を入力する 。

→  必要に応じ て、 入力範囲を大き く し ま す。

5. 変換器ブロ ッ ク ：  プロ グラ ミ ングレ ベルが有効になっていない → " アク セ

ス  - コ ード （Access - Code） " パラ メ ータ にコ ード を入力する か、 サービ ス

パラ メ ータ のサービス コ ード によ って有効にし てく ださ い。

（次ページに続く ）
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変換器ブロ ッ ク ：  製造

メ ーカー固有のパラ

メ ータ が表示さ れない。

（続き ）

DD（Device Description） フ ァ イ ルがホス ト シス テムま たは設定プロ グラ ム に

ロ ード さ れていない →  設定シス テムにフ ァ イ ルをロ ード し てく ださ い。

DD の参照先 → 91 ページ

! 注意 ! 

フ ィ ールド 機器をホス ト シス テムにリ ンク する ために、 必ず正し いシス テム

フ ァ イ ルを使用する よ う にし てく ださ い。 以下の機能 / パラ メ ータ から 、 適切

なバージョ ン情報を本測定機器に呼び出すこ と ができ ま す：

現場指示計：

• ホーム画面 → ｷﾎﾝｷﾉｳ → FOUND. FIELDBUS → ｼﾞｮｳﾎｳ → ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ

（6243）

• ホーム画面 → ｷﾎﾝｷﾉｳ → FOUND. FIELDBUS → ｼﾞｮｳﾎｳ → DD ﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ（6244）

FF 設定プロ グラ ム：

• 資源ブロ ッ ク  → パラ メ ータ  DEV_REV

• 資源ブロ ッ ク  → パラ メ ータ  DD_REV

例（現場指示計）：  デバイ ス 改訂番号（6243） 機能の表示 → 04DD リ ビ ジョ ン 

（6244） 機能の表示 → 01 必要なデバイ ス 記述 

フ ァ イ ル（DD） → 0401.sym / 0401.ffo

アナロ グ入力機能ブ

ロ ッ ク ：  GOOD（良好）

ス テータ ス にも かかわ

ら ず、 出力値 OUT が更

新さ れない。

シミ ュ レ ーショ ンが作動し ている  →   シミ ュ レ ーショ ンをパラ メ ータ グループ 

SIMULATE で無効にし てく ださ い。

エラーメッセージ 

FF 設定プロ グラ ムのエラ ーメ ッ セージ → 80 ページ

現場指示計のエラ ーメ ッ セージ → 80 ページ

▼

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラ ーが発生 診断と 調整→ 90 ページ
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9.2 システム / プロセスエラ ーメ ッ セージ 

一般情報

本流量計では、 現在のシステムエラーと プロセスエラーが事前定義されたアルゴ リ ズムに従っ
て 2 つのエラー メ ッ セージ タ イプに割 り 当て、 それに応じ て これらのエラーを分類し ています ：

エラー メ ッ セージタ イプ " ア ラーム メ ッ セージ " ：
• こ のタ イプの メ ッ セージでは、 測定が直ちに中断され、 停止し ます。

• FOUNDATION フ ィ ール ド バスに関する表示 → ア ラーム メ ッ セージは、 出力値 OUT （AI ブ

ロ ッ ク） のステータ ス "BAD （不良） " によ って、 後続の機能ブロ ッ ク または上位のプロセス
制御システムに転送されます。 

• 現場指示計 → 稲光シンボル （$） が表示されます。

エラー メ ッ セージタ イプ " 注意 メ ッ セージ " ：
• こ の メ ッ セージでは、 メ ッ セージが表示されて も測定は継続されます。

• FOUNDATION フ ィ ール ド バスに関する表示 → 注意 メ ッ セージは、 出力値 OUT （AI ブロ ッ

ク） のステータ ス "UNCERTAIN （不明） " によ って、 後続の機能ブロ ッ ク または上位のプロセ
ス制御システムに転送されます。 

• 現場指示計 → 感嘆符 （!） が表示されます。

モジ ュールの欠陥など、 重大なシステムエラーは、 常に、 機器によ り 、 " ア ラーム メ ッ セージ " 
と し て分類され、 表示されます。 一方、 " 流量 " 変換器ブロ ッ ク のシ ミ ュ レーシ ョ ン、 およびポ
ジテ ィ ブゼロ リ ターンは、 " 注意 メ ッ セージ " と し てのみ識別されます。

FF 設定プログラムのエラー メ ッ セージ → 81 ページ

システムエラーと プロセスエラーは、 変換器ブロ ッ ク で認識、 報告されます。 このよ う なエ
ラーは、 Foundation フ ィ ール ド バスの仕様によ り 以下のパラ メ ータ を通し て表示されます。
• BLOCK_ERR

• 変換器エラー

" 診断 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ンデッ ク ス ： 1600） では、 エラーの詳細な理由と、 機器の状態
メ ッ セージが、 " 診断 - 現在の状態 （Diag. - Act.Sys.Condition） " パラ メ ータ （製造 メ ーカ固有）
によ って表示されます。 → 表

現場指示計のエ ラー メ ッ セージ → 81 ページ

エラー メ ッ セージの表示形式の詳細については、 42 ページを参照し て く ださい。
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9.2.1 システムエラー メ ッ セージのリ ス ト  

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）

* FOUNDATION フ ィ ールド バス では、 エラ ーメ ッ セージは、 " 診断 - 現在の状態（Diag. - Act.Sys.Condition） " パラ メ ータ （製造メ ーカ固有） 

によ って " 診断 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ンデッ ク ス ：  1600） に表示さ れま す。

S = シス テムエラ ー

$ = アラ ームメ ッ セージ（運転に作用する ）

! = 注意メ ッ セージ（運転に作用し ない）

No. # 0xx  →  ハードウェアエラー

001 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Critical Failure（重大な異

常） -

エラ ー番号 001

現場指示計：

S： ｼﾞｭｳﾀﾞｲﾅｲｼﾞｮｳ

$： # 001

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

ROM/ RAM エラ ー。 プロ セッ サのプロ グラ ム

メ モリ （ROM） ま たはラ ンダムアク セス メ モ

リ （RAM） へのアク セス 時のエラ ー。

対策：

アンプ基板を交換し てく ださ い。  

ス ペアパーツ

Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

011 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Amplifier EEPROM failure

（アンプ EEPROM エラ ー） -

エラ ー番号 011

現場指示計：

S： AMP HW EEPROM

$： # 011

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

EEPROM の故障

対策：

アンプ基板を交換し てく ださ い。Transducer_Error =  

Data integrity error（データ

保全性エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

012 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Amplifier EEPROM 

datainconsistent（アンプ 

EEPROM データ  

に一貫性がない） -

エラ ー番号 012

現場指示計：

S： AMP SW EEPROM

$： # 012

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

EEPROM のデータ アク セス の不良

対策：

" ウ ォ ームス タ ート " を実行し ま す（= 測定

シス テムをメ イ ン電源を切断する こ と なく 起

動する ）。

• FF： " 診断 " 変換器ブロ ッ ク（基本イ ンデッ

ク ス ： 1600） → " シス テム - リ セッ ト  

(Sys. - Reset)" パラ メ ータ でシス テムを再

起動し ま す

• 現場指示計：  監視 → シス テム → 操作 → 

シス テムリ セッ ト （→ シス テムを再起動）

Transducer_Error =  

Data integrity error（データ

保全性エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

031 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

S-DAT failure / not inserted

（S-DAT エラ ー / 挿入さ れ

ていない） -

エラ ー番号 031

現場指示計：

S： SENSOR HW DAT

$： # 031

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

1. S-DAT がアンプ基板に接続さ れていない

か、 ある いは、 見当たり ま せん。

2. S-DAT に欠陥がある 。

対策：

1. S-DAT が正確にアンプ基板に差込ま れて

いる かをチェ ッ ク し ま す。 

2. 欠陥がある 場合は、 S-DAT を交換し てく

ださ い。 

DAT を交換する 前に、 新し く 交換する

DAT が電子部品と 互換性がある かを

チェ ッ ク し てく ださ い。 

次を確認し てく ださ い。

ス ペアパーツセッ ト 番号

ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し てく だ

さ い。

4. S-DAT をアンプ基板に差込んでく ださ

い。

Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

032 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

S-DAT data inconsistent 

（S-DAT データ に一貫性が

ない） -

エラ ー番号 032

現場指示計：

S： SENSOR SW DAT

$： # 032

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error =  

Data integrity error（データ

保全性エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）
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041 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

T-DAT failure（T-DAT エ

ラ ー） -

エラ ー番号 041

現場指示計：

S: TRANSM. HW DAT

$： # 041

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

1. T-DAT がアンプ基板に接続さ れていない

か、 ある いは、 見当たり ま せん。

2. T-DAT エラ ー -

対策：

1. T-DAT が正確にアンプ基板に差し 込ま れ

ている かをチェ ッ ク し ま す。

2. 欠陥がある 場合は、 T-DAT を交換し てく

ださ い。 

DAT を交換する 前に、 新し く 交換する

DAT が電子部品と 互換性がある かを

チェ ッ ク し てく ださ い。 

次を確認し てく ださ い。

ス ペアパーツ セッ ト 番号

ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し てく だ

さ い。

4. T-DAT をアンプ基板に差込んでく ださ

い。

Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

042 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

T-DAT data inconsistent（T-

DAT データ に一貫性がな

い） -

エラ ー番号 042

現場指示計：

S： TRANSM. SW DAT

$： # 042

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error =  

Data integrity error（データ

保全性エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

061 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

F-CHIP failure（F-CHIP エ

ラ ー） -

エラ ー番号 061

現場指示計：

S： HW F-CHIP

$： # 061

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 1. F-Chip を交換し てく ださ い。

2. F-Chip を入出力基板に差込んでく ださ

い。
Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. # 1xx  →  ソフトウェアエラー

121 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Software compatibilityproblem 

amplifier - I/O module（アン

プ - I/O モジュ ール間のソ

フ ト ウ ェ ア互換性問題） -

エラ ー番号 121

現場指示計：

S： A / C ｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

!： # 121

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

異なる ソ フ ト ウ ェ アバージョ ンのため、 I/O 

基板と アンプは、 部分的にし か互換性があり

ま せん（機能を制限する 可能性あり ）

! 注意 ! 

- こ れは、 警告メ ッ セージと し てディ ス プレ

イ に 30 秒間だけ表示さ れま す（エラ ー履

歴に入る ）。

- ソ フ ト ウ ェ アバージョ ンが異なる 現象は、

電子部品を 1 つだけ交換し た場合に発生す

る 可能性があり ま す。 拡張さ れたソ フ ト

ウ ェ ア機能が使用でき ま せん。 前にあった

ソ フ ト ウ ェ ア機能はま だ使用する こ と がで

き 、 測定動作は可能です。

 

 

Transducer_Error = I/O failure

（I/O エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）
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No. # 2xx  →  DAT エラー / 通信エラー

205 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Save to T-DAT failed 

（T-DAT への保存が失敗し

た） -

エラ ー番号 205

現場指示計：

S： T-DAT ﾖﾐｺﾐﾁｭｳ

!： # 205

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

T-DAT へのデータ バッ ク アッ プ（ダウ ンロ ー

ド ） が失敗し たか、 T-DAT に保存さ れている

校正値へのアク セス エラ ー（アッ プロ ード ）。

対策：

1. T-DAT が正確にアンプ基板に差し 込ま れ

ている かをチェ ッ ク し ま す。

2. 欠陥がある 場合は、 T-DAT を交換し てく

ださ い。 

DAT を交換する 前に、 新し く 交換する  

DAT が電子部品と 互換性がある かを

チェ ッ ク し てく ださ い。 次を確認し てく

ださ い。

- ス ペアパーツセッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し てく だ

さ い。

Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

206 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Restore from T-DAT failed

（T-DAT から の復元が失敗

し た） -

エラ ー番号 206

現場指示計：

S： T-DAT ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ

!： # 206

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

251 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Communication failure 

amplifier（通信エラ ー 

アンプ） -

エラ ー番号 251

現場指示計：

S： ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

$： # 251

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

アンプ基板の内部通信異常

対策：

アンプ基板を交換し てく ださ い。Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

261 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

通信エラ ー 

I/O -

エラ ー番号 261

現場指示計：

S： ﾂｳｼﾝ I/O

$： # 261

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

通信エラ ーです。 アンプと 入出力基板間で

データ の授受がないか、 ある いは間違った内

部データ を転送。 

対策：

電子基板が正確にホルダに差し 込ま れている

かをチェ ッ ク し ま す。

Transducer_Error = I/O failure

（I/O エラ ー）（通信上の問

題）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. # 3xx  システムリミットの超過

379 

380

機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Measuring tube is outside the 

range（計測チュ ーブが範囲

外） - エラ ー番号 379 / 380

現場指示計：

S： ﾁｭｰﾌﾞｼｭｳﾊｽｳｹﾞﾝｶｲ

$：  # 379 /380

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

計測チュ ーブの共振周波数が、 許容範囲外と

なっている 。

原因：

- 計測チュ ーブが損傷し ている 。

- センサに欠陥がある 、 ある いは損傷し てい

る

対策：

弊社サービス にご連絡く ださ い。

 

 

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）
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381 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Tube temperature sensor 

defect（チュ ーブ温度センサ

の欠陥） - エラ ー番号 381

現場指示計：

S： TOL. COIL CURR.

$： # 381

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

計測チュ ーブの温度センサに欠陥の可能性が

ある 。

対策：

弊社サービス にご連絡いただく 前に、 次の電

気接続をチェ ッ ク し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に

差込ま れている か確認し てく ださ い。 

→ 92 ページ

- 分離型：

センサおよ び変換器接続端子番号 9 およ び 

10 を確認し てく ださ い。 → 29 ページ  

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

382 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Tube temperature sensor 

defect（チュ ーブ温度センサ

の欠陥） - エラ ー番号 382

現場指示計：

S： MAX. ﾘｭｳﾀｲｵﾝﾄﾞ

$： # 382

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

383 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Carrier tube sensor defect

（キャ リ アチュ ーブセンサの

欠陥） - エラ ー番号 383

現場指示計：

S： MIN. ﾘｭｳﾀｲｵﾝﾄﾞ

$： # 383

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

キャ リ アチュ ーブの温度センサに欠陥の可能

性がある 。

対策：

弊社サービス にご連絡いただく 前に、 次の電

気接続をチェ ッ ク し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に

差込ま れている か確認し てく ださ い。 

- 分離型：

センサおよ び変換器の接続端子番号 11 お

よ び 12 を確認し てく ださ い。 → 29 ページ 

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

384 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Carrier tube sensor defect

（キャ リ アチュ ーブセンサの

欠陥） - エラ ー番号 384

現場指示計：

S： MAX. ﾎｺﾞｶﾝｵﾝﾄﾞ

$： # 384

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）
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385 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Measuring exciter coil defect

（計測チュ ーブの加振コ イ ル

の欠陥） - エラ ー番号 385

現場指示計：

S： IN ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

$： # 385

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

計測チュ ーブのピ ッ ク アッ プコ イ ル（入口ま

たは出口側） に欠陥の可能性があり ま す。

対策：

弊社サービス にご連絡いただく 前に、 次の電

気接続をチェ ッ ク し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に

差込ま れている か確認し てく ださ い。 

- 分離型：

センサおよ び変換器端子番号 4、 5、 6、 お

よ び 7 をチェ ッ ク し てく ださ い。

→ 29 ページ

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

386 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Measuring exciter coil defect

（計測チュ ーブの加振コ イ ル

の欠陥） - エラ ー番号 386

現場指示計：

S： OUT ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

$： # 386

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

387 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Measuring exciter coil defect

（計測チュ ーブの加振コ イ ル

の欠陥） - エラ ー番号 387

現場指示計：

S： ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙｴﾗｰ

$： # 387

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良）

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure（センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

388

389

390

機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Amplifier error（アンプのエ

ラ ー）

エラ ー番号 388 / 389 / 390

現場指示計：

S： ｱﾝﾌﾟ ﾉ ﾄﾞｳｻﾌﾘｮｳ

$：  # 388 / 389 / 390

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

アンプのエラ ー

対策：

弊社サービス にご連絡く ださ い。Transducer_Error = 

Electronics failure（電子部品

故障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. # 5xx  → アプリケーションエラー

501 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Download device 

softwareactive（機器ソ フ ト

ウ ェ アのダウ ンロ ード が作

動中） 

 -

エラ ー番号 501

現場指示計：

S： ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾁｭｳ

!： # 501

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

新し いアンプも し く は通信ソ フ ト ウ ェ アバー

ジョ ンを本機器へロ ード 中です。

アッ プロ ード 中はその他の機能すべて利用で

き ま せん。

対策：

プロ セス が終了する ま で待機し てく ださ い。

自動的に再起動し ま す。

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

502 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Up-/Download device 

softwareactive（機器ソ フ ト

ウ ェ アのアッ プ / ダウ ン

ロ ード が作動中） 

 -

エラ ー番号 502

現場指示計：

S： ｱｯﾌﾟ / ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾁｭｳ

!： # 502

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

設定ソ フ ト ウ ェ アで機器のデータ をアッ プ /

ダウ ンロ ード 中です。 アッ プロ ード 中はその

他の機能すべて利用でき ま せん。

対策：

プロ セス が終了する ま で待機し てく ださ い。

Transducer_Error = 

Mechanical failure（機械的故

障）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）
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No. # 6xx  →  シュミュレーションモードが起動中

601 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Positive zero return active

（ポジティ ブゼロ リ タ ーンが

アク ティ ブ） -

エラ ー番号 601

現場指示計：

S： POS. ｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ

!： # 601

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

ポジティ ブゼロ リ タ ーンがアク ティ ブ -

! 注意 ! 

こ のメ ッ セージは、 最優先で表示さ れま す。

対策：

ポジティ ブゼロ リ タ ーンを無効にする ：

• FF：  " 流量 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ン

デッ ク ス ： 1100） → " シス テム - ポジティ

ブゼロ リ タ ーン（Sys. - Positive Zero 

Return） → オフ

• 現場指示計：  基本機能 → シス テムパラ

メ ータ  → 設定 → ポジティ ブゼロ リ タ ーン

（→ オフ ）

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

691 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Positive zero return active

（シミ ュ レ ーショ ンフ ェ ール

セーフ がアク ティ ブが作動

中） -

エラ ー番号 691

現場指示計：

S： ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ

!： # 691

BLOCK_ERR = Simulation 

active（シミ ュ レ ーショ ンが

作動中）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

エラ ーに対する 応答のシミ ュ レ ーショ ン（出

力） が作動中

対策：

シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

• FF：  " 診断 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ン

デッ ク ス ： 1600） → " シス テム - フ ェ ール

セーフ モード のシミ ュ レ ーショ ン（Sys. - 

Sim. Failsafe Mode） " パラ メ ータ  → オフ

• 現場指示計：  監視 → シス テム → 操作 → 

フ ェ ールセーフ モード のシミ ュ レ ーショ ン

（→ オフ ）

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

692 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Simulation of measuring active

（測定シミ ュ レ ーショ ンが作

動中） - エラ ー番号 692

現場指示計：

S： ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

!： # 692

BLOCK_ERR = Simulation 

active（シミ ュ レ ーショ ンが

作動中）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

測定変数シミ ュ レ ーショ ンが作動中

対策：

シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

• FF：  " 流量 " 変換器ブロ ッ ク（基本イ ンデッ

ク ス ：  1400） → " シミ ュ レ ーショ ン - 測定

量（Simulation - Measurand） " パラ メ ータ  

→ オフ

• 現場指示計：  監視 → シス テム → 操作 → 

測定値シュ ミ レ ーショ ン（→ オフ ）

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

- アンプへの通信がない BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = BAD（不良） 原因：

通信エラ ーです。 測定アンプと の通信なし 。

対策：

1. 電源をオフ し 、 も う 一度オンにし ま す。

2. 電子基板が正確にホルダに差し 込ま れて

いる かをチェ ッ ク し ま す。

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = 

DeviceFailure（機器故障）

BLOCK_ERR = Input Failure（入

力エラ ー） 

（変換器ブロ ッ ク から のエラ ー

入力値）

No. # 8xx  → アプリケーションエラー

800 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Massflow deviation limit（体

積流量偏差リ ミ ッ ト ） -

エラ ー番号 800

現場指示計：

S： M. FL. DEV. LIMIT

$： # 800

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：  体積流量が、 診断機能で設定さ れ

た値を超えた。

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

801 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Density deviation limit（密度

偏差リ ミ ッ ト ） -

エラ ー番号 801

現場指示計：

S： DENS. DEV. LIMIT

$： # 801

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：  密度が、 診断機能で設定さ れた値

を超えた。

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）
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802 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Reference density deviation 

limit（基準密度偏差リ ミ ッ

ト ） -

エラ ー番号 802

現場指示計：

S： M. FL. DEV. LIMIT

$： # 802

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：

基準密度が、 診断機能で設定さ れた値を超え

た。Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

803 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Temperature deviation limit

（温度偏差リ ミ ッ ト ） -

エラ ー番号 803

現場指示計：

S： TEMP. DEV. LIMIT

$： # 803

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：

温度が、 診断機能で設定さ れた値を超えた。

Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

804 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Tube damping deviation

（チュ ーブダンピ ング偏差） 

-

エラ ー番号 804

現場指示計：

S： DAMP. DEV. LIM.

$： # 804

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：

チュ ーブダンピ ングが、 診断機能で設定さ れ

た値を超えた。Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

805 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

El. dyn. sensors limit（電気力

学的センサのリ ミ ッ ト ） -

エラ ー番号 805

現場指示計：

S： E. D. SEN. DEV. LIM.

$： # 805

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：

ピ ッ ク アッ プコ イ ルが、 診断機能で設定さ れ

た値を超えた。Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

806 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Frequency fluctuation 

deviation limit（周波数変動

偏差のリ ミ ッ ト ） -

エラ ー番号 806

現場指示計：

S： F. FLUCT. DEV. LIM.

$： # 806

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：

振動周波数変動が、 診断機能で設定さ れた値

を超えた。Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

807 機器の状態メ ッ セージ

（FF）：  

Tube damping fluctuation 

deviation limit（チュ ーブダ

ンピ ング変動偏差のリ ミ ッ

ト ） -

エラ ー番号 807

現場指示計：

S： TD FLUCT. DEV. LIM.

$： # 807

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now（機器に現

在メ ンテナンス が必要）

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因：

診断機能：

チュ ーブダンピ ング変動が、 診断機能で設定

さ れた値を超えた。Transducer_Error = General 

Error（一般エラ ー）

OUT. SUBSTATUS = Non 

specific（特定でき ない）

No. エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ
" 診断 " 変換器ブロック

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

エラーの原因 / 修正 
（スペアパーツ → 91 ページ）
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9.2.2 プロセスエラー メ ッ セージのリ ス ト  

No.
エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

原因 / 対策
（スペアパーツ→ 91 ページ）

* FOUNDATION フ ィ ール ド バスでは、 エラー メ ッ セージは、 " 診断 - 現在の状態 （Diag. - Act.Sys.Condition） " パラ メ ータ （製造 メ ーカ固有） によ って 

" 診断 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ンデッ ク ス ： 1600） に表示されます。

P = プロセスエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （運転に作用する）

! = 注意 メ ッ セージ （運転に作用し ない）

No. # 5xx  → アプリケーションエラー

586 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

No fluid continuation （流体に

連続性がない） -

エラー番号 586

現場指示計 ：

P ： ｼﾝﾄﾞｳｼﾝﾌﾟｸ ｹﾞﾝｶｲ

$ ： # 586

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now （機器に現在

メ ンテナン スが必要）

OUT. QUALITY = BAD （不良） 原因 ：

流体の特性によ り 測定を続行する こ と ができな

い。

原因 ：

- 粘度が極端に高い

- プロセス流体が非常に不均一 （気体あ るいは

固体が含有）

対策 ：

プロセス条件を変更、 または改善し ます。

Transducer_Error = Mechanical 

failure （機械的故障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure （センサ故障） 

BLOCK_ERR = Input Failure （入

力エラー） 

（変換器ブロ ッ ク からのエラー入

力値）

587 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Extreme process conditions

（極端なプロセス条件） -

エラー番号 587

現場指示計 ：

P ： ﾁｭｰﾌﾞ ｼﾝﾄﾞｳｼﾅｲ

$ ： # 587

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now （機器に現在

メ ンテナン スが必要）

OUT. QUALITY = BAD （不良） 原因 ：

プロセス条件が極端な条件になっている。 その

ため、 機器を始動する こ と ができない。

対策 ：

プロセス条件を変更、 または改善し ます。
Transducer_Error = Mechanical 

failure （機械的故障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure （センサ故障）

BLOCK_ERR = Input Failure （入

力エラー） 

（変換器ブロ ッ ク からのエラー入

力値）

588 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Overdriving of the analog/

digital converter （アナロ グ / 

デジ タルコ ンバータの入力が

限界を超えている） -

エラー番号 588

現場指示計 ：

P ： ﾌﾛｰﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ

$ ： # 588

BLOCK_ERR = Device needs 

maintenance now （機器に現在

メ ンテナン スが必要）

OUT. QUALITY = BAD （不良） 原因 ：

アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ

ない。

原因 ：

- キ ャ ビテーシ ョ ン

- 極端な圧力変動

- 気体流速が早い

測定を続行する こ と は不可能。

対策 ：

た と えば、 流速を下げて、 プロセス条件を変更

あ るいは改善し て く ださい。

Transducer_Error = Mechanical 

failure （機械的故障）

OUT. SUBSTATUS = Sensor 

Failure （センサ故障）

BLOCK_ERR = Input Failure （入

力エラー） 

（変換器ブロ ッ ク からのエラー入

力値）

No. # 7xx  → アプリケーションエラー

700 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Empty pipe detected （空パイ

プ検出） -

エラー番号 700

現場指示計 ：

P ： ﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾗ

! ： # 700

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因 ：

流体密度が、 空検知機能 （EPD） のために設定

し た上限値も し く は下限値の範囲外と なってい

ます。

原因 ：

- 計測チューブ内に空気があ る

- 計測チューブの一部のみが充填されている

対策 ：

1. プロセス流体に気体が含まれないよ う にし

て く だ さい。

2. 現在のプロセス条件に合わせて、 空検知機

能の上限値も し く は下限値を調整し て く だ

さい。

- FF ：  " 流量 " 変換器ブロ ッ ク （基本イ ン

デッ ク ス ： 1400） → "EPD 下限値 （EPD - 

Low Value） " または "EPD 上限値 （EPD 

High Value） " パラ メ ータ

- 現場指示計 ：

- 基本機能 → プロセスパラ メ ータ → カ ラ

ケンチパラ メ ータ → EPD 下限値または 

EPD 上限値

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）
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701 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Current of the measuring tube 

too high （計測チューブの電

流が高すぎ る） -

エラー番号 701

現場指示計 ：

P ： ﾚｲｺﾃﾞﾝﾘｭｳﾉｹﾞﾝｶｲ

! ： # 701

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因 ：

た と えば、 気体あ るいは固体がよ り 多 く 含まれ

ているなど、 特定のプロセス流体の特性が極端

になっているため、 計測チューブの加振コ イル

の電流値が最大値に達し た。

機器は正常です。

対策 ：

特に、 気化性の流体測定などで気体の含有量が

増えた場合、 次のよ う な方法で使用圧力を上昇

させる こ と を推奨し ます。

1. ポンプの下流側に機器を取 り 付けます。

2. 垂直配管の底部に機器を取 り 付けます。

3. 本機器の下流側に弁あ るいはオ リ フ ィ スプ

レー ト を取 り 付けます。

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）

702 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Frequency control not stable 

due to process fluid （周波数制

御がプロセス流体が原因で安

定し ない） -

エラー番号 702

現場指示計 ：

P ： ｽﾗｸﾞﾘｭｳ ｼﾞｮｳﾀｲ

! ： # 702

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因 ：

プロセス流体が、 た と えば、 気体あ るいは固体

が含まれているため不均一にな り 、 周波数制御

が安定し ない。

対策 ：

特に、 気化性の流体測定などで気体の含有量が

増えた場合、 次のよ う な方法で使用圧力を上昇

させる こ と を推奨し ます。

1. ポンプの下流側に機器を取 り 付けます。

2. 垂直配管の底部に機器を取 り 付けます。

3. 本機器の下流側に弁あ るいはオ リ フ ィ スプ

レー ト を取 り 付けます。

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）

703 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Overdriving of the control level

（制御レベルの入力が限界を

超えている） - エラー番号 

703

現場指示計 ：

P ： ﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ CH0

! ： # 703

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

原因 ：

アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ

ない。

原因 ：

- キャ ビ テーショ ン

- 極端な圧力変動

- 気体流速が早い
測定を続行する こ と は可能です。

対策 ：

た と えば、 流速を下げて、 プロセス条件を変更

あ るいは改善し て く ださい。

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）

704 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Overdriving of the control level

（制御レベルの入力が限界を

超えている） - 

エラー番号 704

現場指示計 ：

P ： ﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ CH1

! ： # 704

OUT. QUALITY = UNCERTAIN

（不明）

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）

705 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Massflow too high （体積流量

が大きすぎ る） -

エラー番号 705

現場指示計 ：

Ｐ ： ﾘｭｳﾘｮｳｷｼﾞｭﾝｵｰﾊﾞｰ

$ ： # 705

OUT. QUALITY = BAD （不良） 原因 ：

質量流量が多すぎ る。 電子部品の測定範囲を超

えている。

対策 ：

流量を減ら し て く ださい。

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）

731 機器の状態 メ ッ セージ

（FF） ： 

Zero point adjustment is not 

possible （ゼロ点調整ができ

ない） -

エラー番号 731

現場指示計 ：

P: ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ

$ ： # 731

OUT. QUALITY = BAD （不良） 原因 ：

ゼロ点調整が不可能あ るいはキ ャ ンセルされま

し た。

対策 ：

ゼロ点調整は、 必ず " 流量ゼロ " （v = 0 m/s）

の状態で実行し て く ださい。 → 65 ページ

OUT. SUBSTATUS = Non specific

（特定できない）

No.
エラーメッセージ：
FOUNDATION  
フィールドバス（FF）*

（現場指示計）

変換器ブロックの 
エラーメッセージ

アナログ入力機能ブロックの 
エラーメッセージ

原因 / 対策
（スペアパーツ→ 91 ページ）
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9.3 メ ッ セージのないプロセスエラ ー

症状 調整

! 注意 ! 

故障を修正する には、 機能マト リ ク ス の特定の設定を変更ある いは調整する 必要があり ま す。 以下の説明する 機能については、 " 機能説明書 "

で詳し く 記載さ れていま す。

流量が安定し ている にも 関わら ず、

測定値が変動する 。

1. 流体に気泡がないかを確認し てく ださ い。

2. 以下の値を大き く し ま す：

- アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  → 立上り 時間

- 基本機能 → シス テムパラ メ ータ  → 設定 → 流量ダンピ ング

3. 表示のダンピ ングの値を大き く し ま す：

ホーム画面 → ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ → ｾｲｷﾞｮ → ｷﾎﾝｾｯﾃｲ → ﾋｮｳｼﾞﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ

流体が停止し 、 計測チュ ーブが充

填さ れている にも 関わら ず、 測定

値が表示部に表示さ れる 。

1. 流体に気泡がないかを確認し てく ださ い。

2. ロ ーフ ロ ーカッ ト オフ 機能に値を入力、 ま たは大き く し ま す：

基本機能 → プロ セス パラ メ ータ  → 設定 → ロ ーフ ロ ーカッ ト オフ のオン値

故障を調整でき ない、 ある いは上

記以外の故障が発生する 。

こ の場合は、 弊社サービス にご連

絡く ださ い。

以下のオプショ ンはこ の種の問題を追跡する 際に利用でき ま す。

弊社サービスに依頼する
弊社のサービス にサービ ス 技術者の派遣を依頼さ れる 場合は、 次のよ う な情報をご連絡く ださ い。

• 簡単な故障の内容

• 銘板の仕様：  オーダーコ ード およ びシリ アル番号 → 9 ページ

弊社ヘ機器を返却する
弊社へ流量計を返却し て修理ある いは校正を依頼する には、

必ず、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し 、 それを流量計に同封し てく ださ い。  

安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付さ れていま す。

変換器の電子部品を交換する
電子部品に欠陥がある 場合 → ス ペア部品の注文 → 91 ページ
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9.4 スペアパーツ

前のセ ク シ ョ ンでは、 ト ラブルシューテ ィ ングの方法を詳細に説明し ま し た。 → 76 ページ
さ らに、 機器は、 連続的な自己診断およびエラー メ ッ セージによ り ト ラブルシューテ ィ ングを
よ り 容易にするサポー ト を提供し ます。
故障の修理を行 う 場合、 欠陥部品を検査済みのスペアパーツ と交換する必要があ り ます。 
以下の図はスペアパーツの利用範囲を示し ています。

! 注意 ! 
スペアパーツは、 変換器の銘板に記載されている シ リ アル番号によ り 、 最寄の弊社サービ スに
注文する こ と ができ ます （→ 9 ページ）。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト で出荷されます。
• スペアパーツ

• 追加部品、 小さ な品目 （ネジ部品など）

• 取付指示書

• パッ ケージ

a0004741

図 36 ： 変換器用スペアパーツ （フ ィ ールド およびウォールマウン ト ハウジング）

1 電源基盤（AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V）

2 アンプ基板

3 入出力基板 FOUNDATION フ ィ ールド バス（コ ムモジュ ール）

4 S-DAT（センサデータ メ モリ ）

5 T-DAT（変換器データ メ モリ ）

6 F- チッ プ（オプショ ンソ フ ト ウ ェ ア用フ ァ ンク ショ ンチッ プ）

7 表示モジュ ール

8 フ ィ ールド バス コ ネク タ の構成：  保護キャ ッ プと コ ネク タ

1

2

3

7

5

4

1

8

2

6
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9.5 電子基板の取り 外し / 取り 付け

9.5.1 フ ィ ールドハウジング ： 電子基板の取り外し / 取り付け （→図 37）

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを

外す前に電源を必ずオフにし て く ださ い。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。 静電気は、 電子部品を損傷する、 あ るいはその操作性

を損な う 恐れがあ り ます。 静電防止された作業場所を使用し て く ださい （静電保護）。
• 以下の手順を実行する間に機器の絶縁強度が維持されている こ と を保証できない場合、 製造

者の仕様に基づいて適切な検査を実施し て く ださ い。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

1. 変換器から表示部のカバーを取外し て く ださ い。

2. 次のよ う にし て、 現場指示計 （1） を取外し て く ださい。

- 表示モジュール側面 （1.1） を押し て、 表示モジュールを取外し ます。
- 表示モジュールの リ ボンケーブル （1.2） をアンプ基板から外し て く ださ い。

3. ネジを回し て、 カバープレー ト （2） を取外し て く ださい。

4. 電源基板 （4） および入出力基板 （6） を取外し て く ださい。

取外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 その穴から基板を引き抜き ます。

5. アンプ基板 （5） を取外し ます。

- S-DAT （5.3） を含むセンサ信号ケーブル 5.1 のプラ グを基板から外し て く ださい。
- 加振コ イルケーブル （5.2） を基板から外し て く ださ い。 こ の と き、 プラ グを前後に動か

し た り せず、 慎重にていねいに抜いて く ださい。
- 取外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 その穴から基板を引き抜き ます。

6. 取付けは、 取外しの手順の逆です。
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図 37 ： フ ィ ールドハウジング ： 電子基板の取外し と取付け

1 現場指示計

1.1 ラ ッ チ

1.2 リ ボンケーブル（表示モジュ ール）

2 カバープレ ート のネジ

3 基板取付け / 取外し 用穴

4 電源基板

5 アンプ基板

5.1 信号ケーブル（センサ）

5.2 加振コ イ ル（センサ）

5.3 S-DAT（センサデータ メ モリ ）

5.4 T-DAT（変換器データ メ モリ ）

6 入出力基板（FOUNDATION フ ィ ールド バス タ イ プ）

7 F- チッ プ（オプショ ンソ フ ト ウ ェ ア用フ ァ ンク ショ ンチッ プ）

4

5

3

3

2

1

1.2

5.1

5.3

5.4

5.2

1.1

6

3

7
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9.5.2 ウォールマウン ト ハウジング ： 電子基板の取り外し / 取り付け 
（→図 38）

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを

外す前に電源を必ずオフにし て く ださ い。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。 静電気は、 電子部品を損傷する、 あ るいはその操作性

を損な う 恐れがあ り ます。 静電防止された作業場所を使用し て く ださい （静電保護）。
• 以下の手順を実行する間に機器の絶縁強度が維持されている こ と を保証できない場合、 製造

者の仕様に基づいて適切な検査を実施し て く ださ い。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

1. ネジを外し、 表示部のカバー （1） を開けて く ださい。

2. 電子モジ ュール （2） を固定し ているネジを取外し、 電子モジ ュールを押し上げ、 ウ ォール
マウ ン ト ハウジングから引き出し て く ださい。

3. 下記のケーブルコネ ク タ をアンプ基板から取外し て く ださ い （7）。

- S-DAT （7.3） を含むセンサ信号ケーブル （7.1） のプラ グを抜いて く ださい。
- 加振コ イルケーブル （7.2） のプラ グを抜いて く ださ い。
- この と き、 コネ ク タ を前後に動かし た り せず、 慎重にていねいに抜いて く ださい。
- 表示モジュールの リ ボンケーブル （3） のコネ ク タ を抜いて く ださい。

4. ネジを緩めて、 電子部品部カバー （4） を電子モジュールから取 り 外し て く ださい。

5. 基板を取外し ます （6、 7、 8）。
取外し用の穴 （5） に細いピンを挿入し て、 その穴から基板を引き抜き ます。

6. 取付けは、 取外しの手順の逆です。
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図 38 ： ウォールマウン ト ハウジング ： 電子基板の取外し と取付け

1 ハウ ジングカバー

2 電子モジュ ール

3 リ ボンケーブル（表示モジュ ール）

4 カバープレ ート のネジ

5 基板取付け / 取外し 用穴

6 電源基板

7 アンプ基板

7.1 信号ケーブル（センサ）

7.2 加振コ イ ル（センサ）

7.3 S-DAT（センサデータ メ モリ ）

7.4 T-DAT（変換器データ メ モリ ）

8 入出力基板（FOUNDATION フ ィ ールド バス タ イ プ）

9 F- チッ プ（オプショ ンソ フ ト ウ ェ ア用フ ァ ンク ショ ンチッ プ）

3
4

1

2

3

6

7

5

5

7.1

7.3
7.4

7.2

8

5

9



ト ラ ブルシューテ ィ ング プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス

96 エン ド レスハウザー ジ ャパン

9.6 ヒ ュ ーズの交換

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

メ イ ン ヒ ューズは、 電源基板にあ り ます。 →図 39
ヒ ューズの交換手順は次のよ う にな り ます。

1. 電源をオフにし ます。

2. 電源基板を取外し ます →図 9.5

3. キ ャ ッ プ （1） を取外し、 機器の ヒ ューズ （2） を交換し ます。
次のタ イプの ヒ ューズのみを使用し ます。
- 電源 AC 20 ～ 55 V/ DC 16 ～ 62 V → 2.0 A  ス ローブロー / 250 V; 5.2 x 20 mm
- 電源 AC 85 ～ 260 V → 0.8 A ス ローブロー / 250 V ； 5.2 × 20 mm
- 防爆仕様の機器  → 防爆補足説明書を参照し て く ださい。

4. 取付けは、 取外しの手順の逆です。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

a0001148

図 39 ： 電源基板のヒ ューズ交換

1 保護キャ ッ プ

2 機器のヒ ュ ーズ

1

2
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9.7 返却

# 危険 ! 
• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 た と えば、 その物質がみぞに浸

透し ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る よ う な場合、 機器
は返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （やけどなど） に起因する費用は、 機器の所持

者 / 操作員が負担する こ と にな り ます。

修理あ るいは校正などを必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く だ
さい。
• 本取扱説明書に添付されている、" 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、必ず機器

に同封し て く ださい。 この確認書が同封されていない と、 弊社は返却される機器を運搬、 検査
および修理する こ と ができ ません。

• 特別な取扱指示が必要であれば、 EN 91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト を同封し て く だ

さい。
• すべての残留物は除去し て く ださい。 残留物を含む可能性のあ る シールおよび、 隙間のみぞに

は十分注意し て く ださい。 その残留物質が健康に被害を与える もの、 た と えば、 可燃性や毒
性、 腐食性あ るいは発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には重要です。

! 注意 ! 
" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

9.8 廃棄

お住まいの地域の法規に従って く ださい。
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9.9 ソ フ ト ウェ アの履歴

日付 ソフトウェア 
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱 / 機能説明書

10.2009 3.00.XX 新し い FOUNDATION フ ィ ールド バス 用入出力

基板の導入

実行時間の短縮

- アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  1 ～ 8（各 18 ms）

- PID 機能ブロ ッ ク  (25 ms)

- ディ ス ク リ ート 出力機能ブロ ッ ク  (18 ms)

- 積算機能ブロ ッ ク  (18 ms)

ソ フ ト ウ ェ アの適合性：

- ITK バージョ ン： 5.01

BA065D/06/en/07.09

71089885

01.2007 2.00.XX 新センサ：

- プロ マス  S

- プロ マス  P

実行時間の短縮

- アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  1 ～ 8（20 ms）

- ディ ス ク リ ート 出力機能ブロ ッ ク （20 ms）

- PID 機能ブロ ッ ク （50 ms）

新機能ブロ ッ ク ：

- 算術機能ブロ ッ ク （20 ms）

- 入力セレ ク タ 機能ブロ ッ ク （20 ms）

- 信号キャ ラ ク タ ラ イ ザ機能ブロ ッ ク （20 ms）

- 積算機能ブロ ッ ク （25 ms）

新変換器ブロ ッ ク ：

- 診断機能

- 粘度

- 計算

方法：

- 設定

- 気体測定

ソ フ ト ウ ェ アの適合性：

- ITK バージョ ン：  5.01

- CFF バージョ ン 1.7

BA065D/06/en/12.06

71035080

11.2005 1.01.XX ソ フ ト ウ ェ ア拡張

- プロ マス  I DN80, DN50FB

- 一般的な機器機能

BA065D/06/en/12.05

71008409

11.2004 1.01.XX ソ フ ト ウ ェ ア拡張

- 新し いセンサ プロ マス  F 250A

- 中国語パッ ケージ（英語およ び中国語の内容）

新機能

- 励磁電流によ る 空検知（EPD EXC.CURR.MAX

（6426））

- DEVICE SOFTWARE（8100） →  表示さ れる デ

バイ ス ソ フ ト ウ ェ ア 

 

（NAMUR 推奨基準 53）
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10.2003 アンプ：

1.06.XX

ソ フ ト ウ ェ ア拡張

- 言語パッ ケージ

- ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸおよ びｼﾐｭﾎﾞｯｸｽに対応

新機能

- 稼働時間カウ ンタ

- 表示部 LCD バッ ク ラ イ ト 輝度調整

- アク セス コ ード 入力回数カウ ンタ

対応：

- ToF-Tool フ ィ ールド ツールパッ ケージ 

（最新の SW バージョ ンは、  

www.tof-fieldtool.endress.com から ダウ ンロ ード

でき ま す）

- フ ィ ールド ツールパッ ケージによ る アッ プ

ロ ード / ダウ ンロ ード

BA065D/06/en/05.04

50098622

03.2003 アンプ：

1.05.XX

ソ フ ト ウ ェ アの調整

08.2002 アンプ：

1.04.XX

ソ フ ト ウ ェ ア拡張：  

プロ マス  E

BA065D/06/en/01.03

50098622

04.2002 アンプ：

1.02.02

ソ フ ト ウ ェ ア拡張：  

プロ マス  H

BA065D/06/en/04.02

50098622

03.2002 通信モジュ ール

1.01.00

ソ フ ト ウ ェ ア調整：  

FOUNDATION フ ィ ールド バス  ソ フ ト ウ ェ アを

統合（プロ ソ ニッ ク フ ロ ー 93、 プロ マグ 53、 

プロ マス  83）

- デバイ ス 改訂番号 2、 DD 改訂番号 1

- 認証 No. IT 014800

- ITK 4.0

- CFF バージョ ン 1.5

11.2001 アンプ：

1.02.01

ソ フ ト ウ ェ アの調整

06.2001 アンプ：

1.02.00

ソ フ ト ウ ェ ア拡張：  

一般装置機能 

 

新機能：  

（FOUNDATION フ ィ ールド バス 関連外）

05.2001 アンプ：

1.01.01

ソ フ ト ウ ェ アの調整

03.2001 アンプ：

1.01.00

12.2000 通信モジュ ール

1.00.01

初期ソ フ ト ウ ェ ア

- デバイ ス 改訂番号 1、 DD 改訂番号 1

- 認証 No. IT 009600

- ITK 4.0

- CFF バージョ ン 1.5

BA065D/06/en/12.00

50098622

11.2000 アンプ：

1.00.XX

初期ソ フ ト ウ ェ ア

日付 ソフトウェア 
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱 / 機能説明書
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10 技術仕様

10.1 技術仕様解説

10.1.1 用途

→ 7 ページ

10.1.2 測定原理 / システム構成

測定原理 コ リ オ リ の原理によ る質量流量測定

システム構成 → 9 ページ

10.1.3 入力

計測パラ メ ータ • 質量流量 （計測チューブに設置された 2 つのセンサ間の位相差に比例）

• 液体密度 （計測チューブの共振周波数に比例）

• 流体温度 （温度センサによ る測定）

測定レ ンジ 液体の測定レンジ全般 （プロマス F、 M） ：

液体の測定レンジ （プロマス E、 H、 S、 P） ：

呼び口径 最大測定レンジ（液体）gmin(F) ...gmax(F) 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 0 ... 2 000 kg/h

15 1/2" 0 ... 6 500 kg/h

25 1" 0 ... 18 000 kg/h

40 1 ½" 0 ... 45 000 kg/h

50 2" 0 ... 70 000 kg/h

80 3" 0 ... 180 000 kg/h

100* 4"* 0 ... 350 000 kg/h

150* 6"* 0 ... 800 000 kg/h

250 10"* 0 ... 2 200 000 kg/h

*) プロ マス  F のみ

呼び口径 最大測定レンジ（液体）gmin(F) ...gmax(F) 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 0 ... 2 000 kg/h

15 1/2" 0 ... 6 500 kg/h

25 1" 0 ... 18 000 kg/h

40 1 ½" 0 ... 45 000 kg/h

50 2" 0 ... 70 000 kg/h

80* 3" 0 ... 180 000 kg/h

*) プロ マス  E のみ
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液体の測定レンジ （プロマス A） ：

液体の測定レンジ （プロマス I ） ：

気体の測定レンジ （プロマス H を除 く ）

最大測定レンジは、 気体密度に依存し ます。 フルス ケール値の計算には、 以下の計算式を使用し
ます。

gmax(G) = gmax(F) × ρ(G) ÷ x [kg/m3]

gmax(G) = 気体の最大測定レ ンジ [kg/h]

gmax(F) = 液体の最大測定レンジ [kg/h]

ρ(G) = 運転状態での気体密度 [kg/m3] 

gmax(G) は gmax(F) の値を決し て超えません。

気体の測定レンジ （プロマス F、 M） ：

呼び口径 最大測定レンジ（液体）gmin(F)…gmax(F )

[mm] [ インチ ]

1 1/24" 0 ... 20 kg/h

2 1/12" 0 ... 100 kg/h

4 1/8" 0 ... 450 kg/h

呼び口径 最大測定レンジ（液体）gmin(F) ...gmax(F) 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 0 ... 2 000 kg/h

15 1/2" 0 ... 6 500 kg/h

15 FB 1/2" FB 0 ... 18 000 kg/h

25 1" 0 ... 18 000 kg/h

25 FB 1" FB 0 ... 45 000 kg/h

40 1 ½" 0 ... 45 000 kg/h

40 FB 1 ½"FB 0 ... 70 000 kg/h

50 2" 0 ... 70 000 kg/h

50 FB 2" FB 0 ... 180 000 kg/h

80 3" 0 ... 180 000 kg/h

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）

呼び口径 x 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 60

15 ½" 80

25 1" 90

40 1½" 90

50 2" 90

80 3" 110

100 4" 130

150 6" 200

250 10" 200
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気体の測定レンジ （プロマス E）

気体の測定レンジ （プロマス P、 S）

気体の測定レンジ （プロマス A）

気体の測定レンジ （プロマス I）

呼び口径 x 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 85

15 ½" 110

25 1" 125

40 1½" 125

50 2" 125

80 3" 125

呼び口径 x 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 60

15 ½" 80

25 1" 90

40 1½" 90

50 2" 90

呼び口径 x 

[mm] [ インチ ]

1 1/24" 32

2 1/12" 32

4 1/8" 32

呼び口径 x 

[mm] [ インチ ]

8 3/8" 60

15 1/2" 80

15 FB 1/2" FB 90

25 1" 90

25 FB 1" FB 90

40 1 ½" 90

40 FB 1 ½"FB 90

50 2" 90

50 FB 2" FB 110

80 3" 110

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）
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計算例 ： 気体

• センサ ： プロマス F/ 呼び口径 50 A

• 気体 ： 60.3 kg/m3 の空気 （20 ℃、 50 bar）

• 最大測定レ ンジ （液体） ： 70 000 kg/h

• x = 90 （プロマス F/ 呼び口径 50 A）

最大測定レンジ ：
gmax(G) = gmax(F) × ρ(G) ÷ x [kg/m3] = 70 000 kg/h × 60.3 kg/m3 ÷ 90 kg/m3 = 46900 kg/h

最大レンジの推奨値

→ 117 ページ参照 （" 流量制限 "）

計測可能流量範囲 1000 ： 1 以上。 設定されたフルスケール値を超えて も、 上記の最大測定レ ンジを超え る まで測定
を行えます。 即ち、 積算計の積算値は正し く 記録されています。

10.1.4 出力信号

出力信号 物理的データ転送 （物理層のタ イプ） ：

• IEC 61158-2 に準拠し たフ ィ ール ド バス イ ン ターフ ェ イ ス

• FOUNDATION フ ィ ール ド バス規格の機器バージ ョ ン タ イプ 512 に対応 ：  

タ イプ 512 - 標準データ転送 （± 9 mA、 対称）、 フ ィ ール ド機器への電源は別配線 （4 線）、
FF イ ン ターフ ェ イ スの本質安全バージ ョ ン、 FISCO

• 逆極性保護内蔵

ア ラーム信号 FOUNDATION フ ィ ール ド バス規格に準拠し たステータ ス メ ッ セージ

リ ン ク マス タ （LM） 
サポー ト

適合

リ ン ク マス タ （LM） 選択可能

ベーシ ッ クデバイ ス 初期設定

デバイ ス基本電流 12 mA

デバイ ス始動電流 <12 mA

デバイ スエラー電流 （FDE） 0 mA

デバイ ス （ リ フ ト オフ） 
最小電圧

9 V （H1 セグ メ ン ト ）

許容フ ィ ール ド バス供給電圧 9 ～ 32 V

内蔵逆極性保護 適合

ITK バージ ョ ン 5.01
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VCR の数 （合計） 38

VFD 内の リ ン ク オブジェ ク ト
の数

40

デバイ ス静電容量 IEC 60079-27、 FISCO/FNICO に準拠

電気的絶縁性 入力、 出力、 および電源のためのすべての回路は、 互いに絶縁されています。

データ転送速度 31.25 kbit/s、 電圧モード

信号コーデ ィ ング Manchester II

バス時間 2 つの電文間の最小ア イ ド ル時間 ： 
MIN_INTER_PDU_DELAY = 6 オク テ ッ ト 時間 （オク テ ッ ト （8 ビ ッ ト ） 毎の転送時間）

ブロ ッ ク情報、 
実行時間

ブロック 基本インデックス 実行時間 [ms] 機能

資源ブロ ッ ク 400 - 拡張

" 流量 " 変換器ブロ ッ ク 1400 - 製造メ ーカ固有

" 診断 " 変換器ブロ ッ ク 1600 - 製造メ ーカ固有

" 表示 " 変換器ブロ ッ ク 1800 - 製造メ ーカ固有

" 積算計 " 変換器ブロ ッ ク 1900 - 製造メ ーカ固有

" 計算密度 " 変換器ブロ ッ ク 2000 - 製造メ ーカ固有

" 粘度 " 変換器ブロ ッ ク 2100 - 製造メ ーカ固有

" 診断機能 " 変換器ブロ ッ ク 2200 - 製造メ ーカ固有

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  1 500 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  2 550 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  3 600 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  4 650 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  5 700 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  6 750 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  7 800 18 標準

アナロ グ入力機能ブロ ッ ク  8 850 18 標準

ディ ス ク リ ート 出力機能ブロ ッ ク （DO） 900 18 標準

PID 機能ブロ ッ ク （PID） 1000 25 標準

算術機能ブロ ッ ク （ARTH） 1100 20 標準

入力セレ ク タ 機能ブロ ッ ク （ISEL） 1150 20 標準

信号キャ ラ ク タ ラ イ ザ機能ブロ ッ ク （CHAR） 1200 20 標準

積算機能ブロ ッ ク （INTG） 1250 18 標準
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出力データ 変換器ブロ ッ ク / アナロ グ入力機能ブロ ッ ク

ブロック プロセス変数 チャンネルパラメータ  
（AI ブロック）

" 流量 " 変換器ブロ ッ ク 質量流量 1

体積流量 2

基準体積流量 3

密度 4

基準密度 5

温度 6

" 積算計 " 変換器ブロ ッ ク 積算計 1 7

積算計 2 8

積算計 3 9

" 濃度測定 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、 以下のプロ セス 変数

を使用する こ と ができ ま す。

" 濃度 " ト ラ ンス デュ ーサ 

ブロ ッ ク

固形分質量流量 40

固形分 % 質量 41

固形分体積流量 42

固形分 %  体積 43

固形分基準体積流量 44

搬送流体質量流量 45

搬送流体 % 質量 46

搬送流体体積流量 47

搬送流体 % 体積 48

搬送流体基準体積流量 49

% BLACK LIQUOR 41

BAUME

50

API

PLATO

BALLING

BRIX

Flexible

" 粘度 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、 以下のプロ セス 変数を使

用する こ と ができ ま す。

" 粘度 " 変換器ブロ ッ ク 静粘度 90

動粘度 91

温度補償動的粘度 92

温度補償動粘度 93

" 高度な診断 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、 以下のプロ セス 変

数を使用する こ と ができ ま す。

" 診断機能 " 変換器ブロ ッ ク 質量流量の偏差 70

密度の偏差 71

基準密度の偏差 72

温度の偏差 73

チュ ーブダンピ ング偏差 74

ピ ッ ク アッ プコ イ ル偏差 75

振動周波数ばら つき の偏差 76

チュ ーブダンピ ングばら つき の偏差 77
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入力データ デ ィ ス ク リ ー ト 出力機能ブロ ッ ク （チャ ンネル 16）

VCR

ステータス変化 動作

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 1 予備

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 2 ポジティ ブゼロ リ タ ーンが ON

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 3 ポジティ ブゼロ リ タ ーンが OFF

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 4 ゼロ 点調整ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 5 予備

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 6 予備

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 7 積算計 1、 2、 3 のリ セッ ト

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 8 積算計 1 のリ セッ ト

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 9 積算計 2 のリ セッ ト

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 10 積算計 3 のリ セッ ト

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 27 永続的保存：  OFF

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 28 永続的保存：  ON

" 濃度測定 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、 以下のプロ セス 変数

を使用する こ と ができ ま す。

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 60 濃度ス ペッ ク  1 の選択

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 61 濃度ス ペッ ク  2 の選択

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 62 濃度ス ペッ ク  3 の選択

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 63 濃度ス ペッ ク  4 の選択

" 高度な診断 " ソ フ ト が本測定機器にイ ンス ト ールさ れている 場合（注文オプショ ン）、 以下のプロ セス 変

数を使用する こ と ができ ま す。

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 25 警告モード ：  OFF

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 26 警告モード ：  ON

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 70 ユーザー基準状態の判定開始

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 71 予備

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 72 予備

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 73 予備

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 74 取得モード ：  OFF

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 75 取得モード ：  周期的

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 76 取得モード ：  マニュ アル

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 77 リ セッ ト ： 履歴

ディ ス ク リ ート 状態 0 → ディ ス ク リ ート 状態 78 診断パラ メ ータ の手動判定開始

VCR（合計 48） 量

永続的エント リ 1

ク ラ イ アント  VCR 0

サーバ VCR 24

ソ ース  VCR 23

シンク  VCR 0

サブス ク ラ イ バ VCR 23

パブリ ッ シャ  VCR 23
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10.1.5 電源

電気接続 26 ページ以降

電源電圧 AC 85 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
AC 20 ～ 55 V、 45 ～ 65 Hz
DC 16 ～ 62 V

電線管接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入出力） ：
• 電線管接続 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）

• 電線管接続用ス レ ッ ド、 1/2" NPT、 G 1/2"

分離型用の接続ケーブル ：
• 電線管接続 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）

• 電線管接続用ス レ ッ ド、 1/2" NPT、 G 1/2"

ケーブル仕様 
分離型

→ 30 ページ

消費電力 AC ： ＜ 15 VA （センサを含む）
DC ： ＜ 15 W （センサを含む）

電源投入時許容突入電流 ：
• DC 24 V 時 最大 13.5 A （＜ 50 ms）

• AC 260 V 時 最大 3 A （＜ 5 ms）

電源故障時 / 停電時 最小で電源周波数の一周期間異常が継続し た場合
• EEPROM、 T-DAT は、 電源異常の場合、 測定システムデータ を保存し ます。

• HistoROM/ S-DAT ： センサのデータ （呼び口径、 シ リ アル番号、 校正フ ァ ク タ、 ゼロ点など）

を保存する、 交換可能データ記憶チッ プ。

電位平衡 電位平衡に関し て特別な措置を と る必要はあ り ません。
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10.1.6 性能特性

基準条件 • ISO/DIS 11631 に準拠 ：

• 水、 標準的には 20 ～ 30 ℃、 2 ～ 4 bar

• データは校正プロ ト コル ± 5 ℃ および ± 2 bar に準拠

• ISO 17025 に準拠し た認定校正機器に基づ く 精度

測定誤差 o.r. = 読み値

質量流量および体積流量（液体）

プロマス F ：

± 0.05% o.r. （質量流量特別校正）
± 0.10% o.r.

プロマス A、 I、 S、 P、 H ：

± 0.10% o.r.

プロマス E ：

± 0.25% o.r.

プロマス M ：

± 0.10% ± [( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100]% o.r. （質量流量）
± 0.25% ± [( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100]% o.r. （体積流量）

質量流量（気体）

プロマス F ：

± 0.35 % o.r.

プロマス A、 I、 S、 P、 H ：

± 0.50% o.r.

プロマス E ：

± 0.75% o.r.

プロマス M ：

± 0.50% ± [( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100]% o.r.
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密度（液体）

1 g/cc = 1 kg/l

高精度密度校正 （オプシ ョ ン） ：

校正範囲 ： 0.0 ～ 2.0 g/cc、 5 ～ 80 ℃

アプ リ ケーシ ョ ン範囲 ： 0.0 ～ 5.0 g/cc、 -50 ～ 200 ℃

温度

± 0.5 ℃ ± 0.005 × T ℃
T = 流体温度

ゼロ点の安定度

プロマス F、 M ：

センサ 基準条件下

[g/cc]

基準条件下で
現場密度校正後

[g/cc]

高精度密度校正後

[g/cc]

センサの測定範囲全域

[g/cc]

F* ± 0.0005 ± 0.0005 ± 0.001 ± 0.01

A ± 0.0005 ± 0.0005 ± 0.002 ± 0.02

I ± 0.0005 ± 0.0005 ± 0.004 ± 0.02

S ± 0.0005 ± 0.0005 ± 0.002 ± 0.01

P ± 0.0005 ± 0.0005 ± 0.002 ± 0.01

H ± 0.0005 ± 0.0005 ± 0.002 ± 0.02

E ± 0.0005 ± 0.0005 - ± 0.02

M ± 0.0010 ± 0.0010 ± 0.002 ± 0.02

* 高精度密度校正はプロ マス  F 高温用には使用でき ま せん

呼び口径

ゼロ点の安定度

プロマス F プロマス F（高温） プロマス M

[kg/h] または [l/h] [kg/h] または [l/h] [kg/h] または [l/h]

8 3/8" 0.030 − 0.100

15 1/2" 0.200 − 0.325

25 1" 0.540 1.80 0.90

40 1 ½" 2.25 − 2.25

50 2" 3.50 7.00 3.50

80 3" 9.00 18.00 9.00

100 4" 14.00 − −

150 6" 32.00 − −

250 10" 88.00 − −
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プロマス A ：

プロマス E、 H、 S、 P ：

プロマス I ：

呼び口径

ゼロ点の安定度

[kg/h] または [l/h]

1 1/24" 0.0010

2 1/12" 0.0050

4 1/8" 0.0225

呼び口径

ゼロ点の安定度

[kg/h] または [l/h]

8 3/8" 0.200

15 1/2" 0.650

25 1" 1.80

40 1 ½" 4.50

50 2" 7.00

80* 3" 18.00

* プロ マス  E のみ

呼び口径

ゼロ点の安定度

[kg/h] または [l/h]

8 3/8" 0.150

15 1/2" 0.488

15 FB 1/2" FB 1,350

25 1" 1,350

25 FB 1" FB 3.375

40 1 ½" 3.375

40 FB 1 ½"FB 5.250

50 2" 5.250

50 FB 2" FB 13.500

80 3" 13.500

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）
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最大測定誤差の例

a0004604

図 40 ： 読取値に対する最大測定誤差 （例 ： プロマス 83 F、 M / 呼び口径 25A）

流量値 （例）

精度の考え方 → 114 ページ

o.r. = 読み値

0

±0.5

±0.2

±1.0

[%]

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 t/h

ターンダウン 流量 最大測定誤差

[kg/h] または [l/h] [% o.r.]

500:1 36 1.5

100:1 180 0.3

 25:1 720 0.1

 10:1 1800 0.1

   2:1 9000 0.1
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繰 り 返し性 質量流量 / 体積流量（液体）：

プロマス F ：

± 0.025% o.r. （質量流量特別校正）
± 0.050% o.r.

プロマス A、 H、 I、 S、 P ：

± 0.05% o.r.

プロマス E ：

± 0.10% o.r.

プロマス M ：

± 0.05% o.r. ± [1/2 × ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100]% o.r. （質量流量）
± 0.10% o.r. ± [1/2 × ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100]% o.r. （体積流量）

質量流量（気体）：

プロマス F、 A、 H、 I、 S、 P: 

± 0.25% o.r.

プロマス E ：

± 0.35% o.r.

プロマス M ：

± 0.25% o.r. ± [1/2 ・ ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100]% o.r.

o.r. = 読み値
ゼロ点安定度 " 測定誤差 " 参照。 → 108 ページ

密度（液体）

1 g/cc = 1 kg/l

プロマス F、 A、 H、 I、 S、 P、 E ：

± 0.00025 g/cc 

プロマス M

± 0.0005 g/cc 

温度

± 0.25 ℃ ± 0.0025 × T ℃

T = 流体温度

流体温度の影響 ゼロ点調整の温度と プロセス温度に差があ る場合、 プロマスセンサの標準的な測定誤差はフル
スケール値の± 0.0002%/ ℃です。 プロマス E センサの標準的な測定誤差は、 ± 0.0003%/ ℃で
す。 プロマス E センサの測定誤差の代表値は、 フルスケール値の± 0.0003% / ℃ です。



プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス 技術仕様

エン ド レスハウザー ジャパン 113

流体圧力の影響 下記の表は、 校正時の圧力と運転時の圧力の相違が質量流量の測定精度に及ぼす影響を示し て
います。

プロマス F、 M ：

プロマス A ：

校正時の圧力と運転時の圧力の相違は、 質量流量の測定誤差に影響を及ぼすこ と はあ り ません。

プロマス E、 H、 S、 P ：

プロマス I ：

呼び口径

プロマス F プロマス M プロマス M（高圧用）

[% o.r./bar] [% o.r./bar] [% o.r./bar]

8 3/8" 影響なし 0.009 0.006

15 1/2" 影響なし 0.008 0.005

25 1" 影響なし * 0.009 0.003

40 1 ½" −0.003 0.005 −

50 2" −0.008* 影響なし −

80 3" −0.009* 影響なし −

100 4" −0.007 − −

150 6" −0.009 − −

250 10" −0.009 − −

* 値は高温用プロ マス F にも 適用さ れま す

o.r. = 読み値

呼び口径 プロマス E プロマス H プロマス S、P

% o.r./bar % o.r./bar % o.r./bar

8 3/8" 影響なし -0.017 -0.002

15 1/2" 影響なし -0.021 -0.006

25 1" 影響なし -0.013 -0.005

40 1 ½" 影響なし -0.018 -0.005

50 2" -0.009 -0.020 -0.005

80* 3" -0.020 - -

* プロ マス  E のみ

呼び口径 % o.r./bar

8 3/8" 0.006

15 1/2" 0.004

15 FB 1/2" FB 0.006

25 1" 0.006

25 FB 1" FB 影響なし

40 1 ½" 影響なし

40 FB 1 ½"FB -0.003

50 2" -0.003

50 FB 2" FB 0.003

80 3" 0.003

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）
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精度の考え方 流量によ り 変わる もの ：

• 流量 ≥ ゼロ点の安定度 ÷ ( 基準精度 ÷ 100)

- 最大測定誤差 ： ± 基準精度 (%) o.r.
- 繰 り 返し性 ： ± ½ × 基準精度 (%) o.r.

• 流量 < ゼロ点の安定度 ÷ ( 基準精度 ÷ 100)

- 最大測定誤差 ： ± ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100 % o.r.
- 繰 り 返し性 ： ± ½ × ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100 % o.r.

基準精度の対象 プロマス F プロマス A、H、S、P、I プロマス E

質量流量（液体）、 特別校正 0.05 - -

質量流量（液体） 0.10 0.10 0.25

体積流量（液体） 0.10 0.10 0.25

質量流量（気体） 0.35 0.50 0.75
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10.1.7 運転条件 （設置条件）

取付指示 → 14 ページ

上流側 / 下流側直管長 上流側 / 下流側直管長を設ける必要はあ り ません。

センサケーブルの長さ 最大 20 メ ー ト ル （分離型）

使用圧力 → 15 ページ

10.1.8 運転条件 （環境）

周囲温度 標準 ： -20 ～ +60 ℃ （センサ、 変換器）
オプシ ョ ン ： -40 ～ +60 ℃ （センサ、 変換器）

! 注意 ! 
• 本製品は日陰に設置し て く ださい。 特に高温地域では直射日光は避けて く ださい。

• 周囲温度が -20 ℃以下では、 指示計の視認性が損なわれる場合があ り ます。

保管温度 -40 ～ +80 ℃ （推奨 +20 ℃）

保護等級 IP 67 （NEMA 4X）、 （変換器、 センサ）

耐衝撃 IEC 68-2-31 に準拠

耐振動 1 g、 10 ～ 150 Hz、 （IEC 68-2-6 に準拠）

CIP 洗浄 適合

SIP 洗浄 適合

電磁適合性 （EMC） IEC/EN 61326 および NAMUR 推奨 NE 21 に準拠
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10.1.9 運転条件 （プロセス）

液体温度範囲 センサ：

プロマス F、 A、 H、 P ：

-50 ～ +200 ℃ 

プロマス F （高温用） ：

-50 ～ +350 ℃

プロマス M、 I、 S ：

-50 ～ +150 ℃

プロマス E ：

-40 ～ +140 ℃

シール：

プロマス F、 E、 H、 I ：

内部シールな し

プロマス M ：

バイ ト ン ： -15 ～ +200 ℃ 
EPDM ： -40 ～ +160 ℃ 
シ リ コ ン ： -60 ～ +200 ℃ 
カルレ ッ ツ ： -20 ～ +275 ℃
FEP 被覆 （気体測定には使用不可） ： -60 ～ +200 ℃

プロマス A ：

内部シールな し
ネジ込み接続取付セ ッ ト 時 ：
バイ ト ン ： -15 ～ +200 ℃
EPDM ： -40 ～ +160 ℃
シ リ コ ン ： -60 ～ +200 ℃
カルレ ッ ツ ： -20 ～ +275 ℃
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流体圧力レ ンジ （呼び圧力） プロセス接続の耐圧曲線 （圧力－温度グ ラ フ） に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て
く ださい。 技術仕様書は、 www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。
" 技術仕様書 " の リ ス ト  → 132 ページ

センサハウジングの圧力レンジ ：

プロマス F ：

呼び口径 8...50A ： 40 bar、 呼び口径 80A ： 25 bar
呼び口径 8...50A ： 25 bar、
呼び口径 100...150A ： 16 bar、
呼び口径 250A ： 10 bar

プロマス M ：

100 bar

プロマス E ：

保護容器な し

プロマス A ：

25 bar

プロマス H、 P ：

呼び口径 8...15A ： 25 bar、
呼び口径 25...50A ： 16 bar

プロマス I ：

40 bar

プロマス S:

呼び口径 8...40A ： 16 bar
呼び口径 50A ： 10 bar

流量制限 → 100 ページを参照 （" 測定レ ンジ "）

最も適し たセンサ呼び口径は、 測定レンジ と許容圧力損失を考慮し て選択し て く ださい。 最大
測定レンジは、 （" 測定レ ンジ "） を参照し て く ださい。
• 最小推奨フルス ケール値は、 最大測定レンジの約 1/20 です。

• ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ンにおいて、 最大測定レ ンジの 20 ～ 50 % の間が精度を含めて安定

し た測定を行 う 最適の測定範囲と な り ます。
• 研磨性の流体 （ス ラ リ ー等） では、 でき る限 り 流速を落と し て く ださい （流体液速 < 1 m/s）。

• 気体測定では以下の点にご注意 く ださい。

- 計測チューブの流速は、 音速の 1/2 以下にし て く ださい （マ ッハ 0.5）。
- 最大測定レ ンジは、 気体の密度に依存し ます。 計算式 → 101 ページ
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圧力損失 圧力損失は、 測定流体の特性やその流量に依存し ます。 以下の公式で、 圧力損失の概算値を算
出する こ と ができ ます。

圧力損失計算式 （プロマス F、 M、 E）

圧力損失計算式 （プロマス H、 I、 S、 P ）

プロマス A の圧力損失計算定数

レ イ ノ ルズ数

a0004623

Re ≥ 2300 *

a0004626

プロ マス F 呼び口径 250：

a0012135

Re < 2300

a0004628

⊿ p = 圧力損失 [mbar]

ν = 動粘度 [m2/s]

g = 質量流量 [kg/s]

ρ = 流体密度 [kg/m3]

d = 計測チュ ーブの内径 [m]

K...K2 = 定数（呼び口径に依存）

a = 0.3

b = 91000

* 気体の圧力損失を計算する 場合、 Re  2300 の公式を使用し ま す。

レ イ ノ ルズ数

a0003381

Re ≥ 2300 *

a0004631

Re < 2300

a0004633

⊿ p = 圧力損失 [mbar]

ν = 動粘度 [m2/s]

g = 質量流量 [kg/s]

ρ = 流体密度 [kg/m3]

d = 計測チュ ーブの内径 [m]

K...K3 = 定数（呼び口径に依存）

* 気体の圧力損失を計算する 場合、 Re  2300 の公式を使用し ま す。

レ イ ノ ルズ数

a0003381

Re ≥ 2300 *

a0003380

Re < 2300

a0003379

⊿ p = 圧力損失 [mbar]

ν = 動粘度 [m2/s]

g = 質量流量 [kg/s]

= 流体密度 [kg/m3]

d = 計測チュ ーブの内径 [m]

K...K3 = 定数（呼び口径に依存）

* 気体の圧力損失を計算する 場合、 Re  2300 の公式を使用し ま す。

Re =
2 · g
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� �p = K · · ·
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g�

�p = ·K
a
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e
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· · ·g
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プロマス F の圧力損失計算定数

a0001396

図 41 ： 水における圧力損失

呼び口径 d[m] K K1 K2

8 5.35 ⋅ 10-3 5.70 ⋅ 107 9.60 ⋅107 1.90 ⋅ 107

15 8.30 ⋅ 10-3 5.80 ⋅ 106 1.90 ⋅ 107 10.60 ⋅ 105

25 12.00 ⋅ 10-3 1.90 ⋅ 106 6.40 ⋅ 106 4.50 ⋅ 105

40 17.60 ⋅ 10-3 3.50 ⋅ 105 1.30 ⋅ 106 1.30 ⋅ 105

50 26.00 ⋅ 10-3 7.00 ⋅ 104 5.00 ⋅ 105 1.40 ⋅ 104

80 40.50 ⋅ 10-3 1.10 ⋅ 104 7.71 ⋅ 104 1.42 ⋅ 104

100 51.20 ⋅ 10-3 3.54 ⋅ 103 3.54 ⋅ 104 5.40 ⋅ 103

150 68.90 ⋅ 10-3 1.36 ⋅ 103 2.04 ⋅ 104 6.46 ⋅ 102

250 102.26 ⋅ 10-3 3.00 ⋅ 102 6.10 ⋅ 103 1.33 ⋅ 102

DN 50DN 40
DN 25

DN 8

10000

1000

100

10

1

0.1

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

DN 15

DN 80

DN 100

[mbar]

[t/h]
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DN 250



技術仕様 プロ ラ イ ン プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ールドバス

120 エン ド レスハウザー ジ ャパン

プロマス M の圧力損失計算定数

a0004605

図 42 ： 水における圧力損失

1 プロ マス  M

2 プロ マス  M（高圧バージョ ン）

呼び口径 d[m] K K1 K2

8 5.53 ⋅ 10-3 5.2 ⋅ 107 8.6 ⋅107 1.7 ⋅ 107

15 8.55 ⋅ 10-3 5.3 ⋅ 106 1.7 ⋅ 107 9.7 ⋅ 105

25 11.38 ⋅ 10-3 1.7 ⋅ 106 5.8 ⋅ 106 4.1 ⋅ 105

40 17.07 ⋅ 10-3 3.2 ⋅ 105 1.2 ⋅ 106 1.2 ⋅ 105

50 25.60 ⋅ 10-3 6.4 ⋅ 104 4.5 ⋅ 105 1.3 ⋅ 104

80 38.46 ⋅ 10-3 1.4 ⋅ 104 8.2 ⋅ 104 3.7 ⋅ 104

高圧用

8 4.93 ⋅ 10-3 6.0 ⋅ 107 1.4 ⋅ 108 2.8 ⋅ 107

15 7.75 ⋅ 10-3 8.0 ⋅ 106 2.5 ⋅107 1.4 ⋅ 106

25 10.20 ⋅ 10-3 2.7 ⋅ 106 8.9 ⋅ 106 6.3 ⋅ 105

DN 50DN 40

DN 25
DN 8

10000

1000

100

10

1

0.1

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

DN 15

DN 80

[mbar]

[t/h]

1
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プロマス E の圧力損失計算定数

a0004606

図 43 ： 水における圧力損失

呼び口径 d[m] K K1 K2

8 5.35 ⋅ 10-3 5.70 ⋅ 107 7.91 ⋅107 2.10 ⋅ 107

15 8.30 ⋅ 10-3 7.62 ⋅ 106 1.73 ⋅ 107 2.13 ⋅ 106

25 12.00 ⋅ 10-3 1.89 ⋅ 106 4.66 ⋅ 106 6.11 ⋅ 105

40 17.60 ⋅ 10-3 4.42 ⋅ 105 1.35 ⋅ 106 1.38 ⋅ 105

50 26.00 ⋅ 10-3 8.54 ⋅ 104 4.02 ⋅ 105 2.31 ⋅ 104

80 40.50 ⋅ 10-3 1.44 ⋅ 104 5.00 ⋅ 105 2.30 ⋅ 104

DN 50

DN 40
DN 25

DN 8

10000

1000

100

10

1

0.1

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

DN 15
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[t/h]
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プロマス A の圧力損失計算定数

a0003595

図 44 ： 水における圧力損失

1 標準バージョ ン

2 高圧バージョ ン

呼び口径 d[m] K K1

1 1.1 ⋅ 10-3 1.2 ⋅ 1011 1.3 ⋅1011

2 1.8 ⋅ 10-3 1.6 ⋅ 1010 2.4 ⋅ 1010

4 3.5 ⋅ 10-3 9.4 ⋅ 108 2.3 ⋅ 109

高圧用

2 1.4 ⋅ 10-3 5.4 ⋅ 1010 6.6 ⋅ 1010

4 3.0 ⋅ 10-3 2.0 ⋅ 109 4.3 ⋅ 109

[mbar]

[kg/h]

1

DN 2
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10
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プロマス H の圧力損失定数

a0004607

図 45 ： 水における圧力損失

呼び口径 d[m] K K1 K3

8 8.51 ⋅ 10-3 8.04 ⋅ 106 3.28 ⋅107 1.15 ⋅ 106

15 12.00 ⋅ 10-3 1.81 ⋅ 106 9.99 ⋅ 106 1.87 ⋅ 105

25 17.60 ⋅ 10-3 3.67 ⋅ 105 2.76 ⋅ 106 4.99 ⋅ 104

40 25.50 ⋅ 10-3 8.75 ⋅ 104 8.67 ⋅ 105 1.22 ⋅ 104

50 40.50 ⋅ 10-3 1.35 ⋅ 104 1.72 ⋅ 105 1.20 ⋅ 103

圧力損失のデータ は、 計測チュ ーブおよ び配管ま での流体通過部分すべてを含みま す。
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プロマス I の圧力損失計算定数

a0004608

図 46 ： 水における圧力損失

1 標準バージョ ン

2 フ ルボアバージョ ン（*）

呼び口径 d[m] K K1 K3

8 8.55 ⋅ 10-3 8.1 ⋅ 106 3.9 ⋅107 129.95 ⋅ 104

15 11.38 ⋅ 10-3 2.3 ⋅ 106 1.3 ⋅ 107 23.33 ⋅ 104

15 FB 17.07 ⋅ 10-3 4.1 ⋅ 105 3.3 ⋅ 106 0.01 ⋅ 104

25 17.07 ⋅ 10-3 4.1 ⋅ 105 3.3 ⋅ 106 5.89 ⋅ 104

25 FB 26.40 ⋅ 10-3 7.8 ⋅ 104 8.5 ⋅ 105 0.11 ⋅ 104

40 26.40 ⋅ 10-3 7.8 ⋅ 104 8.5 ⋅ 105 1.19 ⋅ 104

40 FB 35.62 ⋅ 10-3 1.3 ⋅ 104 2.0 ⋅ 105 0.08 ⋅ 104

50 35.62 ⋅ 10-3 1.3 ⋅ 104 2.0 ⋅ 105 0.25 ⋅ 104

50 FB 54.8 ⋅ 10-3 2.3 ⋅ 103 5.5 ⋅ 104 1.0 ⋅ 102

80 54.8 ⋅ 10-3 2.3 ⋅ 103 5.5 ⋅ 104 3.5 ⋅ 102

圧力損失のデータ は、 計測チュ ーブおよ び配管ま での流体通過部分すべてを含みま す。

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）
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プロマス S、 P の圧力損失計算定数

a0004607

図 47 ： 水における圧力損失

圧力損失 （US 単位） 圧力損失は、 測定流体の特性や呼び口径に依存し ます。 圧力損失を米国単位に換算する アプ リ
ケータ PC ソ フ ト ウ ェ アについては、 エン ド レ スハウザーにお問い合わせ く ださい。 測定システ
ムの構造を最適化するために重要な機器データがすべて、 アプ リ ケータ ソ フ ト ウ ェアプロ グ ラ
ムに入っています。 
このソ フ ト ウ ェアは以下の計算に使用されます。

• 粘度、 密度などの流体特性のセンサの呼び口径

• 測定ポイ ン ト 下流側の圧力損失

• 質量流量を体積流量などへ換算

• 各種測定サイ ズの同時表示

• 測定レ ンジの確定

アプ リ ケータは、 あ らゆる IBM 互換性 PC （Windows 搭載） 上で動作し ます。

呼び口径 d[m] K K1 K3

8 8.31 ⋅ 10-3 8.78 ⋅ 106 3.53 ⋅107 1.30 ⋅ 106

15 12.00 ⋅ 10-3 1.81 ⋅ 106 9.99 ⋅ 106 1.87 ⋅ 105

25 17.60 ⋅ 10-3 3.67 ⋅ 105 2.76 ⋅ 106 4.99 ⋅ 104

40 26.00 ⋅ 10-3 8.00 ⋅ 104 7.96 ⋅ 105 1.09 ⋅ 104

50 40.50 ⋅ 10-3 1.41 ⋅ 104 1.85 ⋅ 105 1.20 ⋅ 103

圧力損失のデータ は、 計測チュ ーブおよ び配管ま での流体通過部分すべてを含みま す。
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10.1.10 構造

外形寸法図 センサおよび変換器の寸法、 長さに関し て 
は、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。 技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イ
ル と し てダウ ン ロード でき ます。 
" 技術仕様書 " の リ ス ト  → 132 ページ

質量ｼﾂﾘｮｳ • 一体型 ： 下記の表を参照し て く ださい。

• 分離型

- センサ質量 ： 以下の表を参照
- ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 5 kg

質量 （SI 単位） すべての値 （質量） は、 プロセス接続が EN/DIN PN40 フ ラ ンジの場合の値です。
質量データ [kg]

プロマス F/ 呼び口径 8 15 25 40 50 80 100 150 250 *

一体型 11 12 14 19 30 55 96 154 400

一体型、 高温用 − − 14.7 − 30.7 55.7 − − −

分離型 9 10 12 17 28 53 94 152 398

分離型、 高温用 − − 13.5 − 29.5 54.5 − − −

* 10 イ ンチ ASME Cl 300 フ ラ ンジの場合

プロマス M/ 呼び口径 8 15 25 40 50 80

一体型 11 12 15 24 41 67

分離型 9 10 13 22 39 65

プロマス E/ 呼び口径 8 15 25 40 50 80

一体型 8 8 10 15 22 31

分離型 6 6 8 13 20 29

プロマス A/ 呼び口径 1 2 4

一体型 10 11 15

分離型 8 9 13

プロマス H/ 呼び口径 8 15 25 40 50

一体型 12 13 19 36 69

分離型 10 11 17 34 67

プロマス I/ 呼び口径 8 15 15FB 25 25FB 40 40FB 50 50FB 80

一体型 13 15 21 22 41 42 67 69 120 124

分離型 11 13 19 20 39 40 65 67 118 122

FB = フ ルボアバージョ ン（プロ マス  I）
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材質 変換器ハウジング：

• 一体型ハウジング ：

- ステンレ ス 1.4301/ SUS 304 相当
- アル ミ ダ イ カス ト （粉体塗装）
- ウ ィ ン ド ウ材質 ： ガ ラ ス またはポ リ カーボネー ト

• ウ ォールマウ ン ト ハウジング ：

- アル ミ ダ イ カス ト （粉体塗装）
- ウ ィ ン ド ウ材質 ： ガ ラ ス

• 分離型フ ィ ール ド ハウジング ：

- アル ミ ダ イ カス ト （粉体塗装）

センサハウジング / 保護容器：

プロマス F ：

• 耐酸、 耐アルカ リ 表面仕上げ

• ステンレ ス SUS 304L 相当

プロマス M ：

• 耐酸、 耐アルカ リ 表面仕上げ

• 呼び口径 8 ～ 50A (3/8" ～ 2") ： 鋼、 無電解ニ ッ ケルめっ き

• 呼び口径 80A (3") ： ステンレ ス

プロマス E、 A、 H、 I、 S、 P ：

• 耐酸、 耐アルカ リ 表面仕上げ

• ステンレ ス 1.4301/ SUS 304 相当

接続ハウジング、センサ（分離型）：

• ステンレ ス SUS 304 相当 （標準）

• アル ミ ダ イ カス ト （粉体塗装） （高温バージ ョ ン、 伸長ネ ッ クチューブ）

プロマス S/ 呼び口径 8 15 25 40 50

一体型 13 15 21 43 80

分離型 11 13 19 41 78

プロマス P/ 呼び口径 8 15 25 40 50

一体型 13 15 21 43 80

分離型 11 13 19 41 78
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プロセス接続

プロマス F ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501) / ASME B16.5 / JIS に準拠

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当
→ ア ロ イ C-22 2.4602/N 06022

• DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ） → ステン レ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング DIN 11851/ DIN 11864-1 Form A / ISO 2853 / SMS 1145 

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当
• ト リ ク ラ ンプ （OD 管） → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• VCO 接続 → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

プロマス F （高温バージ ョ ン） ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠 → ステン レ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠 → ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022

プロマス E ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠 → ステン レ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ） → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• VCO 接続 → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング ： DIN 11851/ DIN 11864-1 Form A / ISO 2853 / SMS 1145  

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当
• ト リ ク ラ ンプ （OD 管） → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

プロマス M ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠  

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当、 チタ ン Grade 2
• DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ） → ステン レ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• PVDF カ ッ プ リ ング DIN / ASME B16.5 / JIS 準拠

• ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング DIN 11851/ DIN 11864-1 Form A / ISO 2853 / SMS 1145  

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当
• ト リ ク ラ ンプ （OD 管） → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

プロマス M （高温バージ ョ ン） ：

• コネ ク タ → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• カ ッ プ リ ング → ステンレ ス 1.4401/ 316

プロマス A ：

• EN 1092-1 (DIN 2501) / ASME B16.5 / JIS、 フ ラ ンジ用アダプタセ ッ ト   

→ ステンレ ス 1.4539/ SUS 890L 相当、 ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022
• ルーズフ ラ ンジ → ステンレ ス 1.4404/ SUS 316L 相当

• VCO カ ッ プ リ ング → ステン レ ス 1.4539/ SUS 890 L 相当、 ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022

• ト リ ク ラ ンプ （外径管）、 1/2" → ステン レ ス 1.4539/ SUS 890L 相当

• ス ウ ェ ッ ジ ロ ッ ク (1/4", 1/8") 用アダプタセ ッ ト → ステンレ ス 1.4401/ 316

• NPT-F (1/4") 用アダプタセ ッ ト → ステン レ ス 1.4539/ SUS 890 L 相当、

• ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022
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プロマス H ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501) / ASME B16.5 / JIS に準拠

→ ステンレ ス 1.4301/ SUS 304 相当 ； ジルコニウ ム 702 （接液部材質）
→ ステンレ ス 1.4301/ SUS 304 相当 ； タ ン タル （接液部材質）

プロマス I ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠 → ステンレ ス 1.4301/ SUS 304 相当

• DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ） → チタ ン Grade 2

• ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング DIN 11851/ DIN 11864-1 Form A / ISO 2853 / SMS 1145 

→ チタ ン Grade 2

• ト リ ク ラ ンプ （OD 管） → チタ ン Grade 2

プロマス S:

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠  

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316/ SUS 316L 相当
• DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ） → ステン レ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

• ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング DIN 11851/ DIN 11864-1 Form A / ISO 2853 / SMS 1145 

→ ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当
• ト リ ク ラ ンプ （OD 管） → ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

• ク ラ ンプ無菌継手 DIN 11864-3 Form A → ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

• ク ラ ンプパイプ継手 DIN 32676 / ISO 2852 → ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

プロマス P ：

• フ ラ ンジ EN 1092-1 (DIN 2501)/ ASME B16.5/ JIS に準拠  

→ ステンレ ス 1.4404/ SUS 316/ SUS 316L 相当

• DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ）、バイオコネ ク ト ｨ → ステン レ ス 1.4435/ 

SUS 316L 相当
• ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング DIN 11851/ DIN 11864-1 Form A / ISO 2853 / SMS 1145 

→ ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

• ト リ ク ラ ンプ （OD 管） → ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

• ク ラ ンプ無菌継手 DIN 11864-3 Form A → ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

• ク ラ ンプパイプ継手 DIN 32676/ ISO 2852、 バイオコネ ク ト ｨ → ステン レ ス 1.4435/ SUS 316L 

相当

計測チューブ：

プロマス F ：

• 8A ～ 100A (3/8" ～ 4") ： ステンレ ス SUS 890L 相当、 マニホール ド ： SUS 316L 相当

• 150A (6") ： ステン レ ス SUS 316L 相当

• 250A (10") ： ステン レ ス SUS 316L 相当、 マニホール ド ： CF3M

• 8A ～ 150A (3/8" ～ 6") ： ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022

プロマス F （高温バージ ョ ン） ：

• 25A、 50A、 80A ： ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022

プロマス M ：

• 8A ～ 50A (3/8" ～ 2") ： チタ ン Grade 9

• 80A (3") ： チタ ン Grade 2

プロマス M （高圧バージ ョ ン） ：

• チタ ン Grade 9

プロマス E、 S ：

• ステンレ ス 1.4539/ SUS 890L 相当
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プロマス A ：

• ステンレ ス 1.4539/ SUS 890L 相当、 ア ロ イ C-22 2.4602/ N 06022

プロマス H ：

• ジルコ ニウ ム 702/ R 60702

• タ ン タル 2.5 W

プロマス I ：

• チタ ン Grade 9

• チタ ン Grade 2 （フ ラ ンジデ ィ ス ク）

プロマス P ：

• ステンレ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

シール：

プロマス F、 E、 H、 I ：

• 溶接されているプロセス接続は内部シール材不使用

プロマス M ：

• バイ ト ン、 EPDM、 シ リ コ ン、 カルレ ッ ツ 6375、 FEP 被覆 （気体用途は対象外）

プロマス A ：

• 溶接されているプロセス接続は内部シール材不使用

• ネジ込み接続取付セ ッ ト 時 ： バイ ト ン、 EPDM、 シ リ コ ン、 カルレ ッ ツ 

耐圧曲線 プロセス接続の耐圧曲線 （圧力－温度グ ラ フ） に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て
く ださい。 技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。 
" 技術仕様書 " の リ ス ト  → 132 ページ

プロセス接続 → 130 ページ

10.1.11 表示部、 ユーザーイ ン ターフ ェ イス

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 4 行 × 16 文字

• 様々な測定値およびステータ スの表示が可能

• 積算計 3 個

• 周囲温度 -20 ℃以下の場合、 指示計の視認性が損なわれる場合があ り ます。

操作 • 光学式タ ッチス イ ッチ操作 （S、 O、 F）

• アプ リ ケーシ ョ ン別簡単設定ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー 
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言語パッ ケージ 異な る国で操作するための言語グループ ：

• 西欧および米国 （WEA） ：

英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ン ス語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語

• 東欧およびス カンジナビア （EES） ：

英語、 ロ シア語、 ポーラ ン ド語、 ノ ルウ ェー語、 フ ィ ン ラ ン ド語、 ス ウ ェーデン語、 
チェ コ語

• 日本語 （SEA） ：

日本語、 英語、 イ ン ド ネシア語

• 中国語 （CN） ：

英語、 中国語

! 注意 ! 
言語グループは、 操作プロ グ ラ ムの "FieldCare" で変更でき ます。

10.1.12 認証と認定

CE マーク 本製品が、 EC 指令で定められた要求事項に従い設計、 開発された製品であ る こ と を CE マーク
添付によ って保障し ています。
弊社は、 CE マーク を機器に貼る こ と によ り 、 機器の適合を証明し ています。

C-tick マーク 測定システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

防爆認定 現在御使用いただける防爆タ イプ （ATEX、 TIIS、 FM、 CSA、 IECEx、 NEPSI 等） の機器に関する
情報は、 最寄の弊社営業所も し く は、 販売代理店にお問合わせ く ださい。 爆発防止の全データ を
記載し た ド キ ュ メ ン ト をご用意し ています。 必要な場合は弊社までご請求 く ださい。

サニタ リ 適合性 • 3A に適合 （プロマス H を除 く すべてのセンサ）

• EHEDG に適合 （プロマス E および H を除 く すべてのセンサ）

認証 
FOUNDATION  
フ ィ ール ド バス

本流量計は、 実施された試験にすべて合格し、 Fieldbus FOUNDATION から認証、 登録を受けて
います。 し たがって、 下記の各規格の要件をすべて満た し ています。

• FOUNDATION フ ィ ール ド バス規格によ る認証

• 本流量計は、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス H1 の仕様をすべて満た し ています。

• 相互運用性試験キ ッ ト （ITK）、 改訂番号 5.01 ： 本機器は、 他社製の認証装置と共に動作させ

る こ と もでき ます。
• Fieldbus Foundation によ る物理層適合試験

圧力機器指令 呼び口径 25A 以下の流量計は、 欧州指令 97/23/EC （Pressure Equipment Directive） の条項 3 （3）
に準拠し、 健全なエンジニア リ ングに基づいて設計されています。 それ以上の口径の流量計に
関し ては、 流体やプロセス圧力によ り カテゴ リ II/III の認証を別途ご利用いただけます。

必要に応じ て、 ガイ ド ラ イ ン AD 2000 に準拠する流量計をご用意する こ と が可能です （プロマ
ス F と  M のみ）。

機能安全 安全度水準 （SIL2） ：
IEC 61508/ IEC 61511-1 （FDIS） に準拠
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その他の基準ガ イ ド ラ イ ン • EN 60529 ：

ハウジング保護等級 （IP コード）

• EN 61010-1

計測、 コ ン ト ロール、 実験処理用の電気機器のための保護基準

• IEC/EN 61326

" エ ミ ッ シ ョ ンはク ラ ス A の要求条件に準拠 "
電磁適合性 （EMC）

• NAMUR NE 21 ：

工業用プロセスおよび研究所用制御機器の電磁適合性 （EMC）

• NAMUR NE 43 ：

アナロ グ出力信号を有するデジ タル変換器の故障情報信号レベルの標準化

• NAMUR NE 53 ：

デジ タル電子部品を有する フ ィ ール ド機器および信号処理機器のソ フ ト ウ ェア

10.1.13 注文情報

ご発注に際し ては、 仕様コード表をご利用 く ださい。 また、 仕様コード表にない仕様につき ま
し ては、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合せ く ださい。

10.1.14 アクセサリ

変換器およびセンサには、 多種ア ク セサ リ が多数用意されています→ 74 ページ。 
詳細は、 最寄 り の弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合せ く ださい。

10.1.15 資料番号

• 流量測定 （FA005D/06/en）

• 技術仕様書プロマス 80/83 F、 M （TI 053D）

• 技術仕様書プロマス 80/83 E （TI 061D）

• 技術仕様書 プロマス 80/83A (TI054D)

• 技術仕様書プロマス 80/83 H （TI 074D）

• 技術仕様書プロマス 80/83 I （TI 075D）

• 技術仕様書プロマス 80/83 S （TI 076D）

• 技術仕様書プロマス 80/83 P （TI 078D）

• 機能説明書プロマス 83 FOUNDATION フ ィ ール ド バス （BA066D）

• 防爆製品補足資料 ： ATEX、 FM、 CSA、 IECEx、 NEPSI

• 機能的安全性マニュ アル プロマス 80、 83 （SD077D）
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防爆タイプ変換器の回転方法

1. 止めネジを緩めます。

2. 変換器を注意深 く 時計回 り の方向に止ま る まで回し ます。 （ネジの終わ り です） 

3. こ の位置から、 最大 360 度、 反時計回 り の方向に希望の位置まで回転させます。

4. 止めネジを締めます。
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA065D/33/JA/07.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は 
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

08.10/ マーコムグループ
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